















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　【ユグドラシルの迷宮】






　──ＳＳＳランクダンジョン、ユグドラシルの迷宮。

　世界に七つある最高難度のダンジョンの内のひとつ。




　僕たち冒険者パーティは、一月前に、Ａランクダンジョンをクリアし、Ｓ～ＳＳＳランクダンジョンへの挑戦資格を手に入れた。そしてＳＳＳランクの【ユグドラシルの迷宮】へと訪れていた。




　高難度ランクダンジョンのひとつであるＡランクダンジョンに挑戦し、思いの外すんなりと攻略がすることができたということもあり、最高難度のダンジョンであるＳＳＳランクダンジョン【ユグドラシルの迷宮】もクリアできるだろうと、パーティリーダーのロキは考えた。

　だが、僕たちは知らなかった。ＳＳＳランクダンジョン、ユグドラシルの真に恐ろしいところ。それは、ある一定の階層からモンスターが急激に強くなるということだった。

　しかし、それもそのはずで、ＳＳＳランクダンジョンへ入れるパーティなど、世界的に見ても、数えられるくらいしか存在せず、ここまで潜り地上へ戻ることのできたパーティは存在しない……それ故に情報が出回らず、僕らがその情報を知りえないのは当然のことだった。

パーティリーダー、ロキが言う。

「……まさか、１２５層でこれほどの魔物が徘はい徊かいしているなんてな」

　大柄の戦士であるスグレンストが言った。

「くそっ、どう考えても、ありゃＳランクはあるぜ……」

　次に双剣士のヒメノもぼやく。

「さ、最悪……アタシまだ死にたくないンですけど」

　そして、黒魔導師フェイルも小さく呟つぶやいた。

「……この階層から……強力な魔物が、急に出てきた……なぜ……？」

「……」

　ロキが張った魔物除よけの結界でメンバーの四人が会話をするなか、僕は一言も言葉を発さないように心掛ける。死と隣り合わせに置かれている現状、極度の緊張によるストレスが掛かっている状態だ。こうなると、またいつ攻撃されるかわからない。

　そう、魔物ではなく、パーティメンバーである仲間の彼らにだ。

（だから……あまり刺激をしないよう、できるだけ存在感を消してやり過ごす）

　しかし……僕らのパーティも、序盤は調子良く進んできていたはずだった。だが道中目にした先客の骸骨のように、気がつけば後戻りのできない階層まで来てしまい、帰るに帰れないといった事態に陥っていた。

　ある噂うわさによれば、昔このダンジョンは、国の騎士団で構成された大規模な攻略部隊を送り込み攻略を試みたが、その部隊全てを呑のみ込み地上へ誰一人も帰さなかったという。

　それほどの難易度の高いダンジョンだということを今、身をもって現実として理解し途方に暮れる……。

　もはや僕たちの力ではどうあがいても戻れはしない。

　この階層の魔物は軽くＳレートクラスのレベルがあり、仮に敵が一体であったとしても、僕らが全員でかかろうが返り討ちにあい簡単に殺されるだろう。

　それは徘徊する魔物らの纏まとう魔力を見れば一目瞭然だった。




「うん、これは……どう考えても普通に帰るのは難しいな。……仕方ない、あれを使うしかないか」

　スグレンストがその言葉に反応し、聞き返す。

「あれっつーのは、Ａランクダンジョンの最下層で手に入れた、あれのことか？」

「そっか、それなら脱出できるわね！」

「……なるほど……確かに」

　それは数ヵ月前にクリアしたＡランクダンジョンの最下層にあった秘宝、『魔石テレポストーン』のことであった。

　このアイテムは読んで字のごとく、使用者を任意の場所まで転移させる力を秘めている。しかし、一度使えばその込められている魔法は消え、二度と使用できない。

　売れば金貨数千枚は下らないという、非常に希少価値の高い魔石だ……しかし、命と金を天てん秤びんにかければ、惜しんでいる場合ではない。どれだけの価値がある魔石だろうと命あってのモノなのだから。

　……一人ひとつ使うとして、うん、ちゃんとパーティの人数分、五つある。仕方ないけど、もうこの手しかない。

　そう考えていた時、リーダーのロキがゆっくりと口を開いた。




「……そろそろ、頃合いかな」




　声色の変化に、嫌な予感が脳裏をかすめた。

　頃合い……？　あ、ああ、テレポストーンの使う頃合いということか。

　そうか、なるほど。彼はギリギリまで攻略の可能性を探っていたんだ。

　僕なんかすぐに魔石を使うという判断をしてしまったのに……さすがは冒険者ギルド始まって以来の天才とよばれたロキ・ヴィドラドールだ。

　しかし、そんな尊敬するロキの口から出た信じられない言葉を僕は耳にすることになる。




「──今、この時をもって……レイ、君を俺のパーティから追放する」




　……え？




　一瞬、何を言われたのか理解できなかった。

　しかし、拒否する頭とは裏腹に体は理解しているようで震え出す。

　そのまま腰が抜けたように、よろよろと一歩二歩と後退し、やがて苔こけだらけの壁に背があたると、全身の力が抜けてずり落ちる。

　へたりと座り込む僕を見たことのない冷たいまなざしでロキが見据えていた。

「え……？」

「何を呆ほうけているんだ？　まさか聞こえなかったのか？　ならばもう一度……お前を俺のパーティから追放すると言ってるんだ」

「き、聞こえてる……でも、な、なんで？」

「そんなこたァ、言われなくてもわかれよ！　前々から思っていたがお前、察し悪すぎだぜ？　頭の中カラっぽなんかよ」

　イラついたようにチッと舌を鳴らし、戦士のスグレンストがそう言った。そして次にロキとスグレンストの表情をうかがい、女双剣士のヒメノも口を開く。

「……ほんっと、いっつもどんくさくてイヤになっちゃうわ。戦闘中とかもじろじろと執しつ拗ように見てくるしさ……本当にいやらしい」

　そ、それは、怪け我がや致命傷を負った時すぐヒールできるように……皆の動きを見ていただけで。

　……そうか、そんな風に思われていたのか。

　そう理由を話そうとすれど、場の雰囲気がそれを許さないし、聞き入れてくれはしないだろう。そう、ここでは何を言おうと僕が悪で敵なのだ。

　……この人たちは、どうにか僕を追放したいらしい。

「……」

　残りの一人、黒魔導師の女フェイルは視線を落とし、沈黙を決め込んでいる。その眼まな差ざしは苦虫を嚙かみ潰したようで、少し体が震えているように見えた。おそらくは、彼女も僕に対しため込んでいた不満等を思い返し、怒りに震えてるに違いない。

　フェイルは無口で直接言ってはこないけれど、助けてくれはしないだろう。彼女もきっと皆と同じ思いなのだから。

　思い返せば、僕がこのパーティに加入し数ヵ月たったくらいに脱退をすすめられたことがあった。「あなたはここにいるべきではない」と、強く言われた。だから、間違いなく彼女も僕を嫌っているはずだ。

　黙り込み、うつむく僕にらちがあかないと思ったのか、さらにロキは言葉を重ねた。

「レイ、君程度の白魔導師では、この先の強力な敵と戦うには心こころ許もとないんだ。一度のヒールで魔力を空にするヒーラーなんて、ありえないだろ？　あげく魔力の枯渇で動けなくなるなんて足手まといもいいところだ。自分でそう思わないのか？」

　確かに、僕は魔力がすぐに枯渇してしまう。体質的にも魔力供給をされても受けつけず、一度魔力が空になってしまうと、もうどうにもならない。

　……けれど、だからこそ他のことで精一杯補ってきたつもりだ。

　敵の動きを観察し分析することで弱点を発見したり、皆が戦いやすいよう陽動をかけ敵の気を引いたり。

　それに戦闘以外の雑事でも。あらかじめダンジョンの情報収集や買い出しを行い、さらには皆が快適に旅を続けられるよう、料理や洗濯まで全ての雑用をも僕一人で担ってきた……それなのに。

　しかし、そんな僕の考えを察してか、ロキはとどめをさすように言う。

「はあ……君は、この俺がどれほど期待されているのかまだわかってないようだな。いいか、このパーティは勇者たちとは別に、ゆくゆくは魔王を討つことを王に期待されているんだ。その一員である白魔導師が君のような未熟で粗末な者だと、この先の未来は明るくないという話なんだよ……」

　未熟で粗末……僕の力ではこの先やっていけないということ。

　けど、でも、じゃあなぜ僕を選んだ？

「でも……それじゃあ、なんで？　なんで僕を選んだの？　奴隷であった僕をロキが買ってくれたんでしょ……？　君はあの時、僕がヒールを使うと魔力切れを起こしてしまうのを知って……でも、それでもいいからと確かに言ってくれた……！　君が、僕を選んだ理由は……なんだったの？」

　選ばれた理由があるはずだ。それを聞けばまだ挽ばん回かいできるかもしれない。

　嫌だこのまま追放だなんて……僕は僕の……居場所を守りたい。

　なぜ僕を買った……僕の、このパーティでの存在理由は一体。

「そんなこと、言われないでも理解してくれよ。ハァ……本当に頭の悪いやつはこれだから」

　やれやれと大おお袈げ裟さに手をヒラヒラさせ、肩を落とした。そして、彼は鋭く僕の心を切りつけた。




「残念ながら君自体に理由なんかない。ただ、手頃な奴隷に貴重なヒーラーの素質があっただけの話だよ」




　──ぐにゃりと視界が揺れる。

「お前を買った頃はまだ駆け出しのＥランク冒険者だったからね……安くて白魔導師になれそうなやつだったら誰でも良かったのさ。お前のようなジャンクしか余ってなかったのは誤算だったがな。まあ仕方がなかった」

　まるで夢の中にいるように頭がふわふわする。その話を理解することを拒んでいるように。

「誰でも……そんな」

　確かに、冒険者パーティを作るためには、ヒーラーを必ず一人所属させなければ国に認可されない。

　でも、奴隷でヒーラーの資格もない僕をロキがわざわざ手を回し白魔導師ギルドへ加入させてくれて、パーティの重要な役割であるヒーラーにしてくれたのは。

　……それだけ僕に目をかけてくれていたのは、彼に期待されてたからだと思ってた。

「ん？　ああ。今思えば誰でもは良くなかったか……使えないゴミをつかまされるのはもう二度とゴメンだからな。今度はしっかりとした上級でまともな白魔導師を選ぶとするよ。いまやＡランクパーティの俺たちだ。高額ではあるが、腕の立つ優秀な白魔導師を選び放題だしな」

　ははっ、とロキは嗤わらう。他のパーティの面々を一巡すると、戦士スグレンストも、ロキと同じようにニヤニヤと嘲笑あざわらっていた。

　双剣士ヒメノは二人とは違いこちらをジッと睨にらみつけ、黒魔導師フェイルにいたってはもうこの話題に興味がないのか、どこか遠くを見ていた。




　……僕は、このままだと本当に追放される。それどころか、おそらくこのタイミングでそれを言ったことを考えると……置いていかれる。

　凶悪な、地獄のような魔物たちが蔓延はびこる、まだ誰も攻略したことのないこのダンジョン、【ユグドラシルの迷宮】に。

　おそらくロキはテレポストーンが惜しいんだ。僕の分の魔石が。

　いや、それと……。

　──僕の捨て場所が見つかった？

　救いのない答えが脳裏を過る度に気が狂いそうになり、頭を振りそれを追いやる──

　だ、ダメだ……ここに置いていかれるのは死ぬことと同じだ。せめて……なんとか僕もダンジョンの外へと連れていってもらわなければ。

　けど、でもどうやって？　彼らの意思は決まってるようにも見える。

　僕の知らない間に打ち合わせでもしていたのか。

　……死にたくない、僕はまだ死にたくない、死ぬのは怖い。絶対に、嫌だ！

「ロキ……これからは心をいれかえてもっと頑張るから。お、お願いします、僕をここに置いていかないで……！　何か、なんでもいいからチャンスをください！」

　突然の仲間の裏切りと、死が現実味を帯びてきたことによりいつの間にか頰をつたっている涙。孤独と焦燥感、そして情けなさが入り混じり悲しみがこぼれおちる。

　すると、先ほどとは打って変わってロキは優しい笑みを向けてきた。

「……そうだな、うん。確かにこれで置いていかれたらお前もたまったものじゃないか……わかった。じゃあ、一度だけチャンスをあげるよ、レイ」

「……チャンス」

　チャンス……？

　その一言に僕はハッとする。

　そうだ、追放するだなんて噓うそだ。きっと試されているんだ、僕の『覚悟』を。この先仲間としてともに進む『想おもい』と『力』があるのかどうかを。

　……さっきロキが言っていたことに噓はなかった。

　このままでは僕はヒーラーとして力不足……悔しいけれど、それは本当だ。

「わ、わかった……やる。頑張る」

「おいおいおい！　ふざけんなよ、ロキ！」

「……え、マジで？」

「……ッ」

　ロキのチャンスを与えるという一言に、パーティメンバーは不満そうに反応する。これが本音。




　一度のヒールで魔力をすべて消費してしまう僕は、彼らが多少のケガを負ってもすぐに治すことはできない。

　なぜならそうして魔力を失ってしまえばもしすぐ敵に襲われ致命傷をもらった時どうにもならなくなってしまうからだ。

　……ああ、そうだ。たしかに僕じゃなく普通のヒーラーならこまめに回復をかけ、その苦痛を取り除くことができたはず。

　……ずっと皆は思っていたんだ。




『魔力の足りない、ただの荷物持ち。無能ヒーラー』だと。




　心が……折れそうだ。

　けれど他にどうしようもない。自分の価値を、まだ僕が彼らにとって使えるというところを示さなければここに置いていかれる。




　こんな所に一人残されるなんて想像しただけでも……怖い、嫌だ、絶対に嫌だ。

　僕はまだ旅を続けたい……やり残していることもまだある。ここで終わりになんてしたくない。

　恐怖心に押し潰されそうになりながら、ロキがくれるというチャンスを待っていると、彼は懐からダガーナイフを出した。

「これ、覚えている？」

　あれは、僕がロキの誕生日にプレゼントした白しろ聖せい石せきから作られた純白の刃のダガー。

「これさぁ、一度も使ってないんだ。綺き麗れいだろ？」

　その刃先を僕に見せつける。

　輝く刀身に映るロキの笑みが鋭く心の深くに刺さる。

　恐怖に震える僕にゆっくり近づいてきた彼は、優しく抱きしめてきた。

「お前の頑張りは知ってるよ」

「え、え？　……？」

　ろ、ロキ……そうか、やっぱり。これは僕の覚悟を確認するための……？

　疑ってしまってごめん……でもこれからはちゃんと役にたてるように頑張る。

　そう想いを強くしていると、ロキが背をぽんぽんとさすり、耳元でこういった。

「まあ、無駄な頑張りだったけどな？　……さて、それじゃあ、まずはこの傷を治してごらん」

　瞬間、下腹部に熱を感じた。

「……え」

　見ると、僕の腹部にダガーが刺さり、持ち手だけが飛び出している。

　痛みのない鈍器で殴られたかのような衝撃に視界が揺れて、体が震え出した。

「な、え……がはっ、がっ……はっ、ごふっ」

　やがて刺された部分がじわじわと赤に染まり、激痛が後を追うように走る。

「ほらほら、レイ？　早く治さないと死んじゃうよ？」

「わひゃひゃひゃひゃ!!　やべえ、なんだこれ!!」

「え!?　ロキ、何してるん!?　ひっどー……まーじかぁ」

「……！」

　痛い……痛い痛い痛い痛い痛い痛い……!!

　く、くるし……い、息が……呼吸も、できなッ……あ、ああああ!!

　……し、しし、死ぬ──ッッッ!!

「お前はヒーラーだからな。こうしたケガを負ったことなんてないだろう？　どうだ、俺たちはこの痛みに耐えていたんだぞ。すぐに治せないお前のせいで」

　痛すぎて痛い以外頭の中に何もない。呼吸困難になりながら、口に溜たまる血液を吐き出した。

　お、おちつけ……刺されたのは腹部、深さは内臓にまでたっしている可能性が高い！　この位置にある臓器は……！

「ぐぶっ、がっ、は……」

　ナイフを抜かねば傷を治せない。おぼろげな意識の中、僕の手は深々と刺さるナイフを抜いた。

「いぐっ、あっ、ああああああーーーっ!!」

　刺された場所が急所だったのだろう、ナイフを引き抜くと、おびただしい量の出血が足元を染めていく。

　必死に身を丸め、痛みに耐える。

　イメージを……想像しろ！　冷静に、僕の体を！

「──ひ、ひ、ヒールッッ!!」

「おっ」

　微かすかな光の粒が赤く染まった腹部へ収束する。数秒の後、その傷口は跡形もなく消えた。

「完治か……傷の痕すらねえ。相変わらず、ヒールスピードと性能だけはすげえな」

「はあ、はあ……うっ、はあはあ」

　全身にのしかかる疲労感。魔力の枯渇により、全身が鉛にでもなったかのように重く苦しい。

　……けど、ここでいつものように倒れるわけにはいかない。

　せめて、少なくとも足を引っ張らないということを証明しなければ。

　僕は踏ん張り、よろよろと立ち上がった。

「おお、凄すごいな……いつもなら疲労でぶっ倒れたままなのにな、ははっ」

「こ、これで──ぐふっ!?」

　言葉の全てを吐ききる前に、ロキに腹部を蹴り抜かれた。

　蹴りの威力は凄すさまじく、後ろの壁へと激突する。

「……が、は」

「けど、君は連れていかない。お前にはこのテレポストーンを使うだけの価値はないからね。あと君を捨てるタイミングに丁度いいしさ」




　ヒールで魔力が枯渇し、動けなくなったところを狙って……。

　その時、捨てるという言葉に反応したのかスグレンストがロキにこう言った。

「おいロキ……レイはもう用済みってことか？」

「ああ、そうだ。なんだスグレンスト、情でもわいたか？」

「あー……まあな」

　スグレンスト！　助けてくれるのか!?　ことあるごとに僕をストレス発散に使う狂暴で恐ろしいやつだと思っていたけれど……。

　僕の思い違いだったのか……実は仲間思いの情に厚い人だったんだ……！

　手を差し伸べるスグレンスト。彼が神様のように見える。

　しかしその思いは一瞬にして儚はかなく消えた。

　その手を握ろうとした時、彼は僕の手首をつかみ、そのまま握り潰した。

「ぐあああああああああああああっ……あああああーーー!?」

　ぶらんとつかむ先をなくした僕の手がさみしく揺れる。

　げらげら大笑いするスグレンストは次に跪ひざまずく僕の胸ぐらをつかみ、無理やり立たせ顔を近づけた。

「いーい表情だぜぇ。レイ、お前の鳴き声がこれでもう聴けなくなると残念でならない。でもリーダーさまの意向だからなぁ。くくく、残念だよぉれえええいくぅぅうううん！」

　そこから数分間、彼による暴行が続いた。何度も飛びかける意識をスグレンストが引き戻し、猫が鼠ねずみをおもちゃにするかのよういたぶる。




『ああ、かわいそうな僕……』




　苦痛のさなかに聞き覚えのある声がした。
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　地べたに這はいつくばる僕をよそに、仲間たちにテレポートストーンが配られていく。

「さて、お別れだな……レイ。そのナイフはやるよ、武器くらいないとここでの生活、怖いだろう？」

「ぐはははっ!!　それさえありゃあ、生き延びられるなあ？　良かったな、レイ！」

「いや、生活て……フツーに死ねるじゃんか……」

「……」

　ひとしきり皆が僕を笑い、気が済むとそのテレポートストーンへ魔力を注ぎはじめる。

　橙だいだいの光がそれぞれを包み込み、瞬く間に霧散した。魔石に込められたテレポートの魔法が発動し、彼らは地上へと消えたのだ。

　そして、僕は一人ＳＳＳランクダンジョン、【ユグドラシルの迷宮】へと置き去りにされた。




　彼らがテレポストーンを使用し、姿を消してからおおよそ一時間たった頃。

（体が……体中が痛い……）

　どうせ捨てるならと、スグレンストによる僕への凶行。

　その暴行により僕の手首は折れ、顎は砕け、肋ろっ骨こつや足も折られた。

　内臓破裂や脳内出血等、緊急を要するケガをしなかったのは不幸中の幸いだった。

　……いや、置いていかれた時点で不幸中の不幸でしかないか。




　スグレンストにやられたケガを治して再度失った魔力が回復し、やがて動けるようになった。

　しかし、ちょうどそのタイミングで僕に逃げ場がなくなったことを告げるようにリーダーの張っていた魔物よけの結界がゆっくりと光子状になり、霧散し消滅する。

「……ここにいればいずれ魔物に見つかり殺される……少しでも……僅かでも、生き延びれそうな場所をさがさないと……」

　現実逃避をしようとする自分へ言い聞かせる。まだ、死ねない。

　僕は覚悟を決め、死の恐怖から逃げるように行動を開始した。

　このダンジョンは１フロアあたりが異様に広く、途中まではオーソドックスなダンジョンではあったが、今僕が取り残されているこの階層は少し進むと、まるで外のように空があり木々が生い茂っていた。

　──１２５層。

　この階層へ侵入した途端、入り口は忽こつ然ぜんと消え、戻ることができなくなった。

　そしてさらに恐ろしいのが、このフロアを徘徊する魔物は、一目見ただけでもその危険度がわかるような強きょう靭じんな魔力を纏っていて、最低でもＳレート、高ければSSレートにも上りそうなレベルだったことだ。

　これは国で最高レベルの冒険者パーティや王国騎士軍ですら、倒すことが困難な危険度だ。

「……僕たちなら、Ｓレートでもなんとかなると思ってた。けど、これは……」

　実際に実物のＳレート魔獣を目の当たりにし、その考えがいかに浅はかであったのかを理解することとなった。

　僕がいたパーティは冒険者ギルドの中でも、戦闘力の高いことで有名で、ロキが言っていたように魔王を倒す命を受けたパーティ。その『グンキノドンワ』のメンバーは名のあるものばかりだ。

　戦闘力、統率力、魔法、全てにおいて高いレベルで使いこなせ、王国騎士軍の面々にも一目おかれるリーダーのロキ。

　盾役でありながらその大柄な体たい躯くとその筋力から生み出されるパワーで味方を守りながらの攻撃を可能にする、大剣使いの戦士スグレンスト。

　長剣の二刀流で王都の剣術大会でも優勝したこともあり、その剣の腕もさることながら魔術により雷と風を付与し攻撃力をあげることもできる付与術士としての顔もあわせ持つ、女剣聖のヒメノ。

　古いにしえの魔女の血をひくとされ、生まれながらの黒魔導師。その魔法の威力はドラゴンの放つ咆ほう哮こうを凌しのぎ、一人でB＋ランクの魔獣を倒すことも可能な、黒魔導師のフェイル。

　そうそうたる顔ぶれが集まる『グンキノドンワ』は、多くが在籍するギルドの冒険者パーティのなかでもわずか三組しか存在しない、『Ａランク』の高ランクパーティである。

　そんな圧倒的強者たる彼らが一見しただけでも勝てないと判断した魔物たちがこのフロアにはごろごろ存在していた。




　やつらに見つかれば殺される。間違いなく、一瞬にして。

　けれど、いつまでもこんなところをうろついているわけにもいかない。ダンジョンを脱出とまではいかずとも、せめてここよりも安全なひとつ上のフロアへ上がらなければ。

　大丈夫だ、魔力があるならどんな重傷でも大抵の怪我はヒールで治せる。……その直後には魔力切れで動けなくなってしまうけど。

　しかし、立ち止まっていても時間が過ぎるだけで助けが来るわけもない。

　僕はそうして無理矢理に恐怖心を嚙かみ殺ころし、震える足を一歩一歩と前に出して歩き始めたのだった。
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　──あれからどのくらいの時間がたったのかわからない。半日くらい過ぎたような気もするし、まだ数時間しかたっていない気もする。

「……つかれた……もう……歩きたくない」

　──ただひとつ確かなのはまだ奇跡的に生きているということ。

「でも、まだ……死んでない……僕はまだ生きている……」

　ここまで遭遇した魔物に殺されかけること二回。奇跡的にも僕はこの魔物だらけの階層で、たった二回しか魔物に遭遇することがなかった。

　しかし、そのいずれも死と紙一重。

　一度目は額に角の生えた小さな兎うさぎ型の魔獣だった。兎は旅路で捕まえ食べたこともあったので、食料にしようと試みた。

　しかしそれはかなわなかった。その愛らしい見た目とは正反対に、兎は好戦的な魔獣だったらしく、小刻みに左右に跳ねるフェイントで僕を翻弄した後、額の角で綺麗にひとつきにされた。

　その角は正確に心臓を貫いていて、刺されたことによる痛みと出血により意識が飛びかけた。が、無理やり角を抜き、ヒールで突き破られた心臓と胸を復活させた。

　すぐに魔力が枯渇し動けなくなり死を覚悟したが、兎は僕に興味を失ったのかどこかへ消えていった。

　二度目は大きなトカゲのような魔獣。出くわすやいなや、一瞬で肩から先を食われ戦闘不能にされた。

　想像を絶する痛みにうずくまり今度こそ殺されると死を覚悟したが、その瞬間他の魔獣が乱入してきて、また運良く生き延びられた。

　──そして

「……な、い、いつ……」

　──今、三度目の魔物との遭遇。

　巨大な四足歩行の亀が後ろをつけてきていた。気配がなく、それは突然姿を現した。

　だが、その大きさから考えて、ここまで接近されていたのに気がつかなかったというのはありえない。

「……何かしらの、気配を消す能力……？」

　考えてる暇はない。

「そ、そうか……こいつ、僕を確実にしとめられるタイミングをみていたのか……！」

　自分が崖に行き当たっていたことに気がつく。逃げ場のないこのタイミングだからこそこの大亀は姿を現したのだろう。

「……」

　大亀の脇を抜けようかと考えるが、ここまでに遭遇したどの魔物よりも禍まが々まがしいオーラに、死を予感させられた。

　……無理だ、逃げられない。

　多分、レート[image: ]くらいか……？

　もう、仕方ない……この魔物を相手にするくらいなら──

　僕は自ら下の川へ飛んだ。

　──僕は、まだ！　死にたくない!!

　目測で約二十メートルの高さだったが、大亀の魔物を相手にするよりは飛び降りた方が生存率は遥はるかに高い。そう考えた僕は頭を手で守り身を投げた。

　良くも悪くも、大亀の放つ殺気に飛び降りることへの恐怖心が消され、自分でも驚くほどすんなりと飛べた……そして。




　──ズダアアアアンンンッッッッ!!




　全身が水面に叩たたきつけられた衝撃で、僕の体と意識は水流へとのまれた。
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　──夢を見た。




　そこにはまだ幼き僕。親を魔物に殺され奴隷となった僕は、買い手を待ちうつろな日々を過ごしていた。ロキが僕を買うまでは、同じく奴隷として飼われている者たちからはいじめられ、飼い主にもストレスの捌はけ口ぐちに暴行される、そんな散々な毎日を送っていた。

　……けれどどうしてだろう、あの頃に帰りたいと思ってしまうのは。

　幼き僕が言う。

『もうわかってるでしょ』

　そうして指をさした先には、赤毛の少女がいた。











二章　新芽






「……い、いきて……生きてる……？」




　また、僕は奇跡的に生き延びていた。激流にのまれ、たどり着いたここがどこかはわからないが、命があることにただただ、安心する。

　そして僕はあることに気がつく。

「……あ……め、眼めが……」

　左眼が見えない。

　触れてみると、目玉がないことに気がついた。痛みはないが、おそらく落下の際にぶつけて潰れたのだろう。

　……これは、治せない。時間がたちすぎているのもあるが、損傷したのが魔力の出入口、【魔力回路】のある眼だからだ。魔力の核となる眼は僕にも治せない。

　けど……あれだけ死にかけてまだ生きている。本当に……運が良い……いや、このダンジョンに捨て置かれた時点で運がないのは明らかだけど。

「……これは」

　流されてきたであろう、川の終着点。小さな泉の真ん中にある陸地に僕はいた。

　中央には聳そびえ立たつ光る樹木。それに背中を預け、僕は辺りを見回す。

「……光る樹……それに……泉……？」

　泉の水は樹木と同じように、黄金色に輝いていた。

　どこなんだ……ここは？

　下へと流されたはずだけど……ここはどの階層だ？

　景色的にＢ１２５かもしれないけどもしかしたら川に流されてもっと下層へ運ばれているかも。

　現在地がまるでわからない。

　本格的に迷宮に迷い込み、考えれば考えるほど絶望が心を蝕むしばむ。

　もういっそ死んでしまったら……この恐怖と苦痛からも解放されて楽なのかもしれない、そんな想いが頭をよぎり始めた。

　不思議だ……あれだけ死を恐れ、死にたくないと必死だったのに。

　魔物に喰くわれるくらいなら、空腹に、寂しさと悲しみに苦しむくらいなら、いっそこのダガーで。




　──ああ、まるで鎖に縛られたかのよう……自由のない人生だったな。




「おい、お前」

　そう命を諦めかけた時、どこからともなく幼女の声がした。疲労もピークに達している今、何が聞こえたとしても不思議ではない。

　しかし、その幻聴のした方へ視線を向けるとさらには幻覚が見えた。

　木にもたれかかって動けない僕。その顔を見上げるように覗のぞき込み、ちょこんと座るあどけない少女。不思議そうに少し首をかしげてこれまた愛らしい。

「はは、ずいぶん可愛らしい幻覚だ」

「誰が幻覚じゃ。わしは幻でもなんでもないぞ……つーか、おまえ大丈夫か？」

「え？」

「あ、いや、まあ可愛いというのは本当のことではあるがな、ふふん」

　目の前に現れた少女は得意気に鼻をならす。

　……幻覚じゃない？　え、え？

　白く柔らかい頰をふにふにとつまんでみる。

「ほ、本物だ……！」

「いや、本物だけども」

　半目で睨にらみつけてくる幼女。僕が彼女の頰を伸ばしているせいでちょっとおまぬけな顔になっている。

「おまえ、それが初対面の女にすることか。失礼極まっとるな……つーか、何笑っとるんじゃい！」

「ご、ごめん。でも君は誰なの？　どうしてここに？」

「どうしてって、ここはわしの庭じゃし。誰かが降りてきたと聞いてな、顔を見にきてみたのよ。まさか人間だったとはのう……しかもおまえ」
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　じろじろと僕を見る幼女。なんだろう、あらためてみると幼女というには雰囲気が……大人っぽい？　なんというか動きは幼いけど、どことなく大人っぽい印象がある。

　それに腰まで伸びた髪は、とても綺麗な青みがかった黒色で、大きく深みのある彼女の瞳には、みつめていれば吸い込まれ魅了されそうな力がある。

　まあ、つまり将来はとてつもない美女になること間違いなしの幼女だということだ。……うん、将来が楽しみになるな。

　って、何考えているんだ僕は……本当にまいっているな。しかし、このダンジョン内に人が……っていやまてよ？

　もしかしてここ、上層に近いのか？　こんな子供がユグドラシルを進んでこられるはずがない。となると、僕が迷いに迷っていつの間にか階層を上がってきていたのかもしれない……以前踏破したＢランクダンジョン【ムガンダ】のように、下層の道が上までつながっていたのかもしれない！

「あ、あの、君はここにどうやって来たの!?　ほ、他に誰かいないの!?　それと、ここが何層かわかるかな!?」

　思わず前のめりになる僕。

「おあっ!?」

　あやうく僕は幼女に頭突きをしそうになった。危ない危ない。

「お、おちつけよ。さっきまでそのままくたばりそうだったのに急に元気になりおって！　びっくりしたぁ……」

　帰れるかもしれない、微かに射さした光明に枯れた希望が復活する。

　そりゃ元気にもなるよ、もしかしたら帰れるかもしれないんだから！

「えーと、ここの階層か……」

「うんうん！」

　１００階層？　80階層？……もしかして、奇跡的に出口付近だったりして!?

　僕は明るい期待を膨らましていく。

　しかし、返ってきた返答は聞きたかったそれとは正反対のそれだった。




「ここは２００階層。最下層じゃよ」




「……へ？」

　一瞬、言われた意味が理解できなかった。

　別の意味で奇跡が起こっていた。

「……聞こえなかったのか？　ここは２００階層で、最下層。って、な、なんじゃその顔は」

「い、いや……だって、最下層ってつまり、ＳＳＳランクダンジョンの……最下層ってことで」

「うむ、そうじゃな。お前が初めてじゃよ、ここまでたどり着ついた外部の人間は」

　開いた口が塞がらない。どうして……さっきまで１２５階層にいたのに？

　いっきに75階層をすっ飛ばして、最下層の２００階層だって？　何をどうしたらそうなるんだ。

　10階層ごとにいるであろう、フロアボスすら見てもいないのに……。

　え、あ、もしかして、僕からかわれてる？

「あぁ、なるほどね、びっくりしたぁ」

「いや驚きたいのはわしのほうじなんじゃけど。……見るに川に流されてこの泉に行き着いたようじゃが、普通そんな経路でここまで到達することはできんからのう」

「……」

「え、何、わしの言うこと信じられないの？　ガッチングショックなんじゃが」

　ガッチング……え、なんて？　いや、しかし少女のこの視線の揺れと体の動き……噓は言っていない。

「ほ、本当に、２００階層なんだ。最下層、ここが……全ての冒険者や国王、あらゆる権力者が喉から手が出るほど到達することを夢見た、最難関ダンジョンの……秘宝エリア」

　てか、最高難度のダンジョンの攻略法は、迷宮に流れる川に流されることだった……？

　いやいやいや、まてまて、冷静に考えてありえなくないか？　それで最下層へ到達できるなら、とっくに攻略されているはずだろ。

　じゃあ、なぜ僕はここへ来られた……？

「……このダンジョンを流れる運河にも強力で凶暴な魔物は数多く存在する。なのにお前はここまで来ているし、現にここにおる。もしかすると、『流されてきた』のではなく、『迷宮の意志で運ばれてきた』の方が正解なのかものう……」

「迷宮の意志？　このダンジョンが僕をここまで導いたということ……？」

「んー、まあ、かもしれない。いや、まあ、そんなことはどうでもいいんじゃけどさ、考えてもわからんし」

　え、よくはないでしょ？

「ところで、おまえこのダンジョンから出たいか？」

「……え」

　唐突な質問に僕は混乱する。それはもちろん出られるものなら出たいに決まっている。

「で、出たい！　もちろん！」

　その答えに、彼女はふむ、と何かを思案していた。

「うむ。出たいのであれば……出られるが。ただ、どれだけの時間がかかるかわからんぞ。まあ、早いか遅いかは、おまえ次第じゃけど」

「……僕、次第」

　幼女はこくりと頷うなずいた。

「そじゃよ、出るならば……おまえは自分の力で、出られるだけの強さを身につけてここから出なければならない」

　……そ、そんな。

　誰も踏破したことのないＳＳＳランクのダンジョンだぞ？　出られるだけの強さなんて……一生かかっても無理だろ。

　幼女があまりにも簡単に言うものだから、何か抜け道があるのかと一瞬期待してしまった。そんなわけないよな……くそっ。

　再び絶望で眼前が暗くなる。

「それは……無理だよ、僕に戦う力はない。ヒーラーではあるけど、その唯一の能力であるヒールだって魔力が少なすぎて一度使えば枯渇してしまうんだ……だから無理だよ」

　そう、僕にはまともなヒール能力もない。一度使えば確かにどんな大怪我でも治るけど、魔力の枯渇により体は動かなくなる。

　そうなれば僕はトドメをさされるだけだ。ここまでは運良く生き残ってきたけど、そんな強運いつまでも続くはずはない。

「ほうほう、なるほど。それじゃヒールしてみて」

「……え？」

「まあまあ、よいから。ほれ、してみ」

　な、なんだ……回復魔法が見たいのか？　周囲に魔物の気配はないし……まあ、大丈夫か。

　安全を確認し、僕は魔法を唱えた。

「ヒール！」

　紅あかい光の粒が集約され、川に流されてきた時についたかすり傷や打撲が癒いやしの魔法により癒された。

　──そして、僕は気がつく。

「……え、あれ？　なんで」

　いつものがこない。ヒールを放った後に訪れる重くのし掛かるような疲労感と、脱力感。

　今、確かにヒールを発動したはずだが……どういうことだ？

　おもむろに腰を上げると、スッと立ち上がることができた。それどころかジャンプして走ることもできる。

　視界も良好だし、まだヒールも放てそうだ。……なぜ？

「噓だ……なんだこれ。いつもなら魔力の枯渇で全然動けなくなるのに……。もしかして君が何かしたの？」

「そうじゃなあ。それに答える前に、まずはおまえがさっきまで浸つかっていた泉を見てみろ」

　ふと、泉へ目をやる。

　すぐそこに広がるのは金色に輝く美しい水面。

「お前はこの泉の水を飲んだ。おそらくそれが原因じゃ……その証拠に片目が落ちとるし」

　……これ、怪我じゃなかったのか……。しかし、そうだ。溺れ流され、その過程で僕は水を……。

「……飲んだ……のか」

「うむ、この泉の水こそ【ユグドラシルの迷宮】に眠る秘宝のひとつ、【世せ界かい樹じゅの涙なみだ】。死者すら生き返らせると言われておる秘宝じゃ。ちなみに、おまえがもたれ掛かっていた樹がこのダンジョンを形成している本体【世せ界かい樹じゅ】じゃよ」

　これが、秘宝……なんか凄い光ってるなと思った。そうか、このダンジョンの秘宝は、この後ろにある一本の樹木、【世界樹】から生成された泉だったのか。

「これが、ＳＳＳランクダンジョンの秘宝……」

「え、わしの庭ＳＳＳランクなの？　すげ！　まじかぁー！」

　おおっ、と両手を上げ驚いてみせる幼女。ダンジョンの秘宝についてはわかるのに、ここがＳＳＳランクダンジョンだということは知らなかったのか。

「んまあ、そんなわけでー、おまえはこの【世界樹】に呪われた」

　……ん？　なんて？

「呪われ、え？　なんで？　僕、呪われたの？」

「うん、ばっちり呪われとるよ。その証拠におまえにユグドラシルのオーラが供給されておるし」

　ばちーん！とウィンクを決める少女。そのⅤサインはなんなんだ。

「そうか、だから……回復魔法を使っても魔力が尽きなかったのか……」

「うんうん、そゆことー！　おまえの目にある魔力回路の代わりにユグドラシルの魔力回路が使われとるんじゃ。無尽蔵なオーラが使い放題！　やったじゃん！」

　人が呪われたっていうのに軽いな……しかし、ユグドラシルの莫ばく大だいな魔力が自由に引き出せるだって？

　眠っていたこの秘宝はとんでもなく馬鹿げたお宝だったな。

　魔力は強さの源。それが無限に引き出せる……すごい。

「そういえば君は誰なの？」

「わし？　わしの名はノルンという」

　ノルンか、どこかで聞いたことのあるような。

「ノルン……君はいつからここにいるの？　ここは、世界で最も危険な場所とされている、ＳＳＳランクダンジョンだ。そんなところに君はどうしているんだ？」

「うーむ、この場所にいる理由か。それはあんまり言いたくはないが……とりま、いつからかという答えは、ずっと前からかの」

　言いたくないか。もしかすると僕のようにダンジョンへ捨て置かれた子なのか？

　いや、それは到底考えられない。【ユグドラシルの迷宮】は規定で十五歳以上でなければ入ることはできなかったはずだ。この子は見たところ十～十二歳くらい。まずこの子を連れてダンジョンに入ることはできない。っていうか幼女だぞ？　なぜ殺されずに済んでるんだ……。

　魔族の類いかとも思ったが、見たところオーラの量も普通の人間と変わらないし。

　それに着ている物もダンジョンへ来ているとは思えないほどの軽装。

　黒のフリルがついたワンピースに、同じく黒のブーツ。特別魔力が込められているモノでもない。

　それどころか、武器らしきものすら持っていない。

　見れば見るほどこのダンジョンにあっては、異質な存在だな。

「なんじゃ、じろじろと。おまえ、もしやあれか、少女に欲情するタイプの変態か？　ま、まあ、わしくらいの可愛さであれば無理もないのう」

「君は一人なの？」

「いや無視!?　……このダンジョン、わし以外の人間はおらんぞ」

「……君一人で生き延びてきたの？　ずっと？」

「うん、ずっと！　わしこう見えて強いしのう」

　つ、強い？　……この少女が強い？　とてもじゃないが信じられない。確かに強さに年齢は関係ないが、それは強力な【魔力】や【神力】があっての話だ。

　どちらもないこのノルンがここで生き延びれるほど強いなんて思えない。

「あー、なんじゃその目は！　信じられんのか！　……まあ、この体では無理もないの」

「……うん、子供だし」

「いや、お前だってまだ十代半ばくらいじゃろうよ。……まあそれはよいわ。だいぶ話がそれたが、それで？　お前は外に出たいのか？」

　外には出たい。……けれど外へ出るにはあの魔物を倒さなければならない。

　あれらＳ～SSレートの魔物を倒すとなると、どれほどの年月が必要なんだ？

　ましてや、僕はただのヒーラー。戦闘力のある剣士や魔導師ならともかく、ヒーラーにここの魔物を倒せるようになるとはとても思えない。

　たとえとてつもない魔力が引き出せるようになったとしても。

　それに考えてみれば、こんな子供が生きていけてるんだ、もしかしてこの最下層、２００階層は案外暮らしやすいのかも？

　この付近には魔物の気配もない。近寄れない結界のようなものがあるのか？

　……それに、そうだ。たとえ外に出られたとして、出て……それからどうすればいいんだ？

　冷静になってみると地上へ帰れたとしても、僕はもうＡランクパーティから追放されてしまっている。多分死亡届けも出されていて冒険者としての資格は剝奪されてしまっているだろう。

　とすれば今の僕はただの捨てられた奴隷。捨てられた奴隷というのはまず買い手がつかない。

　それでどうやって生きていく？

　……ここにいたほうが色々な意味でずっと楽なのかもしれない。僕はもともと人と接するのも苦手だった。

　人との関わりを絶ち、このダンジョンの中で生きて、寿命を迎え死ぬ。

　それが一番幸せなんじゃないのか。

　僕にもう人は救えない。

　なら、もう自分がどうすれば辛つらくないかを考えればいいんじゃないのか。

「……ちなみに」

「ん？」

「ここで暮らすっていうのはあり？」

　目を二、三度パーティくりさせるノルン。

　きょとんと不思議そうな表情でこちらを見つめた。

「え、いや、まあありだけど……え、住むの？　ここに？」

「じゃあしばらくここにいさせてもらおうかな……」

「噓じゃろ、マジで言っとるの？　地上に帰りたいって言ってなかったか？」

「ごめん、気が変わった。もし君が良ければ、僕もここで暮らしたい……ちなみに食事とかはどうしてるの？」

　驚きと戸惑いを張りつけた顔でこちらを見てくる。少女は僕が捨てられ行くあてのない奴隷だということも知らないからな。

「えぇ、んな軽く言われても……まあ、いいか。あー、えっと食事か。結論から言うとおまえに食事は必要ないぞ」

「え、僕、光合成とかできないし、綺麗な花も咲かせられないけど」

「いや植物と勘違いしとらんし。さっきも言ったが、お前は【世界樹の涙】を飲んだことにより、このダンジョンに呪われ、魔力回路がリンクした……つまりこのダンジョンにある魔力が全ておまえに供給されとるのよ」

「……うん」

「故に物を食わずともおまえは死なぬよ。全てそれで補っとる」

「え、なにその不老不死的なやつ」

「的なやつじゃないから、不老不死じゃから」

「え……そうなの」

　魔力の供給だけで人は生きていられるのか……そこに驚きだ。

「まあ、厳密には首を落とされたりしたら死ぬから、不死ではないけど、限りなくそれに近いのう。多少の傷ならすぐ治るし。つーか、そんなことここで暮らしとれば嫌でもわかるわ」

「どういうこと？」

「ダンジョンを上がるにしてもここで暮らすにしても、結局のところ強くなければ生きてはいけんぞ。でなければ、すぐさま何かの餌じゃ。定期的に最下層を徘徊する魔獣もおるし」

　ここも完全な安全地帯というわけじゃないのか。やっぱり……そう甘くはないな。

　でも、それでも人との関わりがない分、楽は楽かもしれない。

「……わかった、頑張るよ」

　うんうんと頷くノルン。彼女の言う強さがどの程度なのかはわからない。

　けれど、この幼女が倒せるレベルであれば……。

「じゃ、基本的なことを教えるでな。いくぞー」

「わ、わかった」





◆◇◆◇◆◇






　あれからはや約三ヵ月、ここでの暮らしはまったく楽ではなかった。

　結論からいえば、普通の子供だと思っていたこのノルンという少女は下層のSSレートの魔物を屠ほふれるほどの化物だった。

　まさか、これまでに見た最強クラスの聖騎士や冒険者をもこえる体術と魔法を使った戦闘をその小さな体を通して目の当たりにすることになるとは。

　僕の「か弱い幼女が生活できているんだから、案外快適かも」という安直でふわっふわで甘々な考えを、ノルンにより跡形もなくぶっ壊されてしまった。

　──そして、そんな少女にも甘えていられる時期は過ぎ。ついにその時がきた。

「──さて、そろそろおまえも戦え」

　ビクッとからだが跳ねる。

「む、むむ、むりだよ」

「大丈夫じゃ、おまえにはユグドラシルから流れ込む無限のオーラとそれを使ったヒールがある。それに基本的な体術オーラ操作などの技術は全て教え込んだ。……そう簡単には死なぬよ、そろそろ実戦に出てみろ」

　確かにあらゆる戦闘技術を教え込まれた。大型、小型の魔物、人型の魔族とやり合う時の注意点や心得、それらの弱点。文字通り血ち反吐へどを吐くほどの訓練をこの数ヵ月してきた。

　しかし、それでも……この恐怖心は、なかなか克服できるものではない。

　少女と魔物との戦闘を見続けてきて率直に思ったこと、それは……僕にはあんな動きはできない、だ。

　だから……もし、失敗したら……命に関わるような重傷を負って、一手ヒールが遅れてしまえば、僕は……。

「……で、でも、首を落とされたら死ぬんだよね？　僕、多分……あっという間に食い散らかされると思うんだけど」

　震える声が出る。が、ノルンはそれを意に介さず、こちらへと目を向ける。

　それは、いつものような優しい目ではなく、冷たく突き放すような瞳だった。

「いやおまえ勘違いするなよ」

「え？」

「お前はここで生きるといった……ならやるしかないんじゃ。やれ。やらなければどの道、いずれ魔物に喰われて死ぬぞ」

　前々から彼女は言っていた。強くなければ生き残れない。不老不死となった僕もそれは同じで、食事をとらずとも生きていけるとはいえ、僕らを狩ろうとする魔獣がいる以上、強さは必須なのだと。

　弱肉強食。強い者が生き、弱ければ喰われる。

　それに、いつまでもノルンに守られていていいのか？

「わ、わかった……やるよ」

　震える拳を握り込み、僕はノルンを見据えた。

「うむ、いい子じゃ」

　しかし、やはり、というべきか。当然、というべきか。

　僕一人での魔獣との戦闘はもはや戦いと呼べるものではなく、どちらかといえば一方的な拷問、食事、蹂じゅう躙りん。搾取。

　あの世が何度も頭をよぎり、しかしその度にノルンが助けてくれた。

　だが、不思議なことに、絶望的ではなかった。

　魔獣に挑む度に、だんだんと……少しずつではあるが、その動きが読めるようになってきた。

　僅かだが、攻撃の癖やパターン、どう攻撃をさければ致命傷になりにくいか、その攻撃をさばけるのかががわかるようになってきた。

　これはヒーラーをやっていたからか、敵を観察する能力がずば抜けているようで、躱かわすことだけならノルンに引けを取らないまでになっていた。

　ノルンは僕のことを強くなると評価してくれた。良い眼を持ち吸収する力も高く、「そのうちわしを超える才だのう」と褒めてくれた。

　彼女のその言葉が、とても嬉うれしかった。

　かつて僕はロキに期待され、応え、望んだものじゃないと捨てられ、そしてまた新たにノルンに期待された。

　打算や噓を感じないノルンの言葉は、僕の背中を押し、気力と勇気をくれる。

　それに応えたいという思いこそが強さになるのだと、彼女の優しさに出会って、そう思えた。




　──そして、僕は初めて、ひとりで魔物の命を奪うことに成功した。

　相手は一角兎、アークラビット。

　Ｓレート。











三章　記憶の君






　～約三年後～




　──ズゾゾゾゾッ

　地を這う、影が迫ってくる。

　目にもとまらぬそのスピードに、文字通りその姿を捉えることはできない。

　やつの名は、シャドウヴァイパー。推定レート、ＳＳＳ。

　１８０階層の主であるシャドウヴァイパーは、巨大な蛇のような体を持ち、尾には二メートルを超える大剣のような刃が備わっている。

　胴体の太さは僕の身長を超えるくらいの大きさで、その全長は計り知れない。

　ここまでの戦いでわかったことがあった。

　シャドウヴァイパーにはひとつの特殊能力があり、やつは自身の影に溶け姿を消すことができる。

　最初のうちはシャドウヴァイパーの異様な素早さに、目がそう錯覚しているのかと思った。

　しかし途方もない数の戦闘を重ねることで僕の反射神経も向上し、やつが影に消えるのを捉えることができた。

　──目で追わずに、気配を読む！

　シャドウヴァイパーに挑むこと今日で約四カ月。

　殺されかけること数えきれず。

　日常的に死線を彷徨さまよう内に、この過酷で熾し烈れつな環境で生き抜くために視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚、全ての五感が異様なほど強化された。

　それら全てが集約され、今の僕は『死の気配』を察することができる。

　敵の攻撃が纏う僅かな殺気、『死の気配』を感じとり、その攻撃先を察知することが可能となった。

　──するりと影へ溶け込むシャドウヴァイパー。

（来る……!!）

　シャドウヴァイパーは、こちらの視線が外れたのを察したのか、死角から尾の刃を乱打してきた。

　とてつもない破壊力で、そこら一帯の地面が陥没してしまう。

　一瞬にして地形が変化し、めくれ上がった岩は僕に対してのブラインドとなる。

（賢いやつだ……色々な手法で殺やりにくる）

　その岩の隙間を縫うように尾のブレードを突いてくる。

　しかし、刃に纏う殺気から攻撃を察知した僕は最小限の動きで回避することに成功。

　何発かは直撃しそうになったが、ダガーで攻撃の軌道をそらし回避した。

　いくら凄まじい連撃であろうが、武器はその尾のブレードひとつ。

　見極められれば逃げ道を見つけることができる。




（そして、攻撃直後には必ず隙が生まれるんだ……！）

　そのまま流れるように尾のブレードを切断。

　雄たけびにも似た絶叫をあげるシャドウヴァイパー。

　動揺するやつの頭部へ僕は素早く接近した。

　瞬間、やつは自身の影へ潜り込もうとする……しかしこの千載一遇のチャンスを僕は逃さない。

「──ごめんね」

　ドスッッッ!!

　魔力で強化したダガーナイフで額を突き刺した。

　先ほどにもまして叫び暴れるシャドウヴァイパー。

　ユグドラシルの莫大な魔力を注げるだけ注ぎ、凝縮された僕の魔力刃は、とてつもない強度を誇るシャドウヴァイパーの頭蓋すら容易に貫通する。

「グオオオオッガガガガァーーー!!」

　シャドウヴァイパーは縦横無尽に体を打ちつけ、頭にしがみつく僕を振り落とそうとする。

「──ッ！」

　しかし、ナイフを突き立てた時点で勝負は決していた。

　そのまま【世界樹】から供給されている魔力を流し込み、許容量を超えたシャドウヴァイパーの目玉が吹き飛び、口からも多量のオーラが噴出。

　魔力回路が壊れ、流れ込む魔力に耐えられず、穴という穴から大量の血とオーラが噴き出していた。

「……やっと、倒せた……やった！　ノルン!!」

　この階層の扉前で観戦していたノルンを呼ぶ。

「うむ、本当に見違えたな。まさかシャドウヴァイパーを倒してしまうとは。……いくらわしが教えているとはいえ、正直ガチで百年はかかると思っておったが僅か三年とは。おまえもフツーに化物じゃな」

　うんうん、と頷き褒めてくれた。

「ううん、ノルンの教え方が上手なんだよ、ありがとう」

「謙虚すぎんかおまえ」

「あははは。いや、本当に」




『ううん。まだ弱いよ……君は』

　──不意に耳元で声がした。




「？　どした？　浮かない顔をして。……また例の幻影が見えたのか？」

「……うん」

　このユグドラシルへ来てから、僕は幼い頃の自身の幻影が見えるようになった。

　ノルンがいうには、おそらくはユグドラシルと繫つながった故のものだというが、彼は僕が死に近づく時に現れているように感じる。

「ユグドラシルは全ての命を集積し生み出す【生命の樹】じゃからな。もしかすると、お前の命をも引っ張り込もうとしてるのかもしれん」

「僕の……命を」

「ある意味、お前は何よりも死に近い場所におるといえるからな。……呑のまれぬよう気をつけろよ、レイ」

「……うん」




　ゆっくりと流れゆく雲と星空を眺める。ここ、本当にダンジョン？　って感じの風景だが、雲はガス状のオーラで、星は天に埋まっている魔石が発光しているらしい。

　でも多分それは噓だ。質問に答えた時ノルンは二回まばたきをした。これはノルンが噓をついた時の癖。

　多分、ノルンもあれが何か知らないんだろう。

　ちなみに外と中でも時間の流れは同じで、同様に朝も夜もやってくる。

「……もう三年か」

　何げなく呟いたその言葉にノルンが反応した。

「む？　なんじゃ、おまえやっぱり外が恋しくなってきたのか？　可愛いところもあるもんじゃな」

「あはは、別にそんなんじゃないよ。時が過ぎるのは早いなって。ノルンとももう三年の付き合いだなぁってさ」

　本当にあっという間だったな。毎日死に物狂いだったからか、果てしなく長かったような、けれど一瞬で過ぎていったかのようにも思える。

「うむ。しかし、まさか人であるおまえが下層の魔物を倒せるまでに成長するとは……ここへ人が来ただけでも驚きなのに、この短期間でこれほどの強さになったことにも驚きじゃ。わしも誇らしいぞ」

　胸をはり、フフン！と、どやるノルン……可愛いな。

「そういえば、ノルンはここでずっと一人だったんだよね？」

「え、あー、まあのう。ダンジョンに入る者も少ないし、この深層まで来ることも普通の人間ではまず不可能じゃからな」

「まあ、そうか……さっきの１８０階層の主の強さも地上の魔獣とは次元が違ったし」

　僕がシャドウヴァイパーを倒せたのは、ユグドラシルの魔力が供給されることにより可能な無限ヒールがあったから可能だった手法で、普通はそんな事はできない。

　死ににくい僕の体を使ったトライアル＆エラーによる実戦経験の蓄積によるところが大きい。

　どれだけ魔力があろうと、ＳＳＳレートと対たい峙じすれば普通は初見で殺されて終わりだ。

「でも、逆にダンジョンから出ようとは思わないの？」

　その問いに、ジト目で僕を睨みつけるノルン。

「……わしはダンジョンから出られない」

「え、出られないの」

「いやまあ、出れるならとっくに出とるじゃろ。……ほら、わし強いし」

「……もしかしたら、人のいないこのダンジョンが気に入って住んでるのかなとも思ってさ」

　実際、僕がそんな感じでここに住み着いたわけだし。

「あー、まあ、居心地は良いかな……でも、ここにおる理由はそれだけじゃない」

　その理由はもしかすると、触れてはいけないものなのかもしれない。

　ふと見せた彼女の寂しそうな瞳が、それを予感させた。

「そう、なんだ」

「……うむ。しかし、まあ、ダンジョンの外を見てみたいとは多少思うがの」

　ニコッと笑ってみせる彼女は、やはりどこか寂しさを感じさせる。いや、寂しくないわけがない。

　ずっと一人でこのダンジョンの奥底にいたんだ。寂しくて当然だろう。

「おまえこそ、外で何かしたいことはないのか？」

「……僕？」

「そうそう、何かやり残したこととかないのか？」

　やり残した……。

　古巣のパーティには、今はもう何もない。『力をつけ、役に立てるようになったから再び仲間にしてもらえるんじゃないか』、『また彼らと一緒に冒険がしたい』などと今は微み塵じんも思わない。あるのは、多少の憎しみと悔しさか。

　いいように利用して欠陥白魔導師とみるや、ダンジョンへ置き去り。

　人の命を簡単に奪うような彼らには、今やなんの未練もない。

　……まあ、数年たって今更戻ってこられても向こうも困るだろうけど。

　それはいいとして、他に何かやり残したことなんて……そういえば、僕が死にたくなかった理由って……あれ？

　ノルンが問う。レイの心の奥に。

「……お前にはおらぬのか、地上で再び会いたい者は」

　その一言で、これまでは生きることに必死で忘れてしまっていた彼女の記憶が蘇よみがえった。




　それは、冒険者パーティ、『グンキノドンワ』へ買われる前、奴隷商の館でずっと一緒だった奴隷の女の子。

　名前はネネモア。

　彼女は僕と同じくらいの歳としで、若い奴隷はその二人しかいなかった。

　だから遊び相手はずっと彼女だけで、奴隷になってからは一緒にいることが多かった。

　ネネモアは赤毛の少女。少し目尻が上がっており、目元のホクロが特徴的な女の子だ。

　彼女もノルンと同じで、時がたてば美しい女性になるんだなと思わせるほどの整った顔立ちだった。

　今にして思えば、おそらくそういう目的で飼われていたのだと思う。

　なぜかいつもお姉さんぶる彼女は、奴隷商が機嫌悪く僕らを殴って発散する時には必ずかばってくれた。

　僕が泣きながら大丈夫？　と聞くと彼女は決まってこう言った。「あなたは私がまもってあげる。だからいつか、私が困った時に助けてね」明るく笑う彼女の笑顔が温かくて、また涙がこぼれた。

　いつか困った時、奴隷として売られる運命の僕がいつか彼女の困った時にかけつけて助けるなんてできるわけない。

　それは彼女もわかっているはずで、だからこそ僕はその優しさに心がみたされた。そして、その無償の愛情に救われていた。

　そうだ……僕は彼女を。




　あの頃や冒険者時代では、無理だったこと。

　まだ死ねない。そう思った理由……胸の奥に秘めていた想いは、きっとこれだ。




　──そう、今ならできるかもしれない。

　彼女のもとへ行き、困っていたら助けてあげる。それが今の僕にはできる。

　この今の力があれば、彼女の助けになれるかもしれない。




「ノルン、僕……やり残したこと、あった」

「む？」

「外に出るよ」

「……そうか」

　ふと微ほほ笑えむ彼女の口元には、寂しさが陰る。

「そうだ、ノルンも一緒に行こう。僕と君の二人旅ならきっと楽しいよ。どうかな？」

　ノルンは首を横に振る。

「……わしはここから出られんと言ったろう。おまえも白魔導師なら、もう気がついているんじゃないか？　わしのこの体はこのダンジョンのオーラでつくられたもの……肉体の再現度は高いが、この体は偽物……本物は遥か昔に滅んでおる。これは、いわゆるそのオーラの残ざん滓しのようなものだからな……外へ出れば霧散し消える」

　僕の甘えから出た言葉は彼女を傷つける。

　そして口にしたことの無責任さと、それを彼女に言わせてしまったことへの罪悪感が苦く口の中に残った。

「……ごめん、ひどいこと言った」

　そうだ。最初は見分けがつかなかったが、今の僕にはわかる。彼女の体を構成しているものがなんなのか。

　それは人の肉体ではなく、特別な力で作られている幻想体。

　もう彼女は、普通の人としては人生を歩むことができない。

　だからこそ、これまで注意して触れないようにしていたのに。ほんの少しの感情のほころびでこんな……。

　戦闘技術は上達しても、人間的にはまだまだ未熟だ、本当に情けなくなる。




「んあー！　そうしゅんとするなよ！　わしがいじめとるみたいじゃん！」

　両手をがばっと天へ上げ、うがー！　と声を荒らげるノルン。

　こういうフォローをしてくれるのが、幼女の見た目に反して大人だなぁと感じるところのひとつだ。

「ごめん、わかった」

「わかればよいのじゃ！　ふふん」

「あはは」

　腰に手を当て鼻高々の彼女は、僕が笑ったことでほっとしたのか、口元をほころばせる。

　これまでのダンジョン生活で僕は、いったいどれだけ彼女に救われただろうか。

　数えきれないくらいの生きる力をもらっている。

　ともすれば僕のヒール以上の効果を彼女はもたらしてくれているに違いない。きっとこれは、この温かいものは……僕にとって大切なモノだ。

「けど、たまに帰ってこいよ。わしはいつでもここにおるからの。……ちょっと寂しいし」

　口をとがらせ、子供のような拗すねかたをするノルン。

「うん、わかった。全てが終わったら、また戻ってくるよ」

「あ、それと……友達つくれよ」

「え？」

「おまえにはちょっと危なっかしいところがある。できれば信じられる人間をつくれ」

「で、できるかな」

「できるできる！　がんば！」

「いや軽いな」

　ふふっと微笑むノルン。

「人は一人では生きてゆけんからな。それこそ、おまえはこれからその体で長い時を生きる……わしがもし消えたとしても、笑い合える誰かをつくっておけ」

「消えるとか言わないでよ、縁起でもない。……でも、わかったよ。なるべく努力はする」

「うん、いい子じゃな」

「ま、また子ども扱い……」

「わしからしたら子供じゃもーん。はっはっはー！」

　全てが終われば、また必ず戻ってこよう。友達？　かはわからないけれど、できることならネネモアと共に。

「ほいじゃ、出口までごあんなーい！　まあ、出るまでに最短二年はかかかるけどの」

　二年か。まだ寂しい思いをさせずに済みそうだな。

　その間にもっと戦闘技術を学んでおこう。すぐに帰ってこられるように。

「……うん、ありがとう。お願いするよ」

　こうして僕は地上を目指し、ダンジョンを上がり始めた。




　ネネモアに会うために。











四章　道中






　鼻をくすぐる青い木々の香り。

　体を包むように吹き通る風と、陽の暖かさ。




「……久しぶりの空だ」




　降り注ぐ日光を手で遮り、天を仰ぐ。

　ダンジョンにも空はあったが、それは全て魔力で形成されたモノだった。しかし、今、眼前に広がるのは正真正銘、本物の空。

　数年ぶりの外はやはり、とてつもない解放感がある。

「んーーーーっ」

　日光に全身を包まれ、伸びをする。

　僕は、ついにＳＳＳランクのダンジョンから生きてかえってきた……誰一人、踏破したことのない最高難度の【ユグドラシルの迷宮】から。

「服、どうしよう……この染みついた魔獣や魔族の血の臭いと黒々とした色、ダンジョン内でも洗って落ちなかったから、もう捨てるしかないだろうな……っていうかボロボロだし」

　着替えなんてあるわけもなく、ダンジョン内ではずっと同じ服を着ていた。

　再度訪れたダンジョンの１２５階層で運良く僕の旅鞄かばんがひとつだけ見つかったけど、着替えは入れてなかったので、この一着をずっと使っていた。

　……しかし全部ロキたちに持っていかれたと思っていたのに、なぜ鞄だけ置いてあったんだ……？

　あの時、確かに僕の持ち物はロキたちに奪われた。テレポートストーンで消えていくのもしっかり見た。なのに、なぜ……。まあ、考えたところで答えはでない。

　とにかく、戦闘時もずっとこれ一着だったので、敵の返り血が染み込んでしまっていて、もはや赤ではなく全体的にどす黒くなっている。

　袖や脚も魔獣に嚙み千切られて、かろうじてフードは残っているが、もうどうみても白魔導師としての見た目をしていない。

　下手すりゃ盗賊にも似た様相だ。

　頭髪も、白い髪が血に染まり続けて、ほのかに紅く見える。はえかわるまでこのままでいるしかないし。

　……ちょっとこれで歩くのは恥ずかしいな。服の方はなんとかしなければ。

「……っていうか、ここはどこだ」

　辺りを見ると、僕らが入ったダンジョンの入り口じゃないことに気がついた。見覚えがない。

　振り返ると先ほどまであった出口も消え始めている。

　……出口は自動的に消えるのか。なるほど、またダンジョンへと侵入するには、最初に入ったあの入り口から入るしかないのか。

　とにかく、どこか村か町をさがさないとな。幸いダンジョン内でお金になりそうなモノを幾つか持ってこられた。

　換金所を探して、旅の資金をつくらなければ。まあ、冒険者の資格を剝奪されているだろうから、安値で買いたたかれそうだけど。……いや、そもそも売れないかな？

　と、その時。

「……ん？」

　微かに鼻をつく何かの焼ける臭いを感じた。

　臭いのする方向を見てみると、遠くで煙が空へと吸い込まれている。

「……火事？　いや、違う……血と魔族、そして魔獣の臭い。これは……」




　◆◇◆◇◆




　王国騎士軍、聖騎士である俺、カプリ・コルニーは剣を握りしめ思わず呟いた。




「まさか……」




　──あたりには砕けた馬車の木片が散らばり、肉塊となった馬を魔獣がガツガツと喰っている。

　その側には女性二人と男性が血まみれで倒れていて、その外傷を見るからに、もう既に絶命しているのは明らかだろう。

　馬車は魔族に奇襲を受けたらしく、そこから少し離れた所では鎧よろいを身に纏った騎士二人が常人の二倍はあろうかという大型の魔族と対峙していた。

　その後ろには生き残りの奴隷だと思われる女性が一人。恐怖で体が震えている。

「いやあ、上物ばかりだねえ。さすがはドレイク奴隷商の商品だ。美女と魔力の高いモノばかり……でも運ばれていたのはたった三人とは。それは計算外だったねぇ」

「き、貴様……褐色の一本角とその大きな戦せん斧ふ……B＋レートの人狩りのバイガンか」

「そうだよ。上の命令でねぇ、人をたくさん食べとかないといけないんだぁ」

　バイガンは竜人と呼ばれる魔族で、この近辺を縄張りに村人や旅人を殺しそれを喰くらっていた。

　国から報奨金がかけられるほどの高レート魔族である。

「ふん、最近旅人や馬車をひく行商人が襲われることが多かったからな……ついに、王都を攻め落とす準備といったところか」

　バイガンはベロりと長い舌を出し、ひひっと嗤う。

「そうだよぉ。魔王直属、死し四し天てん魔まの一人であるあのお方は王都を攻め落とせって命令をいただいたらしくねぇ、そのための準備なのさぁ」

「べらべらと口の軽いやつめ、お前のようなバカな魔族がいるからこうして我々王国騎士団の聖騎士が護衛任務へつくことになったんだ……わかるか？　これは罠わなだったのだ！　お前は我々、聖騎士にここで駆逐される」

　震える手を悟らせぬよう、さらに剣を握り込む。

「ああ、そうだよねぇ。今まで奴隷商の護衛に聖騎士が乗っていることはなかったしなぁ。でも」

　しかし、こいつ……これがB＋レートの魔族。

　確かにバイガンが現れた際にそれを駆逐するため同行した我々聖騎士だが……この魔力オーラの大きさは。

　ひんやりと背筋を走る悪寒。

　これまでに魔族や魔獣を幾度となく倒し、その実力を認められ、行商人護衛とバイガン討伐へ抜ばっ擢てきされた。

　しかし明らかに今まで倒してきた魔族とは違う、強者特有の異質な雰囲気を纏うバイガン。

　……こいつは、ヤバい。我々だけでこいつを殺すことができるのか？

　不安に押し潰されそうになっていた時、突然ブンという音と共に、突風が騎士を襲った。

「!?」「!!」

　それはやつが戦斧を一振りし発生させたものだった。

　斧おのの重々しい見た目から想像もつかないほどのスピードの素振りで、まるで棒っきれを振っているかのよう。

（……あ、あれによる攻撃は要注意だ。鎧で護まもられているとはいえ、まともに食らえばこの盾で受けたとしても致命傷になるだろう。部下に注意を促さなければ）

「……おい、聞け。今の戦斧の振りを見ただろう……あれを食らえばただではすまない……気をつけ、え？」

　横目で部下を見ると、そこには部下の下半身だけがたたずんでいた。




　──ブシュウッ




　──ブシュアーーーッ!!




　切り口からは噴水のように血が噴き出し、力なく膝を地面へとつき倒れた。

「な、なん……よ、鎧ごと切り飛ばされた、だと!?」

「君たちさぁ、そうやって俺たちの動きに気がつくのはいいけど、兵力散らしたら意味なくない？　君みたいな雑魚をたった二人つけてどうするんだよ、はははっ」

　ざ、雑ざ魚こ……聖騎士の俺が。いや、コイツからすればそうなのかもしれない……。今殺された私の部下も幾つもの戦闘を経験し、死線を越えてきた力のある騎士だった。

　それをこれほどまでに簡単に……どうする、ここは逃げるしか。……そうだ、俺が一人で立ち向かえる魔族ではない。ならば本部へ報告し応援を呼ぶのが最善！

　そう判断し、俺はすぐさまバイガンから離れ、走り出した。

「ん？　ああ、逃げるの……まぁ、無駄だけどねぇ」

　バイガンは狙いを定め、その凶器を振りかぶる。そして、とてつもない勢いで斧を振り切った。

　それに気がついた時にはもう遅く。

「──ぬがぁッッ!?」

　ズガン、という凄まじい衝撃。

　景色が吹き飛んだ瞬間、気がつけば仰向けになり、地を転がっていた。

　俺は転んだのか？　い、息ができない……ど、どういう状態だ？

　いま、俺はどうなって……？

　喉の奥から熱いものがせりあがってくる。

「ごばぁっ!!」

　──口から落ちたそれは、真っ赤な血の塊だった。

　鉄の臭いが……俺を……体が、力がはいらな……さ、寒い

　──自分の体から赤い海が広がっていく。まるで温かな赤い池。

　こ、これは……全部……俺の、血か……？

（お……俺はまだ、死ねな、い。家で待つ妻が……娘、が……）

　さ、寒い……寒い寒い寒い……寒い寒い。

　さむ……いや、だ

　しにたく……な……

　こちらへ近づいてくる微かな足音がする。

「ああ、これは凄い。真っ赤な泡吹いて……ぶくぶくと綺麗だねえ。くくく」

　何かが頭に押しつけられた。

「ゆっくり潰そうねえ」

　ぎりぎりと軋きしみ出す頭。

「あががっがががぎいい……ぶぁ、は」

　受け入れがたい苦痛……しかしそれはすぐに終わりを迎える。

　暗転する視界。家族の姿を見た気がした。




「ん？　ああ、しまった……頭を潰す前に出血で死んじゃったかあ。これじゃあもう遊べないね」

　──ぐちゃっ。




　◇◆◇◆◇◆




　聖騎士のくせに簡単に死んじゃったあ。こんなんじゃぜんぜん楽しくない。

　ああ、俺の……このバイガンを満足させられる玩具はどこかにいないものか。




「はあ、もう終わっちゃったあ。……つまらないねえ？」




　戦斧を地面から引き抜き、刃をチェックする。

　人の骨って意外と固いからねえ。でも……うんうん、刃こぼれはしてないみたい、良かった。

　転がる騎士の遺体。刃が肩から斜めに入って腹部まで到達している。俺の狙ったとおりの当たり方……いいねえ。

「ふふふ、残念。俺はねえ、遠距離も得意なんだあ。んで、男は不味まずいし、君は馬車の子たちと一緒に魔獣のエサだねえ。そして……」

　振り向けば、震えて立つこともできない奴隷の女。

　ほお、こいつは……いいねえ。

「ふぅん、君はうまそうだ」

　碧へき眼がんの金髪……造形もかなりのものだ。

「君は見た目も良いし、しばらく飼って楽しんでから食べようかな」

「……た、助けて……」

　潤んだ瞳、曇る顔。ああ、ぞくぞくするねえ。

「いいねえ、その恐怖にまみれた表情。たまんないねえ……いつ殺されるともわからないなかで、祈りながら奉仕し続ける。皆そうだったよ？　助けてください、なんでもしますと懇願しすがってきた……実際なんでもしたよ。命がかかるとなんでもできるもんなんだよね、君らってさ」

　ああ、思い出すだけで……昂たかぶってきちゃう。

「うふふふ、あの表情はたまんないよねえ。……自分が用済みだと悟り、死を傍そばに感じ、絶望へと染まっていく表情。ふふっ、うふふふ」

「ひっ……た、助けて……お願い、お願いします……」

「あはははっ、その「助けて」が「死にたい」に変わるまでどれだけもつかなぁ～？　たっぷりと可愛がってあげるよ」




　──ガサッ




　女を捕らえようと一歩近づいた時、音がした。

　奴隷のすぐ後ろの茂み。そこから何かが近づいてくる気配がある。

（……なんだ？）

　やがて、がさがさと音が大きくなってくる。それに伴いとてつもない血の臭いが強まってきた。

「この血の臭い……俺の縄張りを知らない魔族か？　ふぅん、命知らずだねぇ」

　しかし、その草むらから姿を現したのは、魔獣でも魔族でもなく。




「…………えっと、こんにちは」




　一人の人間だった。




「え、あ……」

　それを見て目を丸くする奴隷の女。俺は問いかける。

「……君は誰なんだい？」

「お取り込み中すみません、ちょっと道に迷ってしまって。……なので、もしよければ、こちらの女性に近くの人里まで案内してもらいたいんですが……いいですかね？」

「いいわけないだろ」

　生い茂った草むらから現れたのは、ぼろぼろの衣服を着た髪がほのかに紅い人間だった。

「ですよね、はは」

　と、その人間は困ったように微笑む。

　なんだこいつは？　あたりは騎士と奴隷の死体が転がり血の海、これがどういう状況なのかわかるだろうに……こいつ、イカレてるのかあ？

「……あ、あの！」

　その時、側にへたり込む奴隷がそいつへ話しかけた。

「だ、ダメです！　ここからすぐに逃げてください、あなたも殺されてしまいます！　早く……！」

　奴隷の女は掠かすれるような声で叫んだ。

「殺される？　君は逃げないの？」

「彼の目的は私なんです、だから早く……行ってください！」

「ああ、なるほど……」




　……異様な雰囲気の男。なぜあれほど血の臭いが染みつき血にまみれているのかはわからないけど……まあ、しかしそんなことはどうでもいい。現場の人間は皆殺しと決められているからなあ。

　……あ、そうだ。いいこと思いついた。

　助けようとした人間が目の前でぐちゃぐちゃになって殺されたらどんな反応するかなぁ。

　より深い絶望に顔を染める？

　金切り声で悲鳴を奏でる？

　ふひっ……イイね！　とてもイイ！

　どうせ殺すなら、こいつは逃がすふりをしてまた後ろから斧で斬り倒そう。今度は一撃で殺さないように、両脚を斬りおとして身動きのとれないようにしてさあ。

　それからこの女に見せつけるように、残りの腕を落としてゆっくりと遊ぼうか。

「うん、いいよ。君は逃がしてあげる。これ以上殺しても喰いきれないしねぇ……君は行っていいよ。その女を見捨てるのであればね」

「……なるほど。それなら仕方がないですね。わかりました」

　……こいつ、女を見捨てるのか？　こんなにあっさり？　……てっきり女を助けるか逃げるかで悩み苦しむところが見られると思ったんだけどなあ。

　男はくるりと後ろを向き、道なりに歩いていく。

　まあいいか。それじゃあさっきの騎士のように……斧を投げて行動不能になってもらおうか。じっくり楽しむために、一撃で殺さないように。脚を的確に狙う。

　斧へと手をかけ、狙いをつけ振りかぶる。その時それに気がついた奴隷の女が叫んだ。

「──ダメですッ！　後ろ！」

　──ははっ、遅いッ！

　投げつけた戦斧は綺麗にやつの両足を刈り取る。血ち飛沫しぶきが舞い、男はごろごろと転がり草むらに消えた。

　奴隷女の叫びが悲鳴へと変わり、俺は自然と口角が上がっていることに気がつく。

　いいいい！　艶のあるいい悲鳴だあ！

「ん～！　さてさて、まだ生きてるハズだからねぇ。わざわざ拷問して遊ぶのにちょうどいいよう脚をカットしたんだ、楽しませてくれよお？」

「……あ、ああ……なんてこと……」

　その光景を目の当たりにし、奴隷の女は絶句していた。

　あ、ああ……い～い、表情だ！　素晴らしい！

　その絶望で固まった表情は、これからどんな風に変化するんだ？　いつか殺される自分を、こいつと重ねて泣きわめくのか、精神に異常をきたし狂い笑うのか。過去の玩具には失禁してぐちゃぐちゃに暴れた女もいたが、お前はどうなるのかなあ？

　想いを馳はせながら歩いていくと、血に染まった草むらで胴体を発見した。

「お、いたいた」

　そうしてそれを拾い上げようとした時




　──スパーンッッッ!!




　世界が反転した。




　上下逆さま。そしてすぐに後頭部をゴンッという衝撃が襲った。それがどうやら地面にあたった衝撃だということを、目線にある雑草により理解できた。

　……俺は倒れたのか？

　そしてすぐに体の異変に気がついた。

　な、なんだ……体に力が入らない？　呼吸もできない……なぜ？　魔力も練れないぞ。……ど、どうなっている？　苦しい……い、息が。

　視界のはしに映る見覚えのあるもの、俺はそれに恐怖する。

　なぜなら俺の目が映しているそれは「首のない自分の体」だったからだ。首がない俺の、体。

（あ……え、が……お、おれ……？）

　息が……声が出ないっ……！

「どう？　全然痛くなかったでしょ？　上手に切ったからね」

　俺を見下ろすように、男が立っていた。斧で真っ二つにしたはずの両脚が何ごともなかったように、そこにある。

　な、なぜだ……確実に、脚は斬り飛ばしたはず？　い、いったいこれは……。

　男はおもむろに俺の頭を拾い上げ、立ち尽くしている胴へと移動する。その際に見えた自分の首の切り口は、おそろしく鮮やかで血の一滴も出ていない。

　奴は俺の頭を元に戻すよう位置づけると、こう言った。

「助けてあげる。ヒール」

　光が視界を覆う。そして気がつけばやつの胴体を拾う直前の姿勢で立ち尽くしている自分がいた。

「……はっ!?」

　目の前にはにっこりと微笑む男が立っていた。

　な、何をされた？　ヒールと聞こえたが……今のがヒールだと!?　あ、ありえない……完全に回復魔法の域を超えているだろお!?　……こ、これは、夢か？　現実か……!?

　幻覚でも見ているかのよう、おぼろげな感覚が俺の思考を妨げる。

「な、何をした……」

「何を？　君の首をナイフではねて戻した。それだけだよ」

　目のはしに捉えた奴隷の女は目を見開き愕がく然ぜんとしていた。まるで信じられないものを見たかのような。

　おそらくは俺も同じような顔をしているに違いない。

　得体の知れない力……異次元のヒールに、俺の首を落とした力もある。あれもやつの能力か？　わからない、くそっわからないことだらけだ!!

　しかし、ただひとつ本能が訴える真実。

（……逃げなければ、俺はここで間違いなく殺される……！）

　しかし、逃げようと足を動かそうとするが、まるで岩になったかのように体が動かない。早くこの場から離れなければという思いとは裏腹に、震え動こうとしない体。

「どうしたの？」

　やつの一言一言に恐怖を感じ、心臓が鳴り出す。

　コイツはいったいなんなんだ……本能が……本能が危険だと叫んでいる!!　こいつとは絶対に戦うなと!!

　しかし、その時。気が動転する俺の脳裏に、【死四天魔】の言葉が蘇った。

『人を喰らえ、喰らいつくせ。弱き者はいらない、魔族たるもの強者であれ』と。

　……い、いや、そうだ、逃げてどうする？　逃げ帰ればどのみち【死四天魔】に敵前逃亡したとされ殺されるだけだぞ!!　ここで、こいつを殺やらねえとダメだあ!!

　冷静になれ、考えろ……考えろ！　さっきは油断していたところに不意打ちを食らった。

　そう、そうだ、俺の敗因は不意打ちだったんだ!!

　そ、それに、よく見ろ、あいつは鎧も着ていなければ盾すら装備してない！　俺は何を恐れているんだ!?

（そうさ、恐れることなどない……）

　一撃だ、生身であるやつに戦斧を食らわせることができれば、確実に致命傷になるだろう。

　一撃、一撃さえいれられれば……落ち着け、落ち着けえ。

　不意打ちで殺されかけてパニックになっているだけだろおがあ……そう、俺はバイガンだぞ？　三つの村を落とし、聖騎士をも殺しまくった上級魔族のバイガンだあ!!

「ふざけんなぁ！　おれは死四天魔のバイガンだぞ!!　おまえのようなガキに殺られるわけがねぇ!!」

　殴りかかろうと距離を詰め、そして戦斧を持つ腕を全力で振り下ろした。

（よしッッ!!　このスピードもう躱せないッッ!!　……え？）

　しかし、やつはその攻撃を予見していたかのように、最小限の動きでそれを躱したその刹那、右手に握る小さなダガーで俺の腕を切り上げた。

　宙を舞ったその腕は、草むらにボトンと落ちて転がる。

　強まったやつの殺気に恐怖が抑えられず、脚ががくがくと震え出した。

「これでわかったかな……君より僕のほうが強い」

「──ッッ」

「見逃すのは一度だけだ。どうする？」

　唇をなぜながら男はそう言った。
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　もう後はない。死を意識した時、俺は逃げていた。

　後ろから刺されぬことを祈りながら、走り出す。

「次、その顔を見ることがあれば殺す」

　背に聞こえた言葉に、震えながら。

　──そうだ、俺は狩られる方だったのだ。

　絶対的な強者を前に、俺の力はあまりに無力だった。




　後に【死四天魔】が殺しに来ようとも、今この場の死を逃げ切らなければと、俺は走った。





◆◇◆◇◆◇






　逃げ去る彼を見送った僕は、馬車の死肉を漁あさっている魔獣を始末しながら思い出していた。

　手配書でも見たことがあったな、彼。

　度々、旅人やその馬車を襲い、さらには村をも壊滅させたことのあるレートB＋の竜人族バイガン。

　討伐隊も組まれたことがあったけど、その時は姿を見せず討伐はできなかったんだっけ。

　けど、それよりも今は。

「えっと、怪我とかはなかったかな？」

「……あ……は、はい……」

「そっか、良かった。怖い思いをさせてごめんね。彼を君から引き離したくてさ」

　うん。見たところ外傷もないようで良かった。この惨劇を直視してしまったんだ……精神的にはかなりきついだろう。だけど、こうして命があって本当に良かった。

　そう安あん堵どする僕に、震える声で彼女が問う。

「そ、それより……あ、脚を斬られてましたよね？　なのに……なんで治って……」

「ああ、こんな見た目だけど、僕は白魔導師、ヒーラーなんだ」

「えっ、え？　と、いうことは……ヒールで治したということですか、斬られた脚を……一瞬で？　そ、そんな凄い腕前の白魔導師がいるなんて聞いたことない……ですけど」

　あ……そ、そうか。

　五年もこんなことばかりしていたから、普通にやってしまったけど、僕のヒールは普通じゃないんだった。

　しまった……どうにかごまかさなきゃ。

「え、えーっと、まあ、あははは……と、とにかく君が無事で良かった。……他の方々は残念だったけど」

　いや、ごまかしかた下手かよ！　と不器用すぎる自分に僕は悲しくなる。

　しかし、そんな返答に、少し戸惑いながらも彼女は応じてくれた。もしかすると、僕が困っていたのを察して合わせてくれたのかもしれない。

「そう、ですね。けれど、あなた様がバイガンを倒し追い払ってくださったので、これからは彼による被害はおそらく少なくなると思います。……ありがとうございます」

　震える声で礼を言った少女。

　……まだ子供なのに、この状況でしっかり受け答えができるのは凄いな。それに恐怖を押し殺しながら、僕の反応を探っている……。

　そういう風に躾しつけられたのか？

　……バイガンは殺してはないけど、彼には「死に触れる」という最も重く強い恐怖心を刷り込めた。だからこの少女が言うとおり、ここら辺でもう人を襲うことはないだろう。

「……しかし、君は本当に奴隷なの？　その、あんまりそういう風には見えないんだけど」

「？」

　少女は上目遣いで小首を傾かしげた。

「いや、言葉遣いとか、雰囲気が……こんな目にあって冷静に会話ができるなんて、凄いなって」

「あ、えっと、私はそういう風に教育された奴隷なので……感情を殺す訓練を施されています。今はうまくできている自信はないですが……」

　なるほど、感情のコントロールか。しかし凄いな殺されそうになっていたのに。

「いや、できているよ。そうか、奴隷に教育……か」

「……はい。家事や戦闘、店番などに使えるように教育されています。実戦経験はないですが」

　暴力や恐怖で従順に躾けるというのは僕もされたが、そんなのは初めて聞いた。

「そっか。知らなかったな」

「……ご存知ないのも無理はありません、そうしたあらかじめ訓練を施された奴隷というのは最近できたモノと聞いてますので」

「最近……なるほど」

　ずっとダンジョンに籠もっていた弊害か。少しずつ時は動き、時代が変化してゆく。以前であれば奴隷は単純な力作業に使われるだけのモノだった。消耗品として壊れれば捨てられる。

　簡単に替えがきいて、安く手に入る家畜。今思えば、僕がダンジョンで捨てられたのも必然だったのかもしれない。

　しかし、彼女の話からすれば、今はそうじゃないらしい。……だったら、ネネモアも、もしかすると、少しは幸せな生活を送れている可能性があるかもしれない。

「けれど、物もの凄すごくお強いんですね……。彼は……バイガンはとてつもなく強い魔族で有名なんですよ。群れを作らないタイプの魔族ですが、彼一人で村を壊滅させたり、王国騎士も何人も殺されました……それを、こんなあっさりと」

「あー、うん……確かにバイガンは僕も話には聞いたことがあったし、手配書も見たことはあった。今回は逃がしてしまったけど、大丈夫。もう人に危害を加えることはないだろう。もしまた彼が現れても、あれなら簡単に殺せるし」

「え？　か、簡単に……？」

　あ、しまった。困惑している……。

　だめだな。どうしてもユグドラシルの魔獣と比較してしまう。

「いや、ごめんなんでもない。彼も疲弊していたみたいだし、僕は運が良かったのかもしれない」

　僕はするりと唇をなぜる。

「そ、そんな……Ｂレートの力を持つ上級魔族が、簡単……」

　うーん、ついノルンと話している感覚でモノを言ってしまう。……これはまずいな。

　……というか、いつまでもここで話をしているわけにもいかない。日が暮れれば面倒なことになるし。

「それより君はこれからどうするの？」

　彼女の表情が曇った。

「えっと……ど、どうしましょう。仮契約者であるご主人様はお亡くなりになってしまいましたし」

　仮契約者が死んだ……ということは彼女は一応自由の身になれたわけか。

「じゃあ、どこかで仕事をさがさないとね。奴隷としてではなく……これから君は普通に生きていける」

「それが、そうとも……私の手に刻まれた奴隷の証あかしは消えません。ずっとそれを抱えて生きてかなければいけません」

　彼女の手の甲に刻まれているものは、奴隷の登録時につけられるもので、それに飼い主が魔力を流し同調させ、逆らえなくさせる。

　……なぜか僕にはその効果はなかったみたいだけれど。まあ、だからこそ、あの時ああしてひどい捨てられ方をしたわけなんだが。

　しかし、すべての奴隷に深く刻まれたそれは決して消えることのない、魔法であり呪いだ。

　……わかっていたのに、つい迂う闊かつなことことを言ってしまった。

　僕は包帯でぐるぐる巻きにし、隠しているその証を見つめた。この証からは逃げられず、生きている限りついて回る。

「……それに、出どころのわからない奴隷は、買い手もつかないんです。それを使用した者にも厳しい罰則があるので」

　そうなった奴隷の末路は、僕も見たことがある。魔物や獣の餌か、体を売るか、死を選ぶかだ。

　……だったら。

「もし、君がよければなんだけど、僕と契約してくれないかな」

「え？　……しかし、私のご主人様は死んでしまってるので……正式な手続きがおこなえません。なので、それが発覚すれば……あなたにも罰則が」

「大丈夫、わかってるよ」

　僕は手に巻かれていた包帯をとって、奴隷の証を見せた。

「……それは……あなたも……奴隷、だったんですね」

「うん、僕は訳あって捨てられた奴隷だけどね。だからそういう心配はしないでもいいよ」

「しかし……それでも、私は」

　自分が殺されるかどうかの場面で、僕に逃げろと言った人だ。おそらく本当に迷惑をかけてしまうと、迷っているに違いない。

　……だったら、その理由を作ってしまえばいい。

　僕は口に手をあて話を切り出した。

「えーと、僕さ……訳あって、ここ数年の記憶がないんだ」

「……え、そうなんですか」

　記憶がないは噓だけど、数年間ダンジョンへ閉じ込められていたなんて、説明するのは面倒だしされてもこの人も困惑するだろう。

「うん、だから僕は最近の話がわからないんだ。君は、おそらく僕よりはこの国の情勢にも詳しいでしょ？　だから色々と教えてほしいんだよ」

　ネネモアを捜すには、何よりも情報が必要だ。そして情報収集するにしてもこの五年でどう外の世界が変わっているのか知った方がいい。

　……それに、彼女は見た感じまだ幼さの残る少女だ。そんな子をこのまま放ってはおけない。

「君の知識を僕に与えてほしい。その対価に僕は君を護る。もちろん報酬も支払うよ……どうかな？」

「なぜ、それほどまでに……」




　それは……。最初に見た時懐かしさを覚えた。

　髪色も瞳の色も違う。

　けれど似ているんだ、彼女に。その優しさと強さは、赤毛の少女を思わせる。

　だから素直に、この気持ちを伝えよう。




「僕が君を必要としている、それだけだよ」

「……必要？」

　僕が頷くと、彼女は少しうつむき思考した。

　やがて、考えが纏まったのか、顔を上げ提案への答えを出してくれた。

「……ほ、本来であればここで失われた命です。その条件であなた様がよければ……是非お願いしたいです」

「よし、なら決まり。ありがとう」

「わ、私のほうこそ……ありがとうございます」

　彼女の手にある証にオーラを流し込む。

「これでよし、契約完了」

「は、はい、ありがとうございます。なんなりとご命令ください！」

「いやいや」

　契約することでの利点は二つある。①契約者同士は互いの居場所がわかる。②魔力を供給しコントロールできる。

　①は彼女がピンチに陥ったりはぐれてしまった時に、すぐ駆けつけることができる。

　②は僕のオーラを流し込むことで彼女の身体を強化し安全性を高められる。

　別に僕は彼女の主人になるつもりもないが、以上の面から契約をした方が色々都合が良い。というわけで契約を結んだ次第である。

「そういえば、名前、聞いてもいいかな」

「あ、すみません……私、リアナと言います。歳は十二、魔法の系統は一応、水属性です。よ、よろしくお願いします」

「リアナか、いい名前だね。僕はレイ、よろしくねリアナ」

「はい、レイ様……！」

「さ、様はいらないかな、あはは……」

　リアナを改めて見ると、十二の少女とはいえ、かなりの美人さんだということに気がつく。

　肩で揃そろえられている金色の美しい髪、整った顔立ち、大きく綺麗な碧みどりの瞳が特徴的な女性。

　まるで人形のように美しい人。そこだけを見ても奴隷としてかなりの値がつきそうな美女だった。……と、人を値踏みするなんて下品なやつだな僕は。

　自己嫌悪に陥り、はあ、とため息を吐く僕。するとそれを心配して、リアナが声をかけてきた。

「ど、どうかされましたか？」

「いや、ごめん。なんでもない」

　とにかく、王都を目指そう。王都であれば奴隷の情報を管理している所があったはずだ。そこでネネモアの行方を調べてみよう。

　そういえば、今僕らがいるここ……現在地ってどこなんだ？

「早速だけど教えてほしい。ここってどこら辺なのかな？　王都は近い？」

「えと……割と近いです。私が運ばれ競りにかけられる予定だったのが王都にある場所なので」

「そうか、君たちは王都へ向かう途中だったのか」

「は、はい、ここは王都から南に位置するサーヴァル領の中部森林……なので、二日ほど歩けば王都へ着くと思われます」

「さ、サーヴァル領……だって？」

　僕はその地名を聞き固まる。

　サーヴァル領って、僕らが入ったダンジョンの入り口は北のルガルダン領の最北端だったはずだぞ？

　ゆ、【ユグドラシルの迷宮】は思っている以上に巨大な迷宮だったんだな……。

　もしかすると、この国のはるか地の底に、無数に張り巡らされている樹木の根のようなものなのかもしれないな、【ユグドラシルの迷宮】というダンジョンは。

　僕がひとり考え込んでいると、リアナが顔を覗き込んできた。

「あの、大丈夫ですか？　……さっきの戦闘で疲れてしまいましたか……？」

「ん？　あ、いやそうじゃないんだけど、ってリアナの方が顔赤いけど大丈夫？　熱っぽくないか……？」

　リアナの顔が少し赤く見える。

「え、あ、あれ……本当ですね？　なんでしょう、顔が熱い……？」

　あれ？　あれ？　と頰を両手で触り体温を確かめるリアナ。身元不明の奴隷でさえなければ、愛あい嬌きょうもあるしどこへ引き取られてもきっと大事にしてもらえただろうな。

「あ、あの、でも、大丈夫だと思います！　目め眩まいや倦けん怠たい感などもないので……ご心配おかけして申し訳ありません。お、王都へ向かいましょう」

　うーん……まあ、僕の目から見ても病ではなさそうだな。いざとなれば僕のヒールで命は繫ぎ止とめられる。大丈夫か。

　さて、となれば早めに出立した方がいい。日が落ちる前に近場の村か町にたどり着きたいし。

　……何より夜は魔物が活発になる。

「そっか、了解。それじゃあ行こうか」

「はい！」

「あ！　と、そうだ、その前に……ごめん、ちょっと馬車から服をもらっていいかな」

　いい加減この血を浴びすぎて真っ黒になった服は着ていたくはない。オーラで覆っているから痛くはないんだけど、人に見られたら裸足はだしは変に思われるだろうし……襲われた馬車の積み荷を漁るのは心苦しいけど、背に腹はかえられない。

　一応、代金になりそうなモノは置いておこう……ごめんなさい。

　僕は亡くなった人へ祈りを捧ささげた。

「着られそうなのは……フードつきの旅人の服くらいか」

　騎士が予備で積んでいた鎧もあるけど、サイズも合わないしむしろ動きにくいからやめとこう。

「レイ様……こちらに銅のロングソードがありますけど、持っていかれますか？」

　リアナに呼ばれそちらを見てみると、積み荷の脇に銅で作られた少し長めの剣が十三本立て掛けられてあった。

「うーん、僕はロングソードを使ったことがないから、別にいらないかな。リアナは使えるの？」

「多少は……。一応、短剣、長剣、槍やり、弓あたりは一通り訓練しています。ご主人様の護衛もできるようにと」

　おお、なんてハイスペックな奴隷なんだ……ていうかそれくらいの力があるなら奴隷じゃなくても生きていけそうだな。うーん、奴隷の証さえなければな。

「そっか。今の人たちは凄いね。戦闘訓練とか教育をされるのなら、みんな兵士や冒険者としてもやっていけそうだね」

　リアナは少し困ったように笑い答えた。

「それはどうでしょうね。奴隷すべてがそうというわけではありませんし。私のようなのは稀まれで、だいたいの奴隷は文字すらも学べずに出荷されますから」

「……そっか。基本的には僕の時代と変わりはないってことか」

「……えっと、わ、私のような奴隷ではお力にはなれませんか？　もっと優良な奴隷がお望みでしょうか？」

　っと、変な風に取られたな。

「ううん、そうじゃないよ。僕も奴隷だったからさ、そこら辺のことはちょっと気になるんだよ。……さて、準備もできた、日がくれる前に安全に夜を明かせる場所まで歩こう」

「は、はいっ」

　一応、リアナには護身用としてロングソードを一本手渡しておこう。

　日が暮れないうちに村へと向かうべく歩みを進めていたが、馬車のない二人が明るいうちに到達するのはやはり難しかった。

　道中で魔物に遭遇して戦闘になったせいもあるが、気がつけば日没が迫っていた。

「よし、今日はここで野営だね」

「……あ、あの、すみません、私が足を痛めなければ」

　リアナは申し訳なさそうに足をさする。

「ん？　しかたないよ。君は歩きなれている旅人でもなければ冒険者でもないんだ、足も痛むさ」

　戦闘訓練は積んでいるが、こうして長距離を徒歩で移動するなんてことなかったんだろう。

　途中から足を引きずるように歩いていたので、ここで野営をすることにした。

「でも、辺りも闇に包まれて……夜の魔物は恐ろしいと聞きます。私のせいで……本当にごめんなさい」

「大丈夫。ていうか、僕も疲れていたし……君が気に病む必要はないよ。さ、馬車から持ってきたテントをはって野営の準備をしようか」

　実のところ僕は【ユグドラシルの迷宮】からオーラが供給され続けるので、疲れはおろか、体力が尽きることはない。

　けれどせっかくの旅の仲間だ。大事にしてあげたい。

　二人でテントを組み立て、魔石で火をおこし軽い食事をとる。メニューは干し肉。保存食だから傷いたみにくくかさばらず持ち運びやすいので旅人や冒険者の旅のお供としてよく食べられている。

「ん、この干し肉、香辛料が効いていて美味おいしいね」

「はい、と、とっても美味しいです……！」

　うん、少しは元気が戻ったかな？　にこにこと干し肉を頰張る彼女を見て、僕は懐かしいあの人を思い出す。彼女も元気でいるといいけど。

「それにしても」

「？」

「れ、レイ様はどうして……それほどまでにお強いんですか？」

「……僕？」

「は、はい……私、訓練の一環で一度だけ王都で上級聖騎士様の訓練試合を見させていただいたんです。レベルの高い戦闘を観戦し、学べと言われて……確かにレベルの高い試合ではありました。しかし、レイ様はその騎士様とくらべても……遥かに強いというか……動きが全然違っていて……」

「そ、そう？」

「わ、私の主観なのですが……おそらくは上級聖騎士様でもレイ様の動きについていけるお方はいないと……先ほど戦ったベアウルフはＤレートの魔物でしたが、俊敏性に優れた魔物と有名です。そのベアウルフが目で追えないスピードだなんて……本当に凄いです……」

　な、なんかくすぐったいな。ベアウルフは冒険者時代になんどかやりあったことがある。

　確かにその時は、ベアウルフのスピードについていくのでやっとだったけど、【ユグドラシルの迷宮】内の魔物と何年も戦い続けていたせいか、今ではベアウルフ程度のスピードでは止まってるように見切れる。

「ありがとう、褒めてくれて。……護衛としても嬉しいよ」

「い、いえ、褒めるだなんて恐れ多いです……！　すみません、そんなつもりでは」

　彼女があわてふためいている時、テントの外から何かを引きずって歩くような音が聞こえた。

「……ま、またベアウルフ、でしょうか」

「いや、この気配は……おそらくベアウルフよりレートの高い魔物だ。行ってくる」

「え、で、でも、テントには魔ま除よけの呪文が書かれてますよ？　だから襲ってはこられないはずで……」

「確かに。でもその効果があるのは一定レベルの魔獣までだ。このテントに刻まれている呪文であれば、今外にいるやつは簡単に破って襲ってくるよ」

「そ、そんな……外にいる魔獣って、一体何がいるんですか？」

「……臭いと気配からするに、アンデッドテラーかな」

「!?　あ、アンデッドテラー!?　そ、そんな……なぜ、こんな場所に」

　驚くのも無理はない。アンデッドテラーは死者の語りべとも、一部の地域では死神とも呼ばれる。

　本来ここらにはいるはずのない魔獣で主な生息地は……魔王城周辺。

　姿はどろどろとした塊で、一般的にはスライムと呼ばれることが多い。

　というかこれ、明らかに僕のことを試しているな……魔族か？　とにかくこいつをどうにかしないと彼女がゆっくり休めない。

「それじゃ、ちょっと始末してくるね」

「え!?　ちょっと始末してくる!?　あ、あ、アンデッドテラーですよ……？　本来、魔王城を住すみ処かとしている上級魔獣……アンデッドテラーを一体相手にするには、上級聖騎士の一部隊を率いて戦う必要があるといわれていて……」

　そう、確かレートはA＋だったかな。

「大丈夫、僕、一回やったことあるから……じゃ、待ってて」

　外へ向かおうと、テントの出口へ手をかけた時、後ろから「え？」という声がした。

「ん？」

「えっと……もしかして、その軽装のままで行かれるんですか？」

「うん、まあ、服これしかないし」

「あ、あまり意味がないかもしれないですけど……私の戦闘で着ている革かわの鎧よろいお貸ししますか？　そ、そのままでは攻撃がかすりでもすれば死んでしまいますよ……！　アンデッドテラーは毒を持っていると聞きますし！」

「毒というか、正確には強酸性の肌だね。触れれば致命傷っていうのは間違いないけど」

　少しでも触れてしまえば酸が全身を侵食し、あっというまに命を奪われてしまう。

「で、でで、ですよね？　じゃあ、私の」

「いや、攻撃は避ければいいから大丈夫。ごめん、時間ないから行ってくるね」

「……え、避けるって、え？　避ける？」

　そうして今度こそ僕はテントを開き、外へと出た。

　アンデッドテラーは確かに強い。やつらには人型、獣型、液状型と、主に三種類のタイプがいる。

　特に通称、スライムと呼ばれる液状型は厄介で、コアがゼリー状の肉厚な体の中心にある。つまり、三種で一番ガードが硬く殺すのが困難なのだ。

　さらに変幻自在の攻撃と、素手で触れば一瞬で溶かされてしまう酸性の体。さらにはベアウルフの数段上の機敏さ。

　──テントから出た俺はアンデッドテラーの姿を確認する。あ、液状型か……確定だな。

　魔族の誰かが俺を試している。しかもアンデッドテラーを使役できるなんて、おそらくかなり上位の魔族だな。

　まあ、しかし所詮アンデッドテラー……。

　ナイフを鞘さやから抜き、オーラを込める。

「……下層の魔物より、弱い」

　込めたオーラで微かに赤く光るナイフ。それをアンデッドテラーへと投げ放った。

　ビュオッ!!

　投げたナイフは空を切り、やがてやつの体に到達。パァンッッ!!　という破裂音が響き、中心に小さな穴が開いていた。その直線にはアンデッドテラーのコア。

　的確な投とう擲てきにより、一撃でアンデッドテラーのコアを射抜くことに成功した。




　ブッ──ブシュアーーーッ!!




　まるで水分が蒸発していくように、蒸気を放ちながらアンデッドテラーの体が消えていく。

　残ったのは、中心部にあったコアの残骸。

「アンデッドテラーのコアは加工すれば武器の材料となる、か。拾っておこう」

　良い素材なんだけど、これも安値でしか買ってくれないだろうな。冒険者の資格が消えてなければいいんだけど、きっとロキに消されてるよな。はあ。

　そんなことを考えながらテントへと振り向くと、そこには目を見開いた彼女がいた。

「……あ、あ、アンデッドテラー……が、一撃で……ふえぇ……」

「あ……えっと……ま、まあ、狩り慣れてるから！」

　狩り慣れている？　ここらにいるはずのない、魔王城を住処にしている魔物を？

　我ながら、おかしな言い訳だなと思ってしまった。

　けど、狩り慣れているのは本当だ。

【ユグドラシルの迷宮】の中層部にもアンデッドテラーは生息していたから。

　まあ、それも魔王がダンジョンへ探索に出した魔族が死してアンデッドテラー化したらしいんだけど。ノルンから聞いた話では。











五章　『グンキノドンワ』






　～王城内～




　──カツン……カツン。




　絵画の飾られた城内

　城の中には限られた人間しか入ることを許されず、その者たちさえこうして受勲式がある時に限り、入城を許可される。

　擦り汚れひとつない、純白の壁。

　ダークレッドのカーペット。

　無数にある、角のある白馬の絵。

　この別世界のような城の中を見回し、俺はあの日を思い出していた

『神とはすなわち人。我々、神々が住まうこの地を魔族なぞに汚されてはならない』

『魔王を討て、我々こそが神であり、正義なのだから』

　我が国の王がそう言い、勇者を魔界へ送りだしたあの日のことを。

　ヴァロンド城内、王の間。

　片かた眼めに眼帯をあてた、白しら髭ひげの王は高らかに告げた。

「──次にロキ・ヴィドラドール、パーティ名『グンキノドンワ』。そなたらはＡランクダンジョン等を複数攻略し、この国の発展に大きく貢献した。この証書の授与により、Ｓランク冒険者パーティの位を授けることとする」

　王の前にひざまずく四人のパーティリーダー。各パーティのランク昇格が言い渡されたが、Ｓランクへと上がったのは俺のパーティのみ。

　くく、脇にいる三人から向けられる羨望の眼差しが心地よいな。

「はっ、これからも魔王を討つべく戦うこの国の礎となれるよう、励みます」

「うむ、期待しておるぞ。では、四人共さがれ」

「「「「はっ！」」」」

　──Ａランクダンジョン踏破二回、同Ａランク任務三回クリア、Ｂランクはダンジョン四回踏破に任務は五回クリア、Ｃランクダンジョン八回踏破、任務クリア五回か……やっとＳランクへ昇格。長かったな。

　けれど、まあいいさＳランクになった今、冒険者ギルドから支給される報酬は上がり、さらには国からも金が入るようになる。資金面での不安や悩みとはもうさよならだ。そして……。

　王の間をあとにし、廊下を歩いているとむかいから鎧を着込んだ年配の男がこちらに気がつき話しかけてきた。

「お！　ロキじゃねえか！　いやあ、すげえな……その歳でＳランク冒険者かよ？　デキる男は違うねえ！」

「ええ、頑張りました。ありがとうございます」

　彼の横についていた秘書の女性も笑いかけてくる。

「本当に凄いことですよ、そもそもＡランクのダンジョンは並大抵のパーティでは攻略も困難ですから」

　──ふふふ、そう、これだ！　これっ、これなのだッッッッ!!

　Ｓランク冒険者となれば皆が俺を持ち上げ敬う。

　これこそが冒険者の醍だい醐ご味みィッッ!!

　ああ、満たされていく……俺の承認欲求が!!

「いえ、パーティの皆が優秀なおかげで。本当にパーティメンバーに恵まれました。彼らには感謝しかないですね」

　ま、あいつらは俺が指示出さねえと何もできないポンコツ共だけどな。三人共、しっかりと俺に感謝したまえよ。

「しかし、それほど強いパーティなんだ。いずれ勇者パーティと合同でＳランクダンジョン攻略や魔王幹部掃討作戦にも抜擢されそうだねえ……もしや君のパーティだけでアンデッドテラーも倒せてしまったりして？」

「はは、倒せるように頑張って努力します。……すみません、城門前にパーティメンバーを待たせておりますのでこれで」

「む、おお、すまない。では、またな」

「はい」

　……クソジジイが。アンデッドテラーなんてやれるわけねえだろ。一番討伐しやすい人型ですら上級聖騎士を十人集めてやっと討伐できるかどうかだぞ。

　スライム型なんて相手にすれば俺のパーティじゃあ五秒で挽ひき肉にくにされる。変則的な攻撃、その見た目からはわからない攻撃速度、どれをとっても化物クラスなのによ。

　てか、実際、勇者ですらパーティで狩らねーとってレベルなんだが。あのジジイボケたか？

　と、あんな老いぼれに構ってる場合じゃない。

　城を出ると先に出ていたメンバーの四人が出迎えた。

「おい、おせーぞ～、腹減った」

「お帰り～」

「……お帰り……」

「お帰りなさい！」

「うん、ただいま。すまない、大臣と世間話を少ししていて……それじゃあ昼食へ行こうか」




　エールがなみなみと入った木製のジョッキを、皆が手にする。

「──それでは！　我が冒険者パーティのＳランクへ昇格、そして新たな白魔導師の加入を祝って、乾杯ーーーー!!」

「「「かんぱーーーーいっ!!」」」

　王都でも有名なレストラン、ヴェルナを貸しきって盛大なパーティ。

　お祭りのような賑にぎわいの店内は、大量の料理と酒が並べられどんちゃん騒ぎだ。

　──これだこれ！　集まった下民や下級冒険者の俺を羨む眼差し……ああ、最高だ！　そうだ、俺が、この俺様が!!　お前らの憧れＳランクパーティのリーダー様だぞ!!

「しっかし、まあ、Ｓランクにもなるともらえる金が跳ねあがるなぁ」

「すっごいねェ～！　新しい服とか化粧品がたくさん買えちゃうねえ、えへへ」

「……」

「そうですね、本当に凄いです！」

「まあ、しかしそれだけ責任も重い立場になったということさ。これからも気を引き締めて頑張ろう！」

　ふふふ……Ｓランクという高ランクパーティへ昇格したにも関わらず、驕おごらず謙虚なパーティリーダーの俺。ああ、カッコよすぎる！

　ほら、現にレストラン内にいる女性たちが俺の顔を見てはこそこそと話をしている。おそらくいい男だとか、求婚したいとかだろう。

　性格もよし、顔もよし、金まで持っていて家柄も良い！　ヴィドラドール家の長男だからな！　うーん、これ以上ない男!!

　しかし、そんなパーフェクトな自分に気持ちよく浸っている時に、スグレンストが気分を害するようなことを言ってきた。

「くくく、重い責任かぁ……どっかで置き去りにした命とかのことかぁ？」

「!?　おいッ！」

　俺は思わず声を荒らげ、戦士のスグレンストを睨みつけた。

　……こいつ、頭イカれてんのか？　そんな危ない話をこんな場所でするんじゃねえよ。

　なんなんだ？　最近のこいつは……俺を舐めているのか？

　たまにこうして妙なからかい方をしてくる。レイをダンジョンへ置き去りにして殺した話は厳禁だと言ってあるだろーが。

　あれが公になればお前だってヤバいんだぞ？　……これだから、脳ミソまで筋肉馬鹿は。

　それともカナタの前に雇っていた白魔導師の方か？　囮おとりにして殺しちまったあいつ……いや、あれはどう考えても事故だ。

　レイのように動けず陽動にすらなれなかったアイツが悪い。レイですら敵の注意を引きながら魔法を使えていたというのに……。

　この『グンキノドンワ』に入って「できません」なんて通用するわけないだろう。

　あげくの果てに死にやがって、まったく迷惑な話だ。

「おーこわいこわい！　殺されちまいそうだぁ！　なんてな、はははは」

「……」

「いや……ちょ、ちょっと！　まーまー、気を取り直してさ！　ね？」

「……めんどくさ……パンたべよ……」

　コイツら……ッ！　誰のおかげでＳランクへ上がれて大金がもらえてると……くそっ、殺してやりてえ！

　てか、めんどくさってなんだよ!?　パンたべよって……黙って食べてろよ！　お前、いつも話し合いで何も意見しねえくせによ、ゴミ魔導師がッ！

　すると新入りの女白魔導師であるカナタが空気がおかしいのを察知して話題を変えた。

「し、しかし、本当に私をこの冒険者パーティに入れてくださって、ありがとうございます。憧れの白魔導師、レイ・ディン・フールさんのいた『グンキノドンワ』に入れることになるだなんて」

　いや、お前、今まさにそいつを置き去りにして殺した話をしていたわけなんだが……って、新入りだから知るはずもないか。

　く、スグレンストのニヤケ顔が苛いらつく……ってか、今なんて？

　レイが憧れの白魔導師……？

「レイって、僕らが数年前に【ユグドラシルの迷宮】で失ってしまった……彼のことかい？」

「はい！　私、レイ様の戦闘スタイルに憧れていたんです！　瞬時に状況を把握し、敵のデータと照らし合わせ、即座に最適な解を導く！　それによりほとんどヒールを使わずしてパーティを生還させてしまう……最高峰の白魔導師！」

　いや、そりゃあいつが魔力少なくて……ヒール連発できなかっただけなんだが。

　他から見りゃあそんな風に見えてたのか。

　そんなことを考えているとスグレンストが口を挟んだ。

「まあ、あいつはヒールがしたくてもできねえポンコツだったからなぁ？　魔力が少なくてな、満足にヒールを発動させられなかったんだわ！　ははは」

　全くもってその通り！　珍しくいいこと言ってくれたわ。

「そうなんですよね……レイ様はその少ない魔力を如何いかに使わずしてパーティを守るかを常に考えていたみたいですし。あらゆる書物を読み込み、知識を集積し、途方もない努力して、あの戦闘スタイルを確立した……本当に素晴らしい、唯一無二の白魔導師でした」

　え……いや、なんなの!?　なんでレイをそんなに持ち上げるんだこの女は？

「そ、そんなに大したやつじゃないって～！　あんたのが百倍優秀っしょ！」

　今度はヒメノが手をひらひらさせながら言う。するとカナタは驚きの表情でこう返した。

「ええっ。と、とんでもないです……あのレイ様より優秀だなんて、絶対ありえないですよ」

　すげえ謙遜するな、この女。そういうとこはレイに似ているなあ。

「ヒールのスピードと質でレイ様に勝てる魔導師は他にいませんからね。それに何より、レイ様が普通に行っている、『体の欠損した部位を復元』したり『両断された四肢を瞬時に繫ぎ合わせる』なんてヒール、もはや回復魔法の域を超えているんですから！　普通の白魔導師はどこまでいっても自然治癒力を高め、傷を癒す以上のことはできませんし」

　……あいつ意外と慕われていたんだな。なんかイラつく。

　いやそれよりも、だ。……今のは本当の話なのか？

　レイのやっていたヒールが他の白魔導師では行えないというのは……。

　じゃ、じゃあもう、致命傷を一度も受けることすら許されないってことなのか？

　レイが消えてからここまで、大きな怪我をすることもなくこれた。

　しかし今思い起こせばヤバい場面は数えきれないほどあったよな。たまたま運良くここまでこられたが……い、いや、そうだ、白魔導師をこの間一人死なせた。

　なぜヒールで失った腕を治さなかったのかと不思議だったが、まさか……あれはレイだからできていた芸当だったのか？

「そうか……」

「「……」」

　スグレンストとヒメノが黙り込む。複雑そうな面持ちだが、まあ気持ちはわかる。

　レイの白魔導師としての力が普通ではなかったのだと、五年たった今になって判明した。そして今までの違和感が腑ふに落ちた。

　死んだ白魔導師の言葉を思い出す。

『敵の陽動をしながらヒール……!?　で、できるわけないじゃないですか！　ヒールは、とてつもない集中力が必要な魔法なんですよ！』

『怪我の治りが遅い？　骨折を一時間で完治させるのはかなりの回復速度だと思うのですが……え？　普通は一秒もかからない？　あ、ありえないです、そんなヒール見たことないですよ！』

『白魔導師は人体の構造をどれだけ熟知し、理解し想像できるかでヒールの質が決まります。どこをどう治すか、しっかりと理解できていなければ怪我を治すどころか悪化させてしまうんですよ』

『ごふっ……がはっ……ちぎれた……うで……戻るわけ……な』

　あの白魔導師がジャンクだったというわけではなかったということか。

　い、いや……まあ、終わったことはもう仕方がない。それを念頭に置いて戦えばいいだけのことだろう。

　やれるさ。現にこうしてやってこられたんだから。

　その時、沈黙しパンを貪っていたフェイルがカナタへ話しかけた。

「……このパン、美味しいよ……。カナタも食べて……」

「え？　あ、ありがとうございます。いただきます」

　んん？　フェイルがカナタを気に入った？　なんだ急に……本当にわけのわからないやつだな。
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「おい……まだ目的地に着かねえのか、ロキ……」

「……いや、もうすぐのはずだ」

「そう言ってお前、何時間たったと思ってんだよ」

「ひ、ひからびちゃうんですけど……」

「……」

「ひ、日差しも強いですしね……無理もありません」

　ちっ、くっついてくるだけのやつが文句垂れてんじゃねえよ！

　そういや、確かレイがいる時はあいつに先導させてたよな。

　あの頃は目的地まですんなり到着してた気もする……いや、むしろ早く着いていた気がする。

「……レイは……」

　ん？　なんだ、珍しくフェイルが口を開いた……？

「……いつも、天候とルートを念入りに確認していた……今日みたいな日には気温の下がった隙に出発をうながしていた……」

　そういえば……出発を遅らせることが何度かあったな。あれにはそういう意味があったのか。

　白魔導師のカナタがそれに反応した。

「それはきっと皆さんの体力を無駄に消費させないようにとの配慮でしょうね。敵と対峙した時にベストなパフォーマンスを発揮できるように」

「……うん、そう……」

「いやねえだろ、あいつがんな器用なことできるわけねえよ、はっ。……どうでもいいが、頭いてえ。昨日は飲み過ぎたぜ」

　スグレンストが笑い捨て、重い頭を手でさする。

　あんだけ浴びるように飲んだらそりゃそーなるだろうが、馬鹿め。ざまあみやがれ、はっ。

　そんなことを考えていると、ヒメノも何かを思い出したようで口を開いた。

「んんん、でもでも……レイがいた頃って、スグレンスト、二日酔いしたことなくない？」

「あー、確かになぁ。なんでだ？」

「……それは……スグレンストのお酒、レイがこっそり薄めてた……二日酔いで魔物と戦うのは、いくらスグレンストが強くても危険だからって……」

「マジでかよ。ははっ、ロキよかよっぽどリーダーみてえなことすんのな、あいつ」

　……てめえ、くそゴリラ。

「おーおー、冗談だぜぇリーダー様？　そー睨むなってーの」

「あ、ロキさん、皆さん！　ダンジョン、見えましたよ！」

　大きな赤い門があり、その下には大量の色とりどりの花が咲き誇る。

　あれはダンジョンで命を落とした者へ手向けられた花の種が自生したもので、黄泉よみの入り口とも呼ばれる。

　ここはＡランクダンジョン、『死しの夢ゆめ扉とびら』。

　──王都から西へ行くと、山脈沿いに寄り添うように鉱山の洞窟がいくつもある。

　二年前、その内のひとつに眠っていたダンジョンの入り口を、鉱員たちが堀り当ててしまった。

　未登録ダンジョンだということもあり、侵入したとしても罰則はないのを良いことに鉱員が五十名ダンジョン内へ。

　目的は秘宝とダンジョン内の希少鉱石。

　しかし、侵入した全員が死亡。

　一般人は冒険者や聖騎士とは違い、ダンジョンの危険性の認識が甘い場合が多い。

　そして、不幸にも偶然見つけてしまったダンジョンにお宝の夢を見て扉を開けてしまった。

　それがこの『死の夢扉』というダンジョンだ。

「……ギルドでもらった通行証を、この扉の脇にある魔紋へあててっと」

　ゴゴゴゴ……ッ!!

　特殊な魔力が流れ扉が開く。

「さて、入るぞ……カナタのデビュー戦だな」

「よ、よろしくお願いします……！」

「うおー、ダンジョンの中暗いなぁ？　カナタ、魔法で明るくしろよ」

　スグレンスト、こいつ……リーダーでもねえくせに偉そうに。

「そんな言い方ないじゃんね。カナタ、ランプお願いできるかな？」

「はい！」

　返事をすると、カナタは背負っていたリュックからランプを取り出し火をつけた。

「あー、あなたも魔法で明るくできないの？」

　唇に指をあてながらヒメノがカナタへと聞く。

「え、そんな魔法があるんですか？」

「あー、やっぱり？　てっきり白魔法かと思ってたんだけど、レイがよく使ってたし。あれってレイにしか使えなかったのかなぁ？　あなたの前にいた白魔導師も使えなかったしさ」

「……ああ、なるほど。多分そうだと思いますよ。レイ様は魔法も色々と調べ研究していたみたいですから」

　レイにしか使えない魔法だと……いや、確かに原理がわからなかったな。

　だからこそこうしてランプの火を頼りにダンジョンを探索しているわけだが。

　ランプって消えやすいんだよな。しかし、他の冒険者もこうしてダンジョンを攻略しているしな。

　レイはそういうところも補っていたのか。

　いや、まあ、いい。とにかく、この『死の夢扉』を攻略しようか。

「……スノードロップ……」

　フェイルが不意に言葉をもらした。

「ん？」

「……ここに咲いている花だよ……」

「ん、ああ。そうか……」

　──そうして俺たちは扉を潜った。

　──暗く長い岩におおわれた道。

　周囲に注意をはらいながら、ゆっくりと慎重に進んでいく。

「……なんか、この洞窟」

　ヒメノがそこで言葉を止めた。なんかこの洞窟……なんだよ？　最後まで言ってくれよ。気になるだろーが。

「ん、どうしたヒメノ？　何か気になることでも？」

「本当にＡランクなのかな？　私の『剣けん聖せいの加か護ご』が強く反応してる……」

「って、ことはダンジョン内にはＡレート以上の大物がいるってことか……」

　ヒメノに宿る『剣聖の加護』は選ばれた剣士のみに発現するもので、一時的な身体能力の向上、反射神経強化等の戦闘能力が爆発的に上がる。

　そのおまけみたいな力で、自身と同等以上の強敵が付近にいるとそれが反応して知らせてくれるらしい。

「……どうしますか、Ａ以上はかなり危険かと」

　カナタが不安そうな顔でこちらを見る。

　……確か、レイがいた時は……それでも行ったよな。だが皆無事に帰ってきた。

　あれ、というかＡランクダンジョンって、二回攻略したけどどっちもレイがいた時だったよな。

　思えば、最後に高ランクを攻略してから五年もたってるのか。

　……よし、このＡランクダンジョンを攻略してレイの影を払拭する。

　俺のパーティがＳランクの地位にいるのは、あいつの力ではないということを証明してやろう。

「いや、大丈夫さ。俺たちはＳランクパーティ……Ａランクのダンジョンなんて攻略できて当然だからな」

　Ａランクダンジョンで気をつけねばならないポイントは大きく分けて二つ。

　①魔物の平均ランクがＤ～Ａで、必ず一匹の魔物ごとに狩っていくこと。

　たとえＤランクの魔物であっても、数が多ければ危険な状況に陥りやすい。

　②ダンジョンは侵入者を逃さないよう、迷宮になっていて迷いやすいので目印をつくること。帰り道がわかるようにしっかりと魔ま力りょく痕こんでマッピングしておかなければならない。※魔力痕=壁や地面に魔力を流して目印にする。

　脳内で確認した時、ふと思い出す。

　……そうだ、レイがいた頃はそうした『まとめ狩り』だってできてたんだよな。

　あいつが敵の気を引きながら動いていたから。

「……」

　しかし、あいつはもういない。……そして、いらない。

　そうだ。俺がそれをやればいいだけの話だろう？　戦いの流れ、パーティ全体の動きを観ながら、俺が敵の注意を引く。

　回避力と状況判断力が同時に求められるが、レイができていたんだ。俺にできないわけはない。

「……行こう、初陣だ」

「あ？　初陣？」

「カナタがお初だからでしょー？」

「あ、はい、よろしくお願いします！」

「……」

　いいや、これは初陣さ。やつの影を……レイの存在意義を俺が埋めてやる。

　あいつは殺して正解、俺がいればこのパーティはどうにでもなるんだから。

　俺あってのＳランクパーティ、『グンキノドンワ』だ。

　そうして奥へ進むこと数時間。数度の魔物との交戦を経て、下層に通じる道を発見した時、そいつは現れた。

「──いるね」

　ヒメノが静かに言った。

「何匹だ？」

「一匹」

「……強いか？」

　ちらりと見たヒメノの表情が強こわ張ばっていた。

「多分、ダンジョンマスター」

「ダンジョンマスターだと!?　最下層のフロアボスがなぜ……!?」

「わかんない……けど、逃げろって加護が叫んでる。この感じは、レートA＋～Ｓくらいかも」

「おいおいおい、マジでかよ！　そのレベルはユグドラシルの魔物クラスじゃねえかよ！　どーすんだ、リーダー様よォ!?」

　このくそゴリラ……いや、今はこんなのにイラついている場合じゃない。

　しかしどうする、これはさすがに逃げたほうがよくないか。

　まだパーティに入ったばかりのカナタがいるんだぞ……もしまた彼女を死なせてしまったら、白魔導師ギルドに責任を問われ、もう上級ヒーラーを雇えなくなってしまう可能性が……。

　いや……大丈夫だ。あれから、ユグドラシルから五年もの時が経っているんだぞ？

　そうさ、俺たちはいくつもの戦闘を経てあの頃よりも強くなっている。

「──やろう。……あの頃の俺たちとは違う。勝てるさ」

　それにこれは逆に考えれば幸運なのかもしれない。ここでダンジョンマスターを殺せばあとは最下層までゆっくり進むだけだからな。

「ははっ、いーねえ！　さっすが『グンキノドンワ』リーダー様じゃねえか！」

「うう……あ～もう！　仕方ないわね！　久しぶりにスリリングなバトルになりそうね……本当は嫌だけど！」

「……ッ……」

「が、がんばります……よろしくお願いします！」

　ひたひたと暗がりの向こうから歩く音が聞こえる。

　やがてランプの灯あかりが届く範囲に入り、その相貌が文字通り明るみに出た。

　それは、女性の人型アンデッドテラーだった。

「……こんにちは、冒険者のみなさん」

　体の部分部分がゼリーのように溶けている。

　言葉を喋しゃべる……特異個体。

　城で自分が言った言葉を思い出す。

　アンデッドテラー……勇者パーティでも四人で狩らねばならないレベル。

「あら……お喋りは、嫌いですか？」

　アンデッドテラーはにこりと微笑んだ。

　……いいさ、勇者パーティと同等になってやる。
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　背筋の凍るような戦況。

　今、私、フェイルは震える脚を無理やり動かし、やつの陽動を試みる。

　かつての仲間、あの白魔導師のように。




（……こ、怖い……彼は、いつもこの恐怖と戦い続けていたの……！）




　──右、左……フェイント、からの後ろッ！

　アンデッドテラーが両腕を液状化、無数の鞭むちへと変えた瞬間、猛攻が始まった。

　人型の本体は動かず、その鞭による攻撃が獲物に飛びつく蛇のようにあちこちから飛んでくる。

　ギリギリのところで避け続けていたけど……ダメ、もう限界が……。

　こんな攻撃にさらされ続けている以上、黒魔法を撃つ隙なんてありはしない。

　まるで小さな竜巻……全てを破壊し、増幅する。

　……盾役、スグレンストも初撃で吹き飛ばされ気絶している……。

　リーダーのロキも右腕と左足を落とされ、ヒメノが二人を守っている……けど、それももうヤバい。

　カナタはその後ろでロキの傷口を癒している。出血を止め、痛みを抑えているが、アンデッドテラーの猛攻にさらされながらでは集中して治療もできない。難航しているようだ。

　私の黒魔法をぶち込めば、その隙に逃げられそうだけど……無詠唱で魔法を撃てる私でも、避けながらでは発動は難しい。

　……ああ。ふふっ。

　またもやあの白魔導師を思い出し、つい笑ってしまう。あの人は動きながらでも魔法を発動していた。




　……やっぱり、凄いな……。




　──削り取られる体力と精神。




　……これは、詰んでる……。もう……。




　──頭がくらくらしてきた。




　……まあ、いいか。




　これは、罰なのかもしれない。

　そう……罰。

　私はあの日、仲間を見捨てた。

　あの人が……今の私たちを見たら、どう思うのかな。

　裏切り者が死にゆくこの状況を喜ぶ？

　……喜んでくれたら、いいな。

　努力家で、がんばり屋な……。

　私は知っていた。彼がこのパーティを支えていたこと、裏で努力し勉強し私たちのサポートを完璧にこなしていた。

　だから、何度もロキやヒメノに伝えたのに。彼らはそれを冗談としか認識しなかった。

　やがて私は、私の言葉には力がないことを悟り喋ることも少なくなる。

　彼らに何を言っても無意味だ。

　リーダーのロキは自分の栄誉と保身、パーティランクのことだけしか考えていない。

　ヒメノも自身の剣と洋服や身なり、金のことばかり。

　スグレンストに至っては魔族人間関係なしに殺し、暴力が楽しめれば良いという男だ。

　だから、私は喋ることをやめた。

　──ズバッッッ!!

「あっ、ぐっ」

　アンデッドテラーの鞭が指をかすめ、杖つえを握る五本の指が綺麗に落とされた。

「──ぎっっ、ぐぐぅ」

　その痛みに気をとられ、その隙に背を切り裂かれた。血が吹き出し、私は地面へ倒れる。

「……がっ……あっ、あっ」

「フェイルーーー!!」

　向こうでヒメノが叫んでる。

「あらあら、凄く綺麗な悲鳴ね。もっと……その艶あでやかな美声で歌ってちょうだいな」

　アンデッドテラーはご満悦のようで、満面の笑み。

　──死ぬのは、怖い。

　そう、『死』は終わりだ。

　最も恐ろしいモノ。

　あの日、仲間を置き去りにした時、それを止めようとすればきっと魔族との混血である私が代わりに置いていかれると思った。

　混血である魔女の私を嫌う人は多い。それ故に、ダンジョンへ置いていって死んでも構わないと、私が彼の次の候補かもしれないと思うと……何も言えなかった。

　助けたいと死にたくないを天秤にかけ、私は『死』を恐れ、自己保身へと走ってしまった。

　そう……そうだ。私も同じなんだ。

　ロキやスグレンスト、ヒメノと。

　だからこれは罰だ……。

　遠くでヒメノが叫んでる

「あぐっ、ごぽっ……ぶふっ」

　──口から泡混じりの血がこぼれ出した。

　わたし

　もうだめだ

　背は裂かれ、指は落とされ、腹部にも穴が開いている

　池のように血だまりができてる……意識が、遠のく

　──彼の、優しい笑顔が思い出とともに過る。

　……でも、まだ……だめ、最後に……逃がしてみせる

　この命にかえて……彼と同じ白魔導師のあの子を……！

　──あの時、できなかったことを……！

　なんの意味もないかもしれない

　でも

　やるんだッ！

　死ぬ……前にッ！

「……ぎ、」

「ん、なーに？　そんなに目をぎらつかせちゃってぇ……」

　──吹き飛べッ!!

「……ギガフレイムーーーッ!!」

　しかし、その時気がついた。

「あ……」

　──いつのまにか両腕が、切り飛ばされていることに。

　これじゃ──撃てな……

　──アンデッドテラーがにたりと嗤う。

　……とおくでひめのがさけ……




　ズギャッッッ!!




　零こぼれ落ちる赤い臓物と




　ブシュウウウウ──




　転がる手首




　ドチャッ




　ああ……レイ……ごめ……ね




　失われた眼の奥で、静かな闇の音が聴こえた。





◆◇◆◇◆◇






「……あ、ロキさん!?　気がつかれましたか!?」

「……うっ……ってぇ……あ、あれ？」

「今、先生をお連れしますね、待っていてください！」




　気がつくと俺は、白魔導師ギルドのベッドの上で治療を受けていた。

　動かず、痛みの走る体……しかしあの惨劇をやり過ごし、助かったという事実に安堵する。

「……い、生きて……」

　そして思い出す、ダンジョンでの絶望を。

「あ……ああ……」

　……右腕と左足が、な、ない……。

「ロキさん、お目覚めになられましたか」

　呼ばれてきた白魔導師が俺に話しかけた。

「あ、ああ……」

「まだお体は痛みますか？　鎮痛剤を投与したうえで魔法により痛みの緩和を施してますが……」

「……大丈夫だ……」

　痛みはない、が。失くなった腕と脚は……どうにかできないのか。

　これでは冒険者として活動できない。

「この腕と脚……治せないか？　金ならいくらでも出す……」

「え……」

「お、俺を知っているだろう？　そう、四大貴族ヴィドラドールの息子だ……金はいくらでも出せる」

「あ、えっと……そうではなく……」

　困り出す白魔導師。こいつでは話にならないか？

「あら、元気そーだね、ヴィドラドールの坊ぼっちゃん」

　両手を白衣のポケットに突っ込んだ女が来た。

「お前は？」

「おれはこの医療院の長さ。まあ、んなことどうでもいいよ。ところで、失なくした腕と脚だっけ？」

　おれ？　男っぽい喋り方の女だな……見た目は美人だが。

　いや、だが……やはり治せるのか！　カナタは欠損した四肢を戻すなんて白魔導師にはできないと言っていた。しかし、レイができていたんだ。やつだけができるなんてやはりありえない！

　おそらく、カナタ程度では教わることができない秘術か何かで、トップクラスの魔導師ならば可能に違いない。

　魔導師の世界にはよくあることだ。

「そうだ。治せるだろ……頼む。俺はここで終わるわけにはいかないんだ」

　まだ、まだだ……俺は、弟に負けるわけには……。

「ああ、治せるぜ？」

「そ、そうか、良かった！　……なら」

「お前が見殺しにした、レイ・ディン・フールにならな？」

　あ？

　いや……いま、なんて

「腕、脚それらの四肢や臓器、あいつに復元できないモノは、『魂』と『魔力回路』以外はないからな。だが、彼はお前が殺した……いや、お前らか」

「ば、バカを言うな殺すわけないだろ……俺は王に認められし冒険者パーティ、『グンキノドンワ』を率いるロキ・ヴィドラドールだぞ？　それに仲間殺しは重罪だ、そんなことやるわけがない!!」

「ふーん、あそ」

　女はぷいっとそっぽを向いた。なんなんだこいつは……。

「さっきも言ったが俺はヴィドラドールだぞ！　これ以上そのいい加減な妄想をべらべらのたまうなら貴様を……」

　しかしその時、俺の言葉を遮るように女は言った。

「この五年でお前のパーティに入った白魔導師のみが二人死んでるんだよね。あ、レイを入れれば三人……今回カナタが死んでいたら四人。この数字はありえなくないか？　だって白魔導師だぜ？　一番攻撃にさらされにくい後方に位置するヒーラーがなんでそんなに死ぬんだよ」

「……いや、ヒーラーは敵の注意を引く役目があるだろが……」

　側にいた患者や魔導師が皆驚きの表情を浮かべた。

　……な、なんだこいつら。何かおかしなこと言ったか？

「知らねえの？　それ、できるのレイだけなんだぜ？」

　ドクンと、心臓が大きく鳴った。

「……まさか白魔導師がパーティの要だってこと知らねーのか？　ヒーラーが死んだら誰が傷なおしたり毒とか除去すんだよ。ヒーラー守らねーとダメって冒険者の基本だろ……マジでこれだから名前に守られてる貴族のガキは、っとあぶね」

　いや、聞こえてんだよ……こいつ、ぜってえ殺す。

「あー、まあ、とにかく今回の件。カナタの報告聞いて納得したわ。おまえ、死にかけた時カナタ突き飛ばして囮にしようとしたろ」

「ッ……あ、あれは……」

「うるせえ！　こっちは大事な白魔導師の仲間を殺されまくって頭にきてんだ！　大だい聖せい女じょに報告してやる……たとえヴィドラドールに守られていても今度という今度はタダじゃすまねえからな！」

　だ、大聖女……やばい、やつは『神しん命めい教きょう会かい』のトップ。王と対等に口を利けると言われているほどの権力者。

　ヴィドラドールの俺でさえ、やつがその気になれば……ど、どうする。

「つーか、てめえどのみち冒険者なんざできねえだろ」

「……え？」

　や、やばい、テンパって頭が回らない。

「……他の仲間」

　あ、忘れてた……そういえばあいつら……？

「スグレンスト意識不明、ヒメノ失明、左手、左足損失。フェイル行方不明……おそらく死亡、だ」




　……あへ？











六章　ヴォーダン村の夜






　～約二年前～




「……レイ……」




　ダンジョンの入り口を覗く、黒魔導師。彼女は何かを覚悟し、足を踏み出した。

「あ、おい、おまえ！」

「!?」

　突如目の前に現れた幼女。黒魔導師は取り乱した。

「まーたおまえかー！　こないだから見とったぞ、おまえ。ちょいちょい来てたけど、入る準備しとったのか」

「だ……だれ」

「え、わし？　わしはこのダンジョンを庭とする美少女、名を」

「どいて」

　脇を通ろうとする黒魔導師を謎の幼女が止めた。

「いや、無視!?　つーか、入んなよ！　おまえでは死ぬぞ!!」

「……それでも……迎えにいかなきゃ……」

「え、誰を……って、おまえ」

　謎の幼女は、じろじろ黒魔導師を眺める。

「あー、おまえの魔力……見覚えがあると思ったわ。何年か前ダンジョンに来てたのう、おまえ」

「……いいから……どいて。私はレイを迎えに……」

「んあ、レイ？　レイって……白髪の？」

「え!?」

「おまえ、あいつの仲間か」

「……あ、えっと……仲間……かな。……いや、多分……もう仲間とは、レイは思ってくれない……」

　うつむき今にも泣き出しそうな黒魔導師。

「んー、まあ、でもおまえ、死ぬ覚悟でダンジョン入るつもりだったんじゃろ？　一度来たなら、このユグドラシルがどれ程危険な所か知っとるはず……それでもおまえはレイを迎えにいこうとしとる。命を捨ててまで助けたいと思うなら、それは仲間じゃろうよ」

「……でも、命は……私が死んでレイが戻るわけじゃないから……」

「え、いや勝手に殺してやるなよ」

「……え」

「あいつふつうに生きとるぜ？」

「は？」

　黒魔導師は目を丸くする。

「ダンジョン内で生きていくと言っておった。だから心配すんな」

「え、え？　それは、本当に」

「うん。あいつはわりと元気じゃ、死んどらん……だからもう入ろうとすんな。たまにじゃが上層にもＳレートの魔物が徘徊しておる。運悪けりゃ死ぬぞ、おまえ」

「……そっか……生きてる、生きてるんだ……」

「いや、聞いてねー。なんでレイといいおまえら無視すんの？　基本的にスルースキル高めなのなんで？」

「……いや、きいてる……わかった、もうこない」

「おー、うんむ。いい子じゃ」

「……関係ないけど……」

「？」

「あなた……喋り方、変だね」

「おおん!?　なんじゃ、おまえやんのか!?」

　くすくすと笑う黒魔導師。

「……あー、まあ、古い人間じゃからな、わし。そんなことはいい、レイに何か伝えることはあるか？　何かあるなら、伝えとくぞ」

　黒魔導師は考え込む。

「……」

　その時、謎の幼女がぼそりと独り言をこぼした。

「……あいつにも、こんなに想ってくれる仲間が。帰る場所が、あるんじゃな」

「……え？」

「いや、なんでもない。決まったか」

「……うん……伝えてほしいことは、ない」

「いや、ねーんかい！」

「でも、かわりに……これを、１２５階層の……大きな岩がある所に、置いといてほしい……」

　黒魔導師はリュックを差し出した。微かに残るオーラから、それはレイの物だとわかった。

「ふむ、これを拾わせればいいのか？」

「うん……あと私のことは言わないで……」

「え、なんでだよ？　まどろっこしいな、おまえ」

「……私からだとわかれば……使わないだろうから……あくまで落とし物で……」

「んんん。よくわからんが、いいよ。わかった」

「……じゃあ、お願いします。可愛い幽霊さん」

「……おう」

　黒魔導師がダンジョンを去ろうと出口に向かおうとした時、謎の幼女は呼び止めた。

「あ、おい！　……おまえ、これ持っていけ。レイはわしの弟子だからな……その弟子を心配してくれた礼じゃ。レイなだけにな、ぶはっ！　やべえ！　ウケるッ!!」

　一人爆笑する謎の幼女を、氷雪系魔法より寒い眼差しでを見据える黒魔導師。

「ご、ごほん、はい……『魂こん命めい石せき』これ、うちのダンジョンの希少な鉱石。売ったら高いからお小遣い」

「……いいの？」

「うん、よいよ。もしかしたら、レイが地上へ戻る時がくるやもしれん……そん時はよろしく頼む」

「……わかった。ありがとう……」

「おう、じゃあの！　もう来んなよ！」




◆◇◆◇◆◇




「──あ」

　日が落ち始めた頃、僕とリアナは木々の隙間に微かな灯りを見た。

　希望の光とも思えるそれを目指し、獣道とも呼べそうな険しい林道を抜けると、そこに忽然と村が現れた。

「村、村です……着きました！　着きましたよ！」

「うん、村だ。良かった……」

　ホッとしたのかリアナはその場にへたり込んでしまう。無理もない、なぜなら今の今まで道に迷っていたんだから。

　いつの間にか道なりに進んでいたはずが、森林内へと突入し、そして運良くこの村へとたどり着けた。いや本当に焦った。

「立派な砦とりでだね」

「そうですね、これは村の生命線でもありますから……」

「魔物から村人を護る、神力で創られた防壁か」

　村の周囲は高い神力を宿す石の壁で覆われている。

　これはどこの村や町、王都にもあり、数年前に起こった魔物による襲撃被害を経て政府が増築したものだ。

　これにより出入りできるのは、今僕らの眼前にある青く光る大きな扉、『神門ごうど』だけだ。この神門は神力で作られていて魔力の有するモノを通さない。魔獣、魔族は勿論、人間でさえも。

　魔導師ではない者も、目には見えないが微量な魔力を有している。なので、同様にこの神門は通れない。

　僕はその扉ごしに、その向こうにいるであろう人間に話しかける。

　多分、神しん木き主ぬしという、この門を守る騎士が側にいるはずだ。

「すみません、どなたかいらっしゃいますか？　村に入れてほしいんですが」

　数秒の間があり、男の声が聞こえた。

『なに、人だと!?　これは珍しい……!!　わかった、今門を開けよう』

　すると青い門がフッと煙のように霧散し消えた。村の中へと通ずる洞穴のような短い道が姿を現す。

　その向こう側から先ほどの男の声が聞こえる。

「さ、魔物が来ないうちに早く入ってくれ！」

「すみません、ありがとうございます」

「……あ、あ、ありがとうございます！」

　門番が神門の横にある神紋へオーラを流し込むと、再び青い門がその出入口を塞いだ。

「ふう、よしっと。いやはや、まさかこんな時間に旅人が来るとはな！　驚きのあまり反応が遅れてしまったよ。俺は聖騎士のアトラ、一応、階級はダイヤだ。この村の『神木主』を務めている」

　神門のある場所には、必ず聖騎士が『神木主』という門番として、一人～三人常駐している。

　この神門は彼ら聖騎士のオーラ、神力でしか起動させられないため、聖騎士が配属されており、その神木主に選ばれるのは大変栄誉のあることだとされている。

「神木主ですか、まだお若いのに……凄いですね」

「いやいや、たまたま白しら羽はの矢が立っただけさ。腕もまだまだ未熟だしね、はっはっは！」

　大きく口を開けて笑う彼は、僕よりも少し背の高い青年で、長い槍を背負っていた。そして、その動きでかなりの腕であることが予想ができる。

　凄いな……見たところ、二十代そこらだろうに。神木主とは。

「僕はレイで、この子はリアナと言います。しかし、こんな夕暮れ時に訪れてしまってすみません、森でかなり迷ってしまって」

「す、すみません」

　リアナがペコリと頭を下げる。

　魔物のうよめく森の中に位置するこの村なら、この時間帯に門を解除するのはできるだけしたくなかったはずだ。村人に睨まれないといいけど。

「今まであの森に？　よ、よく命があったな……運の良いお二人だ」

「ホントにですね」

「あー、いや」

　なぜか彼は言いよどんだ。

「……うむ、まあいいか。せっかく来てくれた旅人さんを怖がらせるのも申し訳ないが、事が起こってからでは遅いしな」

「？　怖がらせる？」

「今のここ周辺の森は特に危ないんだ。……というのも、実はこの村は問題を抱えていてな」

「問題？」

「数ヵ月前から、タチの悪い魔族に狙われている」

「タチの悪い……魔族に狙われている？」

「ああ、ワーウルフは知っているか？　別名、人じん狼ろうとも呼ばれる魔族だ。この村の人間はやつらに包囲されていて……ここ数ヵ月狙われ続けているんだよ」

「ワーウルフですか、僕らは見なかったな」

「それはそうだろう、出くわしていたら君たちは今ここにはいない」

「それほど強い個体なんですか？　ワーウルフはレートでいえばC－……数ヵ月もそんな状態であれば、異変を察知した国王騎士軍が聖騎士を派遣したはず……それでも倒せなかったと？」

「おおう、察しがいいな君は！　確かに聖騎士はダイヤが四人来た。が、しかし皆殺されてしまったよ」

「ダイヤが四人殺された？　ワーウルフに？」

　アトラは目を閉じ、数秒ののち答えた。

「ああ、そうだ。全員ワーウルフに殺された」

　……ありえるか？　C－レートの魔族なら、聖騎士なら一人でも倒せない相手じゃない。もしかして、これは……。

「ワーウルフは一人じゃない……？」

　僕の出した答えに、アトラは驚き目を見開く。

「やはり君は鋭いな……その通りやつらは三人いる。おそらくずっと三人で狩りをしてきたのだろう。やつらの連携力は凄まじく、最初に奇襲を受けた一人の聖騎士は瞬く間に殺されてしまった。そこからは圧倒的だった……やつら持ち前の俊敏さを活いかし、次々と一対三の状況を作られて、あっという間に皆殺されてしまったよ」

　確かに連携の上手うまいワーウルフはA＋の魔族にも匹敵するとされている。

　しかし、何か違和感が……この感じは。

「そういうわけで、村から助けを呼びにいくこともできず、旅人や冒険者が訪れてもやつらに襲われてしまい、我々はこの砦の内に長い間閉じ込められている状態なのさ」

「なるほど……となれば、食料が尽きるかやつらが諦めるか、もしくはさらに助けがくるか、か」

「うむ。聖騎士三人が消息を絶っているからな、いずれまた聖騎士が派遣されるとは思うが、それがいつになるかで我々の運命は決まる」

「……食料が尽きる？　もう残り少ないんですか？」

「残念ながら、もう僅かしかない」

　アトラは目線を落とし、暗い表情で続ける。

「前に……この状況に危機感を抱いた村人が、力のある男を数人が助けを呼びに行かせたことがあったんだ。村の状況を近隣に知らせ、応援を呼ぼうとしたんだ。しかし、それは叶かなわず……無惨にもその翌日には、砦の前に彼らの頭部が並べられていた。……逃げられないぞ、というメッセージなのだろうな」

　動き方からして村人を疲弊させてからまとめて喰う気のようだ。しかし、ワーウルフは知能が高い魔族だけど、こいつらはより賢いな。

「と、村の状況は理解してもらえたか？」

「ええ、とてもよくない状況だということは理解しました」

「訪れたばかりでこんな話をしてしまってすまないな。とりあえず、宿でもとって旅の疲れを少しでも癒してくれ」

「わかりました、色々と教えてくださってありがとうございます」

「あ、ありがとう、ございます……」

　そうしてアトラの話を聞き終わる頃、少し先の木の陰から視線を感じた。といってもこの村に入ってからずっと気がついてはいたんだけど。

　アトラとの話が終わったのを察知すると、二人の子供が飛び出してきた。こちらに向かって、ととととっと走ってくる。

「おゆうしょくもってきたよ！」

「おそくなって、ごめんなさい」

「お、シュウにリズ、ありがとな！　うん今日もまた美味うまそうだな～！」

　二人はアトラへと弁当を手渡すと、頭をなでられ気持ちよさそうに笑みをうかべた。

「えへへ」「いひひ」

　そして今度は僕とリアナをまじまじと見つめてきた。男の子と女の子。この二人は、アトラの子供かな？

「お子さんですか？」

「え……ああ、いやいや、違うよ。はは」

　アトラは首を横に振る。

「その子たちは村の宿屋の子だ。俺はこの場所から動けないからな。食事をこの二人にいつも届けてもらってるってわけなんだよ」

　神木主はこの門の近くからは基本的に動けない。なのでこうして食事を運んできてもらわなければならない。そういった意味でも大変な役目だ。ちなみに門の隣にある小さな家が神木主用の住居でそこで生活をしている。

「そっか、二人とも偉いなぁ」

　僕がそう褒めると、二人は嬉しそうに飛び跳ねた。

「えらい！　にへへ」

「えらーいっ！　やたー！」

　……屈託のない二人の笑顔が、あの頃の僕らを思い出させる。

　辛く厳しい奴隷時代だったけど、この子らのように二人笑い合った日々が懐かしく重なる。

　ああ、早くまた……彼女の笑顔が見たいな。

「そーだ、シュウ、リズ。このお兄さんとお姉さんをお前らの宿へ案内してやれ。久しぶりの客だ、お母さん喜ぶぞ～！」

「ホントにー!?」

「おかあさん、よろこぶの!?」

「ああ、絶対喜ぶはずだ！　二人も泊まるとこ決めてないだろ？　この子たちの所にしてくれないか？　風呂は広いし、飯は美味い、オススメするぞ！」

「あ、じゃあ案内してもらおうかな。リアナもそれでいい？」

「は、はい、私はレイ様と供にまいります……！」

「えっと、それじゃあシュウ、リズ、お願いできるかい？」

「「はーい！」」

　二人して元気よく右手を上げる。そんなシュウとリズの頭をなでてあげるアトラの表情はとても優しい。

　本当の子供のように二人を慈しむ彼を見て僕は今まで抱いていた違和感を否定した。

　そんなことを考えていると二人が駆け寄ってきて、僕とリアナは子供らに手を引かれ、宿へと道案内される。

「こっちだよ！」

「きてきてー！」

「わわっ……っと！」

　リアナが子供たちの勢いに負け、つまずきそうになっている。

「ふ、二人とも、落ち着いて！」

「あはは、はーい」

「あーい！　えへへ」




　着いた宿屋はレンガ造りの綺麗な建物だった。看板には大きく店の名前が書かれており、巻き付く蔦つたとひび割れが年季を感じさせる。

　そして店内へと二人に手を引かれながら入る。しかしカウンターには誰もいなかった。

「おかーさーん！」

「おきゃくさまだよー！」

　二人が大きな声で呼び掛けると、店の奥の方から微かに声が聞こえた。

　やがて、姿をあらわした女性は慌てて来たのか、息をきらしていたのを整えながら言った。

「お、お客様……！　いらっしゃい、ませ……ぜえ」

「あはは、おかあさん、おもしろい」

「ぜえぜえしてる、あはは」

「あの、すみません、急に訪れてしまって」

「いえ、全然！　最近はお客様が少なくて、ホントにありがとうございます、助かりますよ！　……と、いうより、よくこの村までたどり着けましたね、凶悪な魔族が村の外をうろついているらしいんですけど」

　ワーウルフのことを言っているのだろう。

「ええ、僕らは運良く出くわさなかったですね」

　……運良く、だがしかし臭いがなかったのは不思議だ。村の周囲に潜んでいるのであれば、僕の鼻ならすぐわかるはずなんだけど。たまたま近場にはいなかったのか。

「凄いですね、今まで二回、村の男がやつらの隙をついて助けを求めに村を出たことがあったんですけど、皆やられてしまって。……ワーウルフという魔族は嗅覚が鋭いでしょう。それを搔かい潜くぐるなんて……旅人様は強運なのですね」

　強運かどうかはともかく、確かに変な話だな。やつらの鼻であればすぐに襲撃しようと僕らの前へ現れてもおかしくはなかった。

　やはりたまたま近場にはいなかったのか。

　もしくは、アンデッドテラーを仕掛けてきたやつと関係していて、そいつがコントロールしているのか、だ。

「あの、詳しくお伺いしても良いですか。この村で起きているその事件について」
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　宿屋の店主である、子供の母親から聞いた話。

　三人のワーウルフは約一ヵ月前に現れ始め、最初の被害者となったのは村の若い女。

　彼女は村の外へ食料を狩りにいっていたところ、消息を絶った。

　いなくなったその二日後、村の神門の前に彼女の頭部だけが置かれていた。

　頭が割られ空っぽで、舌を抜かれ、目玉はくり抜かれていて、やつらの餌食になったのだとすぐにわかった。

　それから討伐隊が村の男で結成され、交戦するも全滅。

　その数日後には、聖騎士が三人も来て討伐へ赴いてくれたが、それもあっさり全滅。

　さらに応援を呼ぶために村の男が村を離れたが、これも全滅。

「凄いですね……聖騎士を三人も……」

　リアナがこわばった表情でぽつりと言う。

「うん」

　宿の一室で聞いた話を整理する。ちなみに別々に部屋をとろうとしたら、拒否られたので相部屋になった。

　なぜかリアナに「困ります！」と言われたが、僕もこの状況は「困ります！」なんだが……。まあ、いいや。ベッドは彼女に渡して僕は床で寝よう。

　そしてリアナが僕に問う。

「レ、レイ様はワーウルフと戦ったことはあるのですか……？」

「ん、ワーウルフは冒険者時代に何度かあるよ。ダンジョンで出くわすことの多かった魔族だったからね。けれど、これほどの脅威となる個体は初めてだ」

「……そ、そうですよね。一般的にもワーウルフが出たとすれば聖騎士が赴き、すぐに討伐されることが多いですから」

「うん、このワーウルフは一般の個体とは違って、まるで人間を熟知しているかのようだね」

　そう、人の弱味を突いてくるかのようなやり方。厄介だな。……それにもうひとつ、村の抱えるワーウルフとは別の問題も。

「……けれど……それだけではなく、村ではもうひとつ不思議な事件も起こっていたなんて……」

「うん……神隠し、か」

　話によれば、村人が突然消えることが幾度となく起こっているらしい。

　ワーウルフが現れ始めた頃かららしく、その間に消えた人の数二十八人。女、子供には被害はなく、消えたのは全て男。悲鳴も血痕も遺体の一部もなく、気がつけば朝方には煙のように消えているという。

　そのため、ワーウルフとは無関係との話だが。やつらに襲われれば必ず騒ぎになるからな。

「こ、忽然と人が消えるだなんて、不思議な話ですね……。神門があるので、外からはワーウルフも侵入できないはずですし……」

「うん、そうだね」

　その時、コンコンとドアがノックされ、扉を開けるとそこには宿屋の店主さんが立っていた。

「あ、すみません、お客様。お食事のご用意ができましたので、ご都合の良い時間にお越しください」

　ああ、食事か。って、あれ？

「あ、えと……食料不足だって聞いていたんですけど、大丈夫なんですか？」

　その言葉を聞いた店主はキョトンとした顔をした後、にこりと笑みを浮かべこう言葉を返した。

「そう、ですね。確かにこの村は食料不足に陥っています。でも、せっかく来てくださったんです。どうぞ食べていってください」

「すみません、ありがとうございます」

「……あ、ありがとうございます」

　食卓へと行くと、用意されていたのは、小さなパンと少量の野菜サラダ、焼かれた肉がふたきれ。これが今だせる精一杯の食事なのだろう。ありがたくいただこう。

　しかし……さっきから視線を感じるのは気のせいではないはず。

　ふと向けた視線の先、扉の陰から子供二人がよだれをたらしていた。

「ご、ごめんなさい」

「いいにおいで、つい……ごめんなさい」

　おもしろい具合に慌てるシュウとリズ。

「君たちは食事は済ませたの？」

「う、うんたべたよ」

「パンたべた」

「……パンだけ？」

「うん、あまりたくさんたべられないんだって」

「でもがまんしてたら、たくさんたべられるようになるって」

　ぎゅるるるー。と、リズの腹の音が響いた。

「あっ」

　四人の視線がリズのお腹なかへ集まる。

　この子たちも食糧不足で、まともに食べられてない。まあ当然といえば当然か。けど……空腹だとなかなか眠れないんだよな。

　二人の姿に、僕は奴隷時代を思い出す。

　あの頃は最低限の食事しか与えられなくて、常にお腹を空かせていた。空腹で眠れない日もあったけど……でもいつも、あの子が食べ物を譲ってくれた。

　私はお腹が空いてないから食べて、なんて適当な理由をつけて。そんなわけないのに。

　彼女は、いつも僕を気遣ってくれていたんだ。懐かしいな。

「二人とも、こっちにおいで」

　二人を僕の席へまねき座らせる。二人は頭に「？」を浮かべていたが、僕の一言でそれは一瞬で消えることとなった。

「二人ともこの僕の食事を食べてくれないかな？」

「「えっ!?」」

「僕、お腹が空いてなくてさ……」

「ほ、ほんとう!?」「やったあ！」

　きらきらとした瞳。それはもう僕を映してはおらず、食事にそそがれていた。

　本当にお腹が空いていたんだな。

「ただ、ひとつだけ守ってほしい約束があるんだ」

「な、なんですかっ」

「なーにっ？」

　僕が人差し指を立てて、言う。

「ふたりで仲良く分けること、それだけ。できる？」

「「うん！」」

　二人の表情がパァっと明るくなる。

　子供たちに食事を食べさせていると、少しして騒ぎを聞きつけたらしく店主である母親が覗きにきた。

「二人ともー、あんまりお客様にご迷惑おかけしちゃだめ……って、こらー!?　な、なんであなたたちがお客様のお夕食を食べてるの!?」

　目を見開き駆け寄る店主に僕が説明する。

「あ、いいんですよ。僕が食べていいよって言ったので……僕はそれほどお腹も空いていないし」

「そ、そうなんですか？　……では、お代金から引かせていただきますね」

「あ、いえ、それはきちんととってください」

「よ、よろしいんですか？」

「はい。この食事は僕に出していただいたものですから」

「そう、ですか。すみません……ありがとうございます」

　申し訳なさそうにされ、耐えられずに僕は苦し紛れに話題を変える。

「あー……そ、そうだ。そういえば、神木主のアトラさんと子供たちは凄く仲がいいんですね？　さっきも食事を運んできたシュウとリズがアトラさんと楽しそうに話していて」

「え……ええ。二人ともアトラさんにはたくさん遊んでもらって、凄く懐いてますね。彼には感謝しかありません」

「アトラさんも嬉しいと思いますよ、ああして子供たちが美味しい食事を届けてくれるんですから」

「そう、ですかね。でも……」

　その時、僕は店主の顔が暗くなったのを感じた。

「……アトラさん別の町に住んでらっしゃるご家族を亡くされてるんです、魔族の襲撃にあったようで。……ちょうどシュウとリズくらいのお子さんもいたと聞いてました」

「……そうなんですか」

　彼は……彼も、大切な人を亡くしていたのか。

「あの日、彼には町に危機が迫っていると知らせがあったのですが、『神木主の自分がここを離れてしまうと神門が作れない』と村のことを想って残ってくれました……本当に感謝してもしきれません」

　そうか、だからアトラさんはシュウとリズに対して……。

　家族を失ってなおも戦い続ける……そして今度は守り続けた村が、同じ魔物によって危機的状況に陥っている。

　彼の心の負担は計り知れないな。

　食事を終え、食器がさげられる。

「おにいちゃん、ごちそうさまでしたっ」「ごちそうさまでしたぁ」

「うん」

「さ、食べたならあなたたちは歯を磨いて寝なさい。また明日お手伝いしてもらうんだからね」

「「はあーい」」

「おやすみなさーい」「おやすみぃ」

「うん、おやすみ」

「……おやすみなさい」

　……？　リアナの様子が変だ。どうしたんだろう。

「さて、私も仕事が残っているんで、失礼しますね。お二人ともゆっくりしてください」

「はい、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げるリアナ。

　そうして三人がいなくなった部屋に残った二人の間には、妙に重たい空気だけが残った。

　やっぱりリアナの様子がおかしい。

　眉間にシワを寄せ、うつむく彼女。

「……どうしたの、リアナ？　体調でも悪い？　もしかして料理に苦手なモノがあった？」

「い、いえ、大丈夫です……お料理とても美味しかったです……！　ごちそうさまでした。でも……その、ご主人様であるレイ様が子どもたちへ食事を差し上げていたというのに、私は……」

「え、ああ、僕は大丈夫だよ。長旅で干し肉くらいしか食べてなかったし、リアナお腹空いていたでしょ？　我慢して倒れちゃったりしたら大変だしさ」

　ああ、なるほど。それを気に病んでいたのか……優しい子だな。ほんとなら自分も子どもたちへ食事をあげたかったんだろう。

「……申し訳ない、です」

「ううん、そんなことない。僕はさ、あんまりお腹が空かない体質だからね。ほんとに気にしなくていいよ」

　唇を指先でなでながら、ごまかすように笑う。

「え？　そ、そうなんですか」

「うん。まあ、それに」

「？」

「……僕も小さい頃は、奴隷だったから。だされる食べ物もごくわずかで、よくお腹を空かせていたんだよね。食べ盛りだしさ、しょっちゅうお腹の虫が鳴いていたな」

　ああ、懐かしいな。あの頃は、一日中力仕事に使われてへとへとになっていた。

「食事は夜の一度だけで、十人くらいの奴隷たちが集まって食事をとるんだ。でも、少ない食事に耐えかねて……奪い合いが起きたりしてさ」

　子供の僕は力も弱いからいい標的にされていたっけ。

「……そう、なんですね」

「うん。でもね、その時助けてくれた人がいたんだ。……その子も奴隷だったんだけど。『私はお腹が空いてないから食べて』って言ってさ、いつも食事を分けてくれたんだ。ほんとはそんなはずないのに。だから今度は僕も、彼女がしてくれたことを他の誰かにしたくなった。……ていう自己満足かな」

　僕も彼女のように、手の届く範囲でいい。できることがあれば、手を差しのべてあげたい。

「そんなことはありません。……レイ様は、とてもお優しいんですね」

「……そうかな」

「ええ、あの食事のことは……あなたの優しさは、子どもたちも忘れることはないと思います……。素晴らしい、です」

「……ありがとう」

　彼女の言葉に噓はない……けれど、このリアナが人と話す時に目をそらす癖。

（……この子は人の目を恐がっている）

　……常にこちらに注意を払い、怯おびえ、自発的な発言が少ない。

　思えば、口を開いてもこちらを立てる言葉ばかりで……勿論、その全てがそうというわけじゃないけど、年端もいかない少女としては違和感を覚える。

　──その時、ふと思い当たった。

（あ、そうか……）

　……彼女は奴隷の高級品として厳しく教育されてきた。予想の範はん疇ちゅうでしかないけど、その過程で辛いこともたくさん経験したはずだ。

　おそらく心に傷があるんだ。それを隠し、それを見せないよう自衛している。

　おどおどとして、自信がなく。すぐ誰かに合わせてその場をやり過ごす。

（ああ、そうか。リアナは……昔の僕と同じなんだ）

　彼女の気持ちはわかる。攻撃され続けてきた過去の傷跡はたやすく消えたりしないことも。

　けど、今のこの子にはもうそんなしがらみなんてない、奴隷の証こそ刻まれているが、ただの十二歳の女の子。

　であれば彼女は彼女らしく、自由に生きるべきだ。リアナに絡みつく呪縛のようなそれをどうにか解消してあげたい。

「リアナ」

「は、はい……」

「僕と君は契約を結んではいるけど、主従関係ではないんだよ？」

「あ、え……」

　戸惑うリアナの頭をなでる。

　ネネモアが僕にそうしてくれたように。

「だからそんなに怯えなくていいんだ」

「……え、えと……はい」

　この子にはいずれ自分の道を見つけてもらいたい。奴隷としてではなく、自身の夢を追いかけられるような自分の人生を。

　せめて、それが見つかるまで側にいて護ってあげようと、そう思った。
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　──カポーン。

「……ふぅ、いいお湯だなぁ……」

　ヴォーダン村は、温泉で有名な村だ。旅人や冒険者、様々な人々が訪れる温泉村で、ワーウルフの問題がなければ村は普段もっと賑わっているらしい。

「……そのせいか、誰もいなくて貸し切り状態……」

　広々とした浴場に、白い湯気。そしてお湯の香りと温ぬくもり……。

　久しぶりの温かな湯に、心も体も緩んでくる。ここまでずっと殺すか殺されるかの命のやりとりをしてきたんだ。

　五年……五年もの間、ダンジョンで死闘を繰り広げ、それを越えてきた。僕の体は疲れを知らないが、精神的な疲労はやはりある。

　だから、こうして温泉でゆっくりできるのは結構有り難い。

　しかし、身も心もゆるゆるとお湯に浸かっていると、背後に気配がした。

「……し、失礼します」

「ん？」

　振り向くと、そこには一糸纏わぬリアナの姿が。

「ええええ、なんで!?　は、入るなら先に入っていいって言ったよね……？」

　自分の目を慌ててふさぎ、勢いよくツッコミを入れると、リアナは小さく「ひっ」と声をあげた。

　お、驚かせてしまった……って、いや、違う、だってこれは……え、な、なんで？

「あ、あの、はい。……わ、私が今ここにいるのは、おからだを流して差し上げたく……」

「き、気にしなくていいんだよ、さっきも言ったけど、僕らは主従関係ではないんだから、そんなことしなくてもいいんだ」

「……で、でも、すみません、私、不安で……！　これまでずっとレイ様に助けられてばかりで……私、何もできてなくて、だから……その。せめてできることを、したくて」

　彼女はその必要性を必死にうったえてくる。

　いや、その気持ちは痛いくらいにわかる。僕もかつてそうだった。パーティで不必要とされればどうなるかは心の奥底でわかっていた。

　だから必死にやれることをさがして、なんでもこなしてきた。必要とされるために……いや、だったら彼女のその不安を消してあげるべきか？

　……想いをくむことで彼女の心が少しでも軽くなるのであれば。

「……わかった、背中をお願いするよ」

「ほ、本当ですか……！　背中だけでなく、全身をくまなく綺麗にして差し上げます……！　私、頑張ります！」
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「ぜ、全身!?　そ、それは、いいかな……」

「遠慮なさらないでください……！　私、綺麗にするの得意なんです……！」

「え？　あ、あー、うーん」

　戸惑いを隠せず、狼ろう狽ばいしているとリアナに素早く背後に回られた。




「……」「……」




　……無言の圧を感じる。気のせいだろうけども。

　ま、まあ、とりあえず背を流してもらうために、大人しく座ろう。

　座るとリアナは、「ありがとうございます」と嬉しそうに言い、布を泡立て始めた。

　そしてゆっくりと僕の背を擦り始める。

　背中を一生懸命にごしごし洗ってくれるが、やはり少女の力でまるでただなでられているように感じる。

（……でも）

　こんなことをされるのは初めてで、恥ずかしくてくすぐったいけど……不思議と心地いい。

　なんだろう、リアナの優しい手つきが……安心する。

　そんなことをぼんやり考えていたら、リアナが口を開いた。

「……髪……ほのかに紅いですね……」

「ああ、それは、浴びた血の影響で……元々僕の髪色は白髪だよ」

　あ、と思ったがもう遅かった。怪け訝げんな顔でこちらを見ている。

「あ、えーっと、ずっと魔獣を狩る生活をしていたからさ。その血を浴びていたら色が落ちなくなってしまって」

「血……魔獣の血液は魔力濃度が高いと言われています。だからなのでしょうか……」

「うん、そうなんだ。だから生え変わるまではこの変な色の頭を我慢するしかない」

「そう……なのですね。あ、背中は終わりました……前洗うので、こちらへ向き直ってください」

「それは断る」

　即答した。




　──コンコン。

　僕とリアナが温泉から部屋へと戻り、寝ようと準備をしていた頃、ドアをノックする音がした。

「あの……すみません、お客様。村の長がお二人に会わせてほしいと来ているんですが……よろしいですか？」

　村長……話はおそらくワーウルフの件だろう。

「あ、はい。大丈夫ですよ、どうぞ」

　扉を開くとそこには白い髭を長く伸ばしたご老人と宿の店主がいた。

「旅のかた、こんな遅くにすみませんのう。お休みのところお邪魔をしてしまいまして……」

「いいえ、大丈夫ですよ、お気になさらず。それで話というのは……もしかして、例の魔族の件ですか？」

　村長はゆっくりと頷いた後に、話し始めた。

「……ええ、そうです。この村は魔族によって脅威にさらされております。村を守りにきてくださった騎士様も三名いたのですが、全てその魔族を倒しにいき帰らぬ者となりました。そして村の内部に貯蔵されている食料は尽きかけており、疲弊していくばかりで、しかし皆逃げることもかなわず……」

　やはり、ワーウルフは村人を全て食らうために時間をかけている。

「この砦がやつらに破られないのが唯一の救いですが、このままでは村人が全滅してしまうのも時間の問題……」

　……ワーウルフ。人の体に狼おおかみの頭がついたような見た目で、知能も人間には及ばないが高く、そして腕力は人の約三倍もある。勿論、狼特有の牙や爪といった武器も兼ね備えていて殺傷能力は恐ろしく高い。

　レートC＋の危険な魔族だ。とてもじゃないが武器を持ったとしても村人が立ち向かえる相手ではない。

　と、その時。ここでひとつの疑問が浮かぶ。

「……しかし本来、ワーウルフといえば高ランクダンジョン、もしくは人の領域からかなり離れた地、魔界にしかいないはず」

　ダンジョンはともかく、魔族や魔王の領土である魔界とは大規模な結界により分け隔てられている。だから簡単には人の領域へ魔族は入ってこられないはずだが。

　その僕の疑問に、隣にいるリアナが口を開き答えた。

「……そ、それは、魔界と人の領域を隔てている大結界を通らずに、こちらへ来ているからです……」

「大結界を通らずに……？」

「……は、はい、人の領域に存在する魔族は主に二通り……この地で生まれ育った魔族と、ダンジョンから這はい出でてきた魔族。ワーウルフはダンジョンからこちらに渡ってきた魔族です……」

　ダンジョンからってことは。

「それって……魔界と人間界を繫いでいるダンジョンがあるってこと？」

「……そ、その通りです。三年前、SSランクの冒険者パーティがそれを突き止めて……魔界へ渡った証拠を持ち帰り、それが決定的なモノとなったようなのです……そのダンジョンがどこにあるかは政府により伏せられていますが……」

「そんなダンジョンがあるのか……知らなかった。リアナ、教えてくれてありがとう」

「い、いえ……！」

　魔界から魔物が侵入してきているならワーウルフがここにいることも納得できる。ということは、もしかするとやつらよりも危険度の高い魔物が来ている可能性も。

　……魔界と人間界を繫ぐダンジョン。魔族の抜け道か。

　と、今はその話じゃない。話がずれ込んだ。

　……村長がこれからするであろう、話……おそらくワーウルフの駆逐の依頼、か？

　しかし……。

　僕は村長へと尋ねる。

「村が危機的な状況であることはわかりました。では、村長のお話とは……そのワーウルフを討伐してほしいということですか？」

　すると村長が長い眉毛に隠れた目を、ぎょっと見開いた。

「は!?　い、いえ！　そ、そんなことはお願いできませぬ！　あれは上級聖騎士様でしか倒せません!!」

　も、物凄い勢いで否定されたな。びっくりした。

「えっと……それじゃあ、村長さんのお話とは？」

「ええ、それは……旅人様がもしこの村を発たつ時がきたらば、誰かに村のこの惨状を伝えてほしいのですじゃ。できることなら王都の聖騎士団に伝わるよう……勿論、早急に出ていってほしいということではなく、村を出た場合においてのお話です。……お願いできますかの？」

　ああ、そういうことか。まあ、確かに複数いるワーウルフは上級聖騎士クラスじゃないと倒すのは難しいだろうな……。

「なるほど、もとより王都には向かうつもりでした。わかりました、必ずこの村の現状を彼らへ伝えましょう……救援が来るように働きかけます」

「おお、ありがとうございます……どうか、どうかお願いします……」

　そういった村長は少し間を置き、さらにこう言葉を続けた。

「そう……そして、決して急せかすわけではないのですが、神木主のアトラからあなたへ伝えくれと言こと伝づてがございましてのう……」

「言伝？」

　静かに、ゆっくりと頷く。

「……この村を出るなら今日の夜中が良いと。何やらワーウルフの気配を周辺付近に感じないとかで。比較的無事に村から離れられるだろうとのことです。……それに、この村では度々夜に人が消えるので」

「それは、宿の店主さんからお聞きしました」

「ああ、もう知っておられましたか……二日か三日に一度、数人……決まって男が消えるのです。なので今では百もいた村人も三十ほどに減ってしまいました」

「なぜ男性ばかりが？」

「それはわかりません。……しかし、旅人様も男の方ですので村にとどまるのは少し危険かもしれないですじゃ。とはいえ、外のワーウルフの方が危険なのも事実……」

　ワーウルフか神隠しか、か。

「……い、いかがしますか、レイ様」

「うん、さて……」

　今、僕にできること……外のワーウルフは簡単に倒せるが、三匹というのが厄介だ。

　彼らワーウルフは、脚の速い魔族だ。もし、一匹でも逃し、全速力で逃げられれば追って仕留めるのはかなり難しい。

　それに執着心の高さを考えれば、また仲間を連れて執拗に付け狙ってくるかもしれない……下手に手を出すのはかなり危険だ。

　そして、神隠しだが、これは……

　うん……どのみち何もできないのなら、村から離れたほうが得策だな。

「ごめん、リアナ。疲れてると思うけど、今旅立とうと思う……大丈夫かな？」

「は、はい、私は大丈夫ですよ！　レイ様についていきます……！」

「……ありがとう」

　すると話を陰で聞いていた子どもたちが「ええーっ」と叫び出てきた。

「おにいちゃん、おねえちゃんもういっちゃうの？」

「せっかくよるにあそんだりおはなししたりしたかったのに～」

　残念そうに嘆くシュウとリズをなでる。

「ごめんね。でもまた村に来るから、その時に遊ぼうか」

「ぜったいだよ」

「はやくきてね！」

「あはは、うん、わかった」

　母親が、「旅人様に無理言わないの！」と、子供たちを叱りつける。

　村長はせめてもの支援をと、武器や防具を持っていくようにと言ってくれたが、使わないので断ると目を丸くしていた。

「ひとつだけ、村長さんにお願いが」

「？　……なんですかな？」




　──そして僕らは旅支度を手早く終え、門の前へと来ていた。そこには聖騎士が立っている。アトラだ。

「急な話ですまないな、お二方。真夜中で危険だが、しかし今を逃せばいつ村を出られるかもわからない……こんなタイミングですまんな」

「いえ。でも、ワーウルフの気配がないというのは本当ですか……？」

　アトラは目をつむり頷く。

「ああ、ここへ来た君たちと出くわさなかったと聞き、オーラで少し周囲の気配を探ってみた。おそらくやつらは、何かしらの事情でどこか遠出しているようだ」

「……そう、ですか」

「出るなら今がチャンスだ」

「わかりました、ありがとうございます」

　僕は唇をなぜた。

「いや、本当にいきなりですまない……そうだな、今ここを出れば、ワーウルフたちのテリトリーを一時間後には抜けられる。危険をおかさせておいてすまないが……君たちが無事に王都へたどり着けることを願っている。聖騎士団によろしく伝えてくれ、頼んだ」

「わかりました」

　僕はアトラの目を真まっ直すぐ見据え、別れの言葉を告げる。

「救援が来るまで神木主様も……お気をつけて。では」

「ああ、わかった、救援が来るまでなんとかたえてみせよう！」

　オーラによって形作られた青く光る神門がスーッと消えていく。

　アトラと見送りの村長に手を振り僕らは村を後にした。

　幸い月明かりが道を照らしてくれていて、灯りは必要ないくらいだった。

　綺麗な満月が空に浮かんでいる。




　◇◆◇◆◇◆




「──さて、と」

　ワーウルフが三人、村を小高い丘から眺める。

　小柄なワーウルフ、リアッテが口を開いた。

「あいつから聞いていたとおり、邪魔者がいなくなったな～？　ウィラ～」

　横にいるウィラと呼ばれた細身のワーウルフが、それに答える。

「ああ、これで村人全員をゆっくりと、いたぶりながら喰えル。面倒だったが、男をちまちま食ってった意味はあったナ？」

　そして少し後ろにいた体格のいいワーウルフ、ギルが耳に指を突っ込みながら言った。

「まあな、ただ喰うだけじゃつまらねえからなぁ。やっぱりじっくり悲鳴を聞きながらじゃねえと、食事は美味くねえぜえ」

　がっはっは、と豪快に笑う二人のワーウルフ。そして、村から離れていく旅人の二人に目をやり、ぽつりとつぶやいた。

「しっかし、あんなひょろいやつにバイガンがやられたとか……見まちがいじゃねーの～？　どう見てもただの旅人だろうさ～」

「まあナ。だが、死四天魔であるアルフィルク様の命令だ。やつらは見逃セ」

「え～、あいつも喰っちまおうぜ～？　男はともかく、女は上物だぜぇ？　魔力もたっぷりだし、ぜってえうめえよ、あれ～」

「駄目ダ。まだ猶予があるとは思うが、あまり時間をかけていると聖騎士の救援が来てしまうかもしれなイ。……情報によれば王国騎士団の一部が、勝手に村や町を見回り始めているらしいからナ。おそらくこの村に来るのも時間の問題……その前に残りの村人を全て喰わないとだロウ」

「そうかぁ～。でも、ま！　いや～、やっと思い切り喰えるんだなぁ！　こそこそ闇夜に紛れて拐うなんて、正直めんどくさかったんだよね～」

「そうだナ、思う存分にたらふく喰いたかったよナ」

「そのためにここまで邪魔で肉も不味い男ばかりを喰ってきたんだぜ、残ったのは力のない老いぼれと、美味い女、子ども……今夜はこの村の全てを喰らいつくすぜ!!」

「おおお～!!　行こーぜえ～!!」

「今夜はパーティだなあ!!　ぐはははあ!!」




　◇◆◇◆◇◆




「──相も変わらず、俺らにはせめえ入口だな～」

　そう文句を言いながら、ワーウルフが通るには小さすぎる神門を潜る。

　すると、今しがた神木主のあげた叫び声を聞きつけたのか、一人の女が門の前に立ち尽くしていた。

「──え」

　それはあまりにも突然で、女は予想もしなかったんだろう。恐怖を顔に貼り付け、その場から動けずにいる。

　まあ、そりゃそうか～。

　村の門の前には血に濡ぬれ倒れた神木主、そして、その横に俺らいるはずのない魔族が立っているんだからな～、無理もねえか。くくく。

「ひあ、あ……きゃあああーーーっ!!」

　遅すぎる女の悲鳴。しかしそれを皮切りに、混乱が誘発され村全体へと伝でん播ぱしていく。

　尋常ならざる叫び。それを耳にした村人たちが次々と狂ったように逃げ惑い、泣き叫ぶ。

　皆、何が起きたのかもわからずにただただ走り出すが、この村にもはや逃げ場はない。しかしどうにか逃げなければ、確実に殺されるということだけが本能でわかっていた。

　ああ、イイ。気分が高揚してきたぜ～。

「さてト、俺はまず宿屋のガキ共を喰うかナ」

「ん……ああ、ずっと目をつけていたもんな～、お前」

「ああ、ガキは美味いからナ。宿のやつらは特に柔らかそうだっタ」

「うんうん、子どもはいいよな～、身は少ないけど、あの柔らかい肉は口の中でとろけるんだよな～」

「……やらねえゾ？　宿のガキは」

「はいはい、わーってるっての～」

　そんな会話をしながら宿屋へとウィラが入っていった。

　俺はそれを見送り、別の獲物を物色するため村の奥へと進む。

　その時、門の方でギルの高笑いが聞こえた。

（ははっ。楽しんでるな～、ギルも）




　◇◆◇◆◇◆




　門前での見張り役を任された俺、ギルは笑いが止まらなかった。

「ひゃはははっ！　本当に馬鹿だなああ？　門から逃げようとすんのなんてわかってんだよ!!」

　そうさ、門の前で突っ立ってるだけで勝手にやつらの方から来るんだからなあ！

　両手には外へ逃げようとした女が二人。その細い胴を鷲わし摑づかみに少しばかり力を入れて遊んでみる。

「痛いッ離して！　あっ、あああああ!!」

「お願いします、助け……あ、が、は」

　それは背骨なのか腕の骨なのか。ミシミシと背筋の凍りそうな音が握られている女共の体から聞こえてくる。

　握りしめられた女性の苦痛に満ちた呻うめき声が背筋を這い、俺の興奮を最高潮へといざなっていく。

「いいいいいッッ!!　なんつー声で鳴くんだァ……最高だよお前らあああ、ひぃひゃあははははは」




　◇◆◇◆◇◆




　──扉を開けた先、女が短剣を俺へと差し向けていた。そんなもんでワーウルフの俺が殺れるかよ、と思ったが人の女は非力と聞く。

　重い剣はおそらく振れないのだろうサ。──ああ、人とは難儀なもんだナ。などと思いながら、俺は反応を楽しみながらゆっくりと近づき始めた。

「ち、ちかよらないでっ」

　涙を流し威嚇する女の表情にぞくぞくとする。

「はははっ、近寄ったらどうなル？　そいつで刺し殺すカ？　やってみろ、きっと面白いことが起こるゾ？」

　刺しにきたらそうだナ、一瞬で両腕を喰いちぎるカ？　一瞬にして肘から先が消えたら驚くよな……いいなそレ。この女が泣き叫ぶところを想像すると興奮してきちまうゼ。

　さて……煽あおれば向かってくるカ？　愚直に向かってくるカ？　馬鹿のようにその腕の肉を差し出すカ～？　……クククッ。

「お前の、子どもたち……柔らかそうだったなァ。ありゃ骨も脆もろそうだから骨ごと喰えるゼ……？　お前より先にあの二匹を喰らって鳴き声を聴かせてやろうカ……ガキの泣き叫ぶ声はきっと興奮するぜェ？　聴かせてやろうカ？」

　青ざめる女。しかし、その直後するどく俺を睨みつけ、目もく論ろみどおりこちらへ突進してきた。

「シュウ！　リズ！　逃げてーーーーっ!!」

　あ？　ああ、子供の名前カ？　ははっ、逃がさねえヨ！　おまえを喰ったら次は子供ダ！

　ナイフを突き刺そうと、伸ばしきった腕がちょうどよく目の前に。首を伸ばせば嚙みちぎれるほどの距離に来た。

　女の突きのスピードなど、ワーウルフの俺には止まって見えル。

　いただきまーすっト……あーーーーン




　──グシャッ!!




　喰らいつこうと口を開けた瞬間、下顎から上顎にかけて鋭い痛みが走った。

「おがぁ!?　ぐぎゃああああああがががガガーーーー!?」

　いぎゃあががががが!?　い、い、いでえええエエ!?　な、なんダ!?

　俺の顎に……ナイフ!?　なんで、ダガーナイフが刺さってんだァ!?　……くっっっそいてええええええエ!!




「……君の泣き叫ぶ声は……興奮どころか、不快になるね」




　ナイフの突き刺さる激痛。その苦しみの最中、かろうじて視線を下ろせばそこには

　──村を出ていったハズの、白髪の旅人の姿があった。




　な、なゼ!?　村を出ていったのをこの目で確かに見たのニ……どうして白髪頭のガキがここにいル!?

「──んなっ、なんげおまべっ……ごごにいるッ!?」




「…………なんて？」




　やつが小首を傾げると、次の瞬間、顎下から真上へ突き刺されていたナイフが引き抜かれた。

　ブシュウと赤い血が噴き出し宿の入口とその脇にあった花に降りかかる。

　おびただしい量の出血とその痛みに傷口を両手でおさえるが、止まる気配はなく、痛みの残響が幾重にも残り続けた。

「て、てべぇ、お、お、おれのくぢガァ」

「行儀の悪い犬はしつけないと、でしょ？」

「ぐぶ、でめえええ!!　ざっけんなァー!!」

　舐めてんじゃねえええ、と俺は怒りのままに爪を振りかぶる。

　ワーウルフの爪はおそろしく切れる。それこそ、並みの防具であれば柔らかい肉にナイフを入れるように切り裂いてしまう。

　──ましてや防具も盾もねエ、ただの人ダ!!　当たれば確実に真っ二つッッ!!

「……」




　──ヒュンッ




「──あ？」

　しかし、俺の爪は振り下ろされることはなかった。

　待てども待てども、やつにそれが届くことはなく──

　横の壁にどんと体があたり、平衡感覚に異常を感じ、腕を確認すると──肘から先が消えていた。

　背後に落ちている自分の腕が視界に映り、俺は思わず悲鳴をあげる。恐怖に支配されるなか、ここにいてはまずいと、宿の出口を蹴り破って外へ出た。

　鈍感な俺の中の本能が、死を意識し一刻も早くやつから逃げなければと、時おり地べたを転がりながら外へ出た。

「ひぃあっ、ひぃいいいーーーーな、なんだあ、あいつァ!?　動きが人じゃねエ!!　聖騎士!?　い、いや、ちげえ！　神力を使ってなかったゾ!?」

　見えない攻撃、そのからくりがどうなっているのかそんなことはもはやどうでも良かった。

（ただ、やつと戦えば殺される、それだけのこト!!　逃げなければ死ぬ、死にたくなければ──逃げロ!!）

　他の仲間にもこのことを伝えなければと、俺は神門へとかけ出した。

　とにかく、正門のリーダーのギルに報告をするのが先決。そう思い必死にたどり着いた神門。

　──しかし、そこで目の当たりにしたものは。

「あ、ああああっ……なんデ、そんナ」

　両腕、両足を切り落とされ血液の海に伏しているリーダー、ギル。

「噓だっ、こんな……これも、あいつガ!?」

　ズズズズと、何かを引きずる音が背後から聞こえる。ビクリとからだが反射的に跳ねて、音のするほうへと顔を向ける。

　そこには先ほどの白髪の男と、両腕を落とされたリアッテが片脚を引っ張られ引きずられている姿があった。

　リアッテは意識がないようで力なくだらりとしている。そこで全てを理解した。

　──あれは村を出たふりで、ハメられたのだと。

「おまえ、なんなんダ……」

「僕？　ただの旅人だよ」

「旅人だト!?　冒険者でもないたかが旅人のお前がなぜ聖騎士よりも強イ!?　この村に来た聖騎士はものの数分で殺せタ……な、なの……ニなんなんだ、お前ハ!?」

　気が付けば震える俺の脚。

　小柄とはいえ、二メートルを越える体のリアッテを片手で引きずる力といい、間違いなく普通の旅人ではなイ……こ、こいつは一体……。

　魔界ですら感じたことのないこの不気味な悪寒……こんなやつは見たことがなイ!!

「逃げられると面倒だから、ごめんね」

「……え、なッ」

　白髪男が視界からふっと消えた。その直後、鋭い痛みが俺の両太ふと腿ももを襲った。見れば赤いラインが入っている。

「な、なんダ、これハ……」

　──確認しようと体を動かすと、大量の血液が噴き出した。

「──ぐおおおああああっ、ああああ……あああああアアッッ!?」

　ズルリと自分の足から転がり落ちるように俺は倒れた。

　そして後頭部へ衝撃が走り、視界が闇に覆われ、意識が途切れる。

「うそ、だ……」

　なぜ……話が違ウ……。

　──闇に沈む寸前、血に伏している三人の仲間の姿を視界に映し、俺の意識は途切れた。




　◇◆◇◆◇◆




「──これでよし」

　僕は三人のワーウルフを村にあった鎖で縛りあげた。彼らは殺さず、証言者としての役割を与える。

　……村に紛れたもう一人の狼を炙あぶり出だすために。

「村長さん、ご無事ですか？」

　物陰に隠れている村長へと呼び掛ける。すると恐怖で足が震えているせいかよろよろと転びそうになりながら出てきた。

「ほ、本当に……なぜわかったのですか？　ワーウルフが村の中へと侵入してくると……！」

　驚き戸惑う村長。そんな彼を、僕の一言でさらに秘められた真実が襲う。

「それはそこで死んだふりをしている聖騎士……神木主に聞くとよい」

　しかし血にまみれた聖騎士は微動だにしない。村人の一人が言った。

「な、神木主様は……ご無事なのですか!?」

「待って、ワーウルフが襲ってきた理由を神木主様がわかるってのは本当なの！」

「そんな、ありえないわ！　たった一人でこれまで村を守ってくれていた聖騎士様よ!!」

「い、いや！　皆聞いとくれ。ワシは旅人様が村を出る時、頼まれたのじゃ……『聖騎士様がワーウルフを村へ通すから、物陰から見つからぬよう見張っていてくれ』と……まさかと思い、見ていれば……本当にそうなるとは！」

　村長の証言に村人たちは衝撃を受け、ざわつき出す。それは当然の反応だった。数年間、ずっと村を守り人々の命の砦である神門を起動させ続けてくれていた神木主が、裏切り者だったのだから。

　そして──

「……はぁ、せっかく上手くいくと思っていたのになァ」

　ズチャと血だまりから体を起こす聖騎士。その体からは青白いオーラが立ち昇っていた。

「やっぱり君が四人目だったんだね」

「そーだよ。……なぜわかった？」

「僕は人より少しばかり鼻が利くんだ。君からワーウルフの体臭がした、だから彼らの仲間だと判断した。たった一人で彼らと交戦するわけないのに……君からそれほど強い臭いがするの、ありえなくない？」

　村のあちこちに微かに残る、ワーウルフの臭い。そこから察するに神隠しはやつらの仕業。……となればひとつしかない出入口、神門の主であるアトラが裏切り者で決定だ。

　それに彼は村で出会った時からいくつかの噓をついていた。それは仕草として人の視線の動きに現れる。僕は昔からそれを察知する能力に長たけていたから、すぐにわかった。

　そして、決定的だったのは僕らを村から出ていくよう仕向けたこと。

　オーラを使い村周辺を探ったと言っていたが、そんな広範囲のオーラによる探索は、僕の知る限り王都にいる大聖女くらいしかできないレベルの高等技術だ。

　……だからこれも噓。

「はっ、それこそありえねえだろーよ。なんつー鼻してんだ……おまえの方こそ獣なんじゃねえのか？　……まあいいさ。多少手間だが、俺自ら村の連中を皆殺しにするまでだ」

　ヒュンと槍を一振りし、彼はその切っ先を殺意と共にこちらへ向ける。

「聞いておきたいんだけど、なぜ人間である君がワーウルフの仲間に？」

「決まってるだろ、生き延びるためだ。他の仲間はこいつらに簡単に殺されてしまった。こいつらは強い。それこそ応援に来た聖騎士をも簡単に殺してしまえるくらいにな。だから取引をしたのさ」

　……違う。視線が泳ぎ、目をつむった。彼は噓をついている。

「取引？」

「そうだ、村人を喰わせる協力をするかわりに俺を助けてくれとな」

「やっぱり、消えた村人はワーウルフに拐われていたってわけか……君が門を開けて通していたんだね」

「ああ、そーだ」

　実にすんなり、あっけらかんと肯定するアトラ。

「まあ、もう……どうでもいいだろ。お前を殺しちまえばあとは村人を皆殺しにして終わりだ。いずれ来る聖騎士には『俺が必死にワーウルフと戦い、村人を護ろうとしたが全滅してしまった』という風に見える」

　恐ろしく冷たい目。しかし対照的に口元を歪ゆがませ、笑みを浮かべるアトラ。

「ついでにこのワーウルフ三人を殺しゃあ、俺の階級は上がること間違いなし。ダイヤからルビーへ昇級できれば、こんな村での神木主などというゴミみてえで退屈な仕事ともおさらばだ。……まあ、村壊滅してどのみち神木主はいらなくなるけどな」

「君が……騎士になったのはなんのため？」

「あ？　なんだ急に……」

「聖騎士になるためには『神力』を受け入れる必要がある。それが魔力を侵食し、体に馴な染じまなければ命を落とすこともある。危険な……とても危険な『神力』受託の儀式というのをへて初めて聖騎士にはなれるんだよね」

「……まあな」

「人は……人が命をかけるのは、金か名誉、それか大切な人のためだ」

　君の目的は……金や名誉なんかじゃないだろ？

「君はそんな命がけの儀式をしてまで護りたいものがあったんだろ？」

　僕がそう言った瞬間彼は、ガンッ！　と地面を槍で叩いた。

「……そうだよ、俺は大切なモンを護るためにこの力を手に入れた。おまえ、その口振りからして……俺の家族の話を聞いたな？」

「うん……君の気持ちはわかる。けれど、こんな復ふく讐しゅうに意味があるとは思えない。まだ遅くない、アトラ……ここで終わろう」

　その瞬間、鬼の形相を浮かべ、アトラはオーラを滾たぎらせた。

　まるで燃え上がる巨大な炎のように、めらめらと立ち昇る青いオーラは彼の怒りと悔しさを現しているようだ。

「お前にわかるかよ……何もできずに奪われた俺の気持ちが！」

　アトラは片手で顔を覆う。

「……もう何もかもおせえ、おせえんだよ！　あいつらは……俺の家族は、何をどう言おうが、もう戻らねえんだから!!　あいつらは俺の全て、それこそ、命そのものだった!!　……だから殺す、皆殺しだ！　俺を縛りつけていたここの村人、国の連中、全員!!」




　──空気が震える。




「ほら、構えろよ旅人」

「……うん、わかった」




　わかる。わかるよ、君の気持は……奪われる苦しみとその辛さ。

　そして、それが言葉では伝えられないということも。




　──だから、ここで僕が受け止めてあげなければ。




　◇◆◇◆◇◆




　──俺には愛する妻がいた。彼女は幼おさな馴な染じみで、生まれつき病弱だった。そんな彼女を護りたくて俺は聖騎士となることを決めた。




　聖騎士となるには己の体に『神力』を宿さねばならない。それは強力な力であり、それ故に自らを蝕み、命を落とすこともある。

　不適合による死亡率は三十八パーセント。

　しかし、その危険を冒してでも、俺は彼女を護れる力が欲しかった。頑丈な肉体。他に何もなかった俺には、それ以外の方法を思いつくことができなかった。何よりそれを決意させたのは、聖騎士となり位が上がれば、彼女を護れる強さが手に入り、そして病弱な彼女の薬代も稼ぐことが容易になるということだった。

　大切な人を護る力が手に入る。……その想いだけが俺の中にはあった。




　そして、地獄のような苦痛の果て、俺は神力を宿すことに成功し、聖騎士となることができた。




　やがて、時は過ぎ、そんな妻との間に二人の子供を授かった。

　男の子と、女の子。

　心の底から嬉しかった。最愛の妻との間に授かった二人は、何にかえても護り抜かなくてはと、心に誓った。

　三人の笑顔と、幸せな生活。しかし、それは長くは続かなかった。

「──そなたを神木主に命ずる」

　地方にある村への派遣が決まった。神木主になるのは名誉なことだとわかってはいたが、家族と離れることを思うととても素直には喜べなかった。

「家族や親族は連れていってはならない、か……」

　守る対象は平等でなければならないというのがその理由で、家族や肉親が傍にいると、万一魔物の襲撃等が起こった場合、冷静に対処できない可能性が生じるからとのこと。

　俺は家族を護るために、この力を手にしたというのに……。

「何言ってるの、アトラ。大丈夫だよ。子供たちは私が護るから、あなたは安心して」

　妻は俺の心を見透かしていた。その不安をぬぐうようにいつもの笑顔を見せてくれた。

　けれど、やはり複雑だった……俺はこの子ら二人の成長を見ることはできない。

　神木主は一度配属されれば約十年ほどは交代できない。任期が終わっても、また他の町や村に派遣されるとも聞く。




　俺は、なぜ聖騎士になったのか？　ヴォーダン村での暮らしが数年経った頃、いよいよわからなくなってきた。……家族が恋しい。子供たちの笑顔が見たい。




　──そして、事件は起こった。

　俺の家族のいる町が、魔物によって襲撃されたという報しらせが入る。その話を聞いた時は手が震え、目眩がするほどに動揺した。

　しかし、聖騎士が十数人派遣されたとも聞いていたので、なんとか沸き起こった衝動を押しとどめることができた。

　だ、大丈夫だ……強い聖騎士は多くいる、十人もいれば大概の魔物は討伐できるさ……大丈夫、大丈夫、大丈夫だ！

　──そして、その後の報せが来た。

　聖騎士の生存者は二名。

　町民も半数以上殺され、その殺された中には、俺の家族三人の名前があった。

　──現実味はなかったが、確かに現実だった。

　後に聞いた話だと、その戦いに投入された聖騎士は隊長の一名を除き、全てダイヤになりたての新人だったという。

　生き残った二名は劣勢と判断し、応援を呼びに戦場を出て生き延びることができた。

　そののち、さらに判明したことがあった。

　実は、彼らの任務は実戦訓練として決行されたのだった。なぜそれがわかったか？

　ワーウルフ討伐の応援に現れた聖騎士、そのメンバーにそいつらがいたからだ。そして、彼らはまるで武勇伝のように、面白おかしく、あの日の惨劇を語っていた。

『いやあー、焦ったっすよあん時！　でもすぐに負けるって判断して逃げたから今、命ありますけどね？　あれは逃げるが勝ちっすよ～、無理無理。あはは』

『さっすがに、他人の命よか自分のが大切っつーか、訓練で死ぬとかありえないっしょ！　命、大事！　……ねえ、アトラさん？　そー思いません？』

『……ああ、全くだ』

　話を聞いていくと、わかる事実。彼らは俺がその町の人間だと知らないようで色々と話してくれた。

　王政府は、小さな町ひとつに聖騎士を……人件費をかけたくなかったようで、それ故の訓練を兼ねた実戦。




　──静かに、ゆっくりと軋んでいた心が、ついに割れた音がした。




　俺のこの命をかけ、血の滲にじむ鍛練と、死線を潜り抜けた戦いは……全て愛する家族のためだったのに。

　──信じていた……だが、裏切られた。

　そして憎しみの焔ほのおは、全てを焼こうと大きなモノへと成っていく。




　やがて応援の聖騎士を含めたメンバーでワーウルフの討伐任務が始まった。が、気がつけば俺はワーウルフに襲われる聖騎士二人を見殺しにしていた。

　家族を見殺しにした二人を見殺しにする。恐怖と絶望に染まる二人の表情を舐め回すように見つめていたが、暗い感情は晴れなかった。……そのうえ胸の奥にある憎しみの焔も消えない。

　だから、俺は残りの聖騎士、ダイヤ二人を殺した。

「……な、え～!?　おまえ、つええな……つーかなんで～？　この聖騎士仲間じゃねえの～？　なんで聖騎士のお前が殺すんだよ～？」

　臨戦態勢のまま、こちらを警戒しながら混乱するワーウルフ。彼らの問いかけに俺はこう答えた。

「……いや、仲間なんかじゃなかった。こいつらは、敵だった」

　それから、少しして死四天魔のアルフィルクというワーウルフたちの頭が現れる。

　やつは言った。人の世を覆したいという思い、それは私たちと同じ目的だ。我々とこの歪んだ世界を崩してみないか？　と。

　そして、俺はアルフィルクの手を取った。

　その手始めに村を潰そうと目論み、村人の目を盗み、ワーウルフを村へ入れ人を拐わせるという作戦を思いつく。そうしてじわりじわりと村を消耗させ、全滅させる。




　俺がこの村から、神木主という呪縛から、自由になるための作戦だ。




　そして……ついに俺は村人を手にかけた。

　正確には、ワーウルフに拐わせて彼らに殺させたのだが、おれが殺したも同然だろう。

　最初に殺したのは、村の三人の男。

　……手を組むにあたって俺は、やつに「拐った村人を殺す時は苦しむ間を与えず、速やかに首を落とすこと」と約束させた。

　その理由を、拐ってきた人間を痛めつけているうちに万一叫ばれでもしたら他の村人に気がつかれ、この計画が消えてなくなるからだと説明していたが、そうではなかったのかもしれない。

　そうだ、俺は……おそらく、心の底では村の皆を、憎んではいなかったんだと思う。

　だから、苦しませずにという条件をつけたのかもしれない。




　だがしかし、それとは裏腹に増していく激情に、憎悪、憤ふん怒ぬ。




　村人を拐わせ、殺させ、しかしその度に精神が磨耗し擦り切れそうになる。

　蓄積されていく罪の意識と後悔……だが、止まれない。

　おそらくはあの魔族、死四天魔アルフィルクの能力だろう。

　悔いる心とは裏腹に、村人を処理していく自分。

　俺は……もう、自分を止められない

　もはや、なんのために何をしたいかもわからない。

　全てが終われば……

　全てが終わる？　……村人を皆殺しにし、自由を手にした後で一体何が残るというんだ？

　わからない……誰か、教えてくれ。俺はなんのために戦い続けている？

　誰か、誰か俺に、理由を。いや……違う、誰か俺を。

　この、虚言に塗れた醜い狼を……してくれ。




『──すみません、どなたかいらっしゃいますか？　村に入れてほしいんですが』




　神門の向こうから聞こえる声。

　……そういえば、アルフィルクの使い魔が言っていたな。

　旅人が来るが、そいつらは殺さずに村から排除しろと。ああ、こいつらのことか。

　……聖騎士だと勘違いした、そんなわけないのにな。

　しかし……どんなやつなんだ。ここまで無事に旅してこられたんだ、腕は相当のモノなん




　──一目見て理解した。




『化物』




　この……白髪の男、こいつはヤバい。一瞬で感じるただならぬ雰囲気。

　立ち姿、重心の置き方……そしてどこか仄ほの暗ぐらいモノを秘めた眼。その全てが他の強者を否定する。

　腕の立つ聖騎士にもこれほどのやつはいないだろう。

　今まで見てきた誰よりも……そう、まさに『最強』だ。

　こいつなら、この村を救える。

　多分、ワーウルフ三人すら難なく殺せもするだろう。

　しかし問題はどうワーウルフをひとつの場所へ集めるか……。

　いや、俺ならできる。

　やろう……もう、疲れた。

　こいつに、このゲームを終わらせてもらおう。

　俺は……そうだ

　いいかげん、もう家族の元へ帰りたい

　終わらせてくれ、何もかも……。




　◇◆◇◆◇◆




　──アトラが槍を構え対峙した時、僕は確信した。

　彼はこのワーウルフたちより圧倒的に強い。




　アトラのオーラが一際大きくなり、揺らめく。まるで空に浮かぶ月へと流れるように、天高く立ち昇る。

「行くぞ、旅人」

「うん」

　僕は小さなダガーナイフを逆手に持ち、手前で交差させ構えた。

　ダンジョンでの死の淵ふちを幾度となくさ迷うような死闘の果て、手に入れた超人的反射神経と、冒険者時代に独学で会得した相手の視線や重心、構え、オーラの揺らぎや癖等、それらを読み取る観察眼……その全てが合わさり、今の僕は未来予知のごとき予測ができる。

　力で敗まけを認めさせれば……圧倒的な力の差を見せつければ、彼はこの戦いをやめてくれるのか？

　いや……恐らくは、それでも彼は止まらない。

　だからこそ、彼の想いを……どうにか。

「行くぞ」

　──無駄のない動き。

　真っ直ぐに突き出された槍は、今まで見たどの槍使いの突きをも上回る神速。

　滑らかな突きは、まるで槍身が伸びてくるかのような錯覚に陥る。

　ギギャッ！

「！　見切られた、俺の……突きを!!」

　ナイフで槍の側面を滑らすように軌道を反らし回避。その流れのまま、アトラの懐へと潜り込む……が、彼は膝を曲げそれを拒んだ。

　そのまま前蹴りを放ってきたが、僕は体をひねりアトラの側面へと侵入。

　ドガッ──!!

　体を密着させ、回転の勢いを乗せた肘を彼の背中へと炸さく裂れつさせた。

「がはっ!?　……くっ!!」

　向き直り、互いに再び構える。

「ッ……やっぱり、お前、ただの旅人じゃねえな。最初に会った時は巧うまくオーラを隠そうとしていたようだが……お前からは強者特有の匂いがした」

　アトラは僕を指差し、言った。

「そして今、オーラの揺らぎ、その隙のない攻防一体の体術……その全てが俺の知る全ての強者を圧倒的に上回っている!!　……く、あはははっ、化け物め！　マジでなんなんだよ、お前！　すげーな！　これで聖騎士でもなんでもねえってんだからよ！」

　くくくっ、と好戦的に笑うアトラ。

　彼の強さは、実力でいえばおそらくルビー。レートでいうならＡといったところだろう。

　ダイヤにも隠れた実力者が埋もれているというが、アトラもまた磨けば紅く光る鉱石だったか。

　でも……だったら、まだ道はあるんじゃないのか。




　言葉を……。

　その時、後ろに気配を感じた。

『だめだよ』

　幻影の声。

『わかるでしょ……彼には、言葉なんかじゃもう届かない。さっき君も言ってたじゃないか』

　そうだ……けれど。

　人間である彼が、これほどの強さを手にするには、恐ろしいまでの想と執念がなければならなかったはず。

　きっと、大切だった愛する家族への想いがそれだ。

　想いが強ければ強いほど、オーラは強靭になる。




『そんな想いを、君はどうすることもできない……だから、眠らせてあげるんだ。彼を家族の元へ……ね？』

　幼き僕の幻影がこちらを見上げて微笑む。

　……そうか、確かに彼の大切な者は……僕にできること、それは。

　その時、戦いの迷いを察したアトラは僕を鼓舞するように叫んだ。

「迷うなよ!!　止めたきゃ殺せ!!　息の根を止めれば止まる、それだけのことだろ!!」

　──高ぶる激情に応じるよう、彼の纏う青白い神力が槍に収束する。

「──深層に囚とらわれし炎の精霊王よ、その怒れる炎で焼きつけ全てを焦がせ!!」

　辺りがジリジリと熱を帯び始める。アトラの足元から煙が上がり、槍が赤く光り出す。

　──詠唱……これは符術!!　槍に炎属性を付与する気か!!

　高等技術の符術を使えるなんて、聖騎士でも一部の、それこそルビーレベルで数人しかいないというのに！

　アトラの槍が獣の咆哮のような轟ごう音おんと共に焔の大槍と化した。

　これは、間違いなくＳレートクラス！　どうにか止めたいけど、このレベルの強さだとこれ以上は交戦し続けるのも難しい……!!

　それに……あのオーラ量。彼は自身の命を燃やし尽くそうとしている。アトラは覚悟の決めたんだ。殺さずに倒すなんて……もはや不可能だ。

　……それに、ここで彼を殺さなければ村人にも被害が……いや、けど、彼だって被害者なんだ。なんとかしたい。

『──ほらほら、村が燃えてなくなっちゃうよ』

　村が……村人に被害が……。




　──その時、心の端にかかるものに気がついた。




　待てよ……そうだ、なぜこれほどの力がありながら村人はまだ全滅していない？

　アトラの力があればワーウルフを使わなくても村を丸ごと焼き払うこともできたはず。

　こんなに回りくどくい方法を使う必要もない、単純に力で……皆殺しにできたはず。




　──やっぱり、アトラにも……まだ、迷いがある！




「──よそ見してんじゃねえ!!」

　僕は襲いくる炎槍を紙一重で躱した。この炎槍に触れれば炎は燃え移り、たちまち燃やし尽くされるだろう。が、しかし既に彼の動きを読みきっている僕には当たらない。

「くっ……!?　掠りもしねえだと!?」

　次々と繰り出されるアトラの槍そう術じゅつを見切り、躱し、そして思い出す。

　彼が噓をついていたのは最初からわかっていた……でも、ただひとつ噓じゃないモノがあったことも。

　言葉を……尽くそう。僕は、僕と同じこの人を殺したくない。

「ダメだ、アトラ！　大切なその想いまで、燃えて失くなってしまう……それは決して灰にしていいものではない！　思い出せ、大切な人の顔を！　その声を！」

　迷いをかき消すように彼は槍を振り回す。

「うるせえ！　行く宛のない想いなんて、あとは燃やし尽くすしかないだろうが！　全ては煙の向こうに還かえったんだ!!　俺は……もう」

　幾重にも渡る、アトラの槍技を躱しレイは考えていた。彼の怒りと悲しみをどう受け止めればいいのか。

　脚や腕を落とせば、一時的に戦闘不能にすることはできる……だが、それでは彼は救われない。




『ほら殺せよ救えよ』




　アトラは再度槍を振り回し、襲いかかろうとした──




　しかし、その時──




「──シュウ!!　リズ!!　いやあああーーーっ!!」

　宿屋の店主の叫び声が響いた。

「ひゃははっ、バカどもァ!!」

　見ればアトラと応戦している隙に、意識を取り戻したワーウルフは鎖を抜け逃げ出していた。

（な!?　ワーウルフの手足が……!!　ワーウルフに再生能力はないはず……なのに、なぜ!?）

　動けぬようにと斬ったはずのワーウルフ四肢から、どういうわけか赤黒い手足が生えている。

　そしてその両脇にシュウとリズを抱え、ワーウルフは開いている神門へと一直線に走り出した。

　──森へ逃げる気か!!

「……しまった！」

　僕とアトラの戦闘は激しく、いつの間にか神門から大きく離れた場所へと移動していた。

　森へ出られ気配を消されれば、二人を助けられるかも怪しくなる。

　これ、は……間に合わない!!

　……いや




　──僕はアトラに問う。




　まだだッ!!




「……アトラ！」




「──!!」




「守りたいもの、本当にもうないのか？」




　アトラと目が合う。

　噓を感じなかったもの……それは、シュウとリズへの優しい笑顔。




　◇◆◇◆◇◆




　アトラの記憶が蘇える。




『おとーさん』




『おとうさんー』




『──アトラ、頑張ってね』




　愛いとしき子らと、愛する妻の優しい声。




「──ッッッ!!」




　そして──




『あとらおにいちゃん』




　シュウに重ねる、やんちゃだった我が子の面影。




『あとらにいちゃん』




　娘がもう少し大きくなればこんな風になっていたのかなと、リズと娘を重ねたりしたこともあった。




　けれど、息子や娘は──妻はもういない。

　だが、村人が殺されていくなか、確かにあった喪失感と後悔──。

　俺が愛したのは家族だけじゃなかった……




　──シュウとリズの笑顔。

　村の人々、捧げてしまった村人……全てが、俺の護りたい、護るべきモノだったんだ!!




「うっおおおあああーーーーッッ!!」




　ビュオオオッ──!!




　アトラは想いを込め槍を投げた。




　──決して許される罪じゃない、許されたいとも思わない……でも、だが……シュウとリズは『大切なモノ』だ!!

　だからこそ護る！　今度こそ！　俺は、この手でッ!!




　◇◆◇◆◇◆




　──ズガァンンッ!!




　槍が突き刺さった場所、それは神門をコントロールする魔法陣だった。

　槍から流れ出す神力で神門が起動し、村を出ようとしていたワーウルフを閉じ込めた。

「──ああア!?　な、ななな、噓だロ!?」

　突然現れた神門に驚き、パニックを起こす。

　その隙に僕はワーウルフへと接近した。

「──しまッ」

　僕はワーウルフの両腕、両足を素早く切り落としシュウとリズを救出。

「うおああー!!」

　──そしてワーウルフはそのままアトラの槍で貫かれ、大きな炎の塊となった。

「はあ、はあ……はあ」

「ありがとう、僕のミスで子供たちを危険な目にあわせた……助かったよ、アトラ」

　あっけにとられるアトラ。

「……え？　お、俺は」

　そんなアトラの元へシュウとリズが駆け寄っていく。

「ひっく、あ、あとらおにいちゃん、まもってくれてありがとう」

「あとらにいちゃん、ありがとう……うああん」

「ありがとう……？　いや、俺はお前らの……親おや父じを」

「でも、君が神門を起動してくれなかったら二人は助からなかったよ。君のしたことは許されないし、罪は残る。けど、アトラがシュウとリズを救ったのは事実だ」

「……」

「答えは、もう出たよね……終わりでいい？」

「ああ……わかったよ。俺の負けだ……」

　槍を地面へ突き刺し、両手を挙げた。彼は憑つき物ものが落ちたかのような、安堵した表情だった。

　──アトラが口を開く。

「……面倒、かけたな旅人……いや、レイ」

「ううん。君がそれを見つけてくれて良かった。僕だけだったらワーウルフを逃がしていたし」

「ふ、どうかな？　お前なら追いつけたんじゃないのか」

「いや、あれはアトラがいなかったらヤバかったよ」

「そう……かな」

「うん、そうだよ」

　虚うつろな声、しかしどこかほっとしたような様子のアトラに、僕はそう答えた。

「すまない、レイ。少しいいか」

「何」

　頷く僕にアトラも頷き返す。

「これから俺は……聖騎士が到着し次第、王都へ連行されおそらくは『冥めい暗あん乃なんじ禁きん』へ大罪人として収監されるだろう。……ヴィドラドール一族の結界師が司つかさどる大監獄に」

　冥暗乃禁はヴィドラドールが王に門番を任命され、数百年もの間守護してきた鉄壁の監獄。

　過去、Ａレート魔族による襲撃が一度起こったが、それでも打ち破られたことはない。その強固さは、収監されれば二度と日の目を見られないといわれてるほど。

　そして魔族の封印にも使われているらしく、ＳＳＳレートクラスも幽閉されているという噂だ。

　──通称『罪つみの揺ゆりかご』。

「そう……」

　胸の奥にチクリと痛みが走ったような気がした。

　僕らがもう少し早く来ていれば、彼の想いを……こんな惨劇を引き起こす前に、受け止めてあげられたのかな。

　しかし彼はそんな僕の心を察し、笑って否定する。

「気にするな。どんな理由があろうと俺は人殺し。おまえが気に病む必要はない。……ただ、もう二度と会えないからな。これだけは言っておく」

　アトラは僕の目を真っ直ぐに見据え、こう言った。

「ありがとう、もう一度大切なモノを失わずに済んだ」

「……うん」

　どれほどの『力』を手にしたとしても、過去を変えたり未来を読むことはできない。

　でも……だからこそ僕は、このユグドラシルで手に入れた『力』で、今を助けられる人がいれば、助けていきたい。そう強く思った。

「……神門、閉めとくか」

　アトラがそう言いながら腰を上げた時、僕とアトラは村人たちからの視線に気がついた。

　武器を手にする者も多く、何を意味しているのかアトラはそれを察する。

　その証拠に、家の中に入っているように言われたのか子供たちの姿が見えない。

「……ま、そりゃそうだよな。俺だってそうだ」

　アトラは槍を捨て、両手を広げた。

「レイ、悪いが……後を頼む」

　後、とは。彼が村人に殺された後のことだろう。聖騎士が到着するまでの神門のなくなった村の守り人役と、『アトラを殺したのがワーウルフだ』という、虚偽の証言をしてほしい。

　神木主殺しは重罪で、死罪。

　だから、それを村人ではなく、ワーウルフがやったことにする。

　でも、アトラ……君は気がついている？

　村長が一人、集団の前へと現れた。

「……神木主、アトラ」

「はい」

「今まで、すまなかった」

「……は？」

　目を丸くし固まるアトラ。

「お主のその気持ちに、もっとしっかり寄り添っていれば……自身を犠牲にさせてしまってすまない。つらかったろう、ほんとうに……すまなかった」

　ぐっと拳を固め、彼はうつむいた。

「それは……違います。そんなことはあなた方には関係なかった。これは逆恨みにも等しい。だから、殺されても文句はない」

「あなたを殺そうだなんて、皆思ってはいないですじゃ。……しかし、ワーウルフに家族をやられた者たちはあなたを憎み、我々もこれほどの被害をもたらしたあなたを深く恨むでしょう」

　その言葉の重みにアトラは微動だにすることもできず、ただ聞いていた。しかし。

「けれども、今まで助けていただいていたのも事実ですじゃ。……ありがとう、アトラ」

　ふいに投げられたその労ねぎらいの言葉。アトラはどうしていいかもわからず、戸惑い頷いた。

「……そう、ですか」

　残された心の傷は、やがて前へ進む糧となる。

　アトラも村の人々も、これで……きっと。

「旅の方、あなた様には……なんと、お礼を申し上げれば」

「いえ、別に僕は」

「お連れの方も村の人間を避難させるのに尽力されて、本当にありがとうございます」

　ん？　そういや、リアナは？　そう思った時、宿屋の店主が声をあげた。

「あ、そうそう！　リアナさん、疲れはてて眠ってしまって、宿のベッドで横になっていますよ！　お客様が泊まられていたお部屋に」

「あ、助かります、ありがとうございます」

　そうだよな。疲れてるところにまた……もう体力の限界だったんだろう。ずっと無理をさせっぱなしだな、リアナには。

　でも、またリアナには助けられた。村人の避難指示を彼女がしてくれなかったらこうはスムーズにいかなかっただろう。お礼、しなきゃな。

　その時、神門の方から人が四人入ってきたのが見えた。

　身に纏うは聖騎士の鎧。三人が青い鎧で、一人だけ紅い。つまりはルビーの聖騎士を意味する。

「……彼らは、まさか」

　その問いかけにアトラが答える。

「聖騎士……しかも、彼が来るとは」

　そのルビーの聖騎士は手を振りながら、アトラの元へと歩みよってきた。

「久しぶりだな……というか、大丈夫か、アトラ。状況を見るにワーウルフと交戦した後のようだが」

「はい……」

「到着が遅れてすまないな、こちらも色々と面倒ごとがあってな」

　そしてルビーの聖騎士は隣にいる僕に問いかけた。

「そして、隣の君は？　旅人に見えるが……ワーウルフ討伐に協力してくれたのか？」

　その問いには僕が答えるまでもなく、アトラが答えた。

「違います。協力ではなく、ワーウルフは全てこの旅人のレイが倒しました……そして、俺はワーウルフに加担した裏切り者です」

「……は？」

　怪訝な顔をする、ルビーの聖騎士。

　急にそんなことを言われたら、そうなりますよね。

「す、すまない、レイ君だったか。私は王国騎士軍の青せい龍りゅう隊たい隊長、タラゼドと言うものだ、階級はルビー。……それで、君にも聞きたいのだが、今、このアトラが言ったことは本当なのか？」

「えっと……まあ、概おおむね」

「いやしかし、それが真実……アトラが裏切ったとするなら、なぜ自白したんだ？　訳がわからないんだが」

　僕とアトラはこの事件の全てをタラゼド隊長へと話した。




「なるほどな。……そういうことだったのか」

　タラゼド隊長は目をつむる。そして深く頷くと、ゆっくりと目を開きこう言った。

「……この国のありさまには、確かに私も思うところは多々ある。国の事情に振り回され民が虐げられている状況も少なくないからな」

　彼は顎に手をあて、頷く。

「……だが、そうだな……色々と不本意で残念だが、アトラ、お前の想いは決まっているんだな。王都へと連行した後、また改めて事情を聴く……処遇の詳細はそれからだ」

「はい。タラゼド隊長……すみません、俺……」

「いい。お前はお前の……己の正義のために動いたのだろう、あとは拾った命だ。その命で罪を償え……死だけが罰ではないのだからな」

　そう言ったタラゼド隊長の表情は、言葉とは裏腹に暗かった。

　聞いた話によれば、神力を有する者は騎士であれ誰であれ死刑にはされないらしい。理由はよく分からないが。

「さて、レイ君。君にも事情をもう少し詳しく聞きたいのだが、いいかな？　疲れているところで悪いんだが」

「ええ、構いません。大丈夫ですよ」

「ありがとう。早速だが……君は一体、何者なんだ？　ワーウルフ三人とアトラを倒したと言っていたな？」

　タラゼド隊長と、書記をしていた部下が真剣な眼差しで僕を見てくる。

「えっと……い、一応、はい」

　その答えにぎょっとした顔で部下の人が口をはさむ。

「あ、ありえなくないですかタラゼド隊長。彼が強いのは見ればわかりますが、さすがに……ワーウルフとアトラって、SSランク冒険者パーティでも難しいですよ？」

　まあ、ワーウルフはともかく、アトラはかなりの強さだから……確かに並みの冒険者や聖騎士では太刀打ちできないな。

「そうだな、だがアトラも同じように証言しているからな。しかし……君、なんだか見たことが」

　顔をまじまじと見られ、妙な気分だ。

「え、えっと……はは」

「ああ、そうだ、『グンキノドンワ』！　冒険者パーティに所属していなかったか!?　白魔導師の子だろう」

「よ、よく知ってますね」

「いやいや、Ｓランク冒険者パーティだからな。私もルビーの騎士だ、ある程度冒険者の情報はあるぞ」

　ん？　あれ、今……Ｓランクって言ったのか？

「えっと……『グンキノドンワ』はＡランクでは？」

「いや、つい先月あたりにＳランクへと昇格したぞ。まさか知らないのか？」

「僕はもう『グンキノドンワ』ではないので」

「む、ああ、そうだったのか」

　そうか……あれから、彼らはついにＳランクになったのか。

「しかし、残念だったな……ダンジョンでの事故で君の仲間たちは」

「？　彼らがどうかしたんですか……？」

「ああ、それも知らなかったのか。パーティのほとんどが重症で今は療養中だよ。まさか、ＡランクダンジョンにＳレートの魔物がいただなんて……不運なことだ」

　……なんだろう、なんとも複雑な気分だ。

「……というより、君はなぜ『グンキノドンワ』を抜けて旅人に？　もしや自身のパーティを集めているのか？　確かに優秀なヒーラーである君ならば独立もするか」

「あ、いえ……優秀じゃないですよ。白魔法も、独学で覚えたので、きちんとしたヒールではないし。……それに、僕はパーティを抜けたのではなく、追放されたんです。役に立たないと言われて」

　タラゼド隊長は目を見開き驚く。その予想外の反応に僕もまた戸惑った。

「……え、えっと」

「ふむ……こういうのもなんだが、見る目のない者だな。君を手放すなど」

　ど、どういう意味だ？

　というか、そんな話はいいとして……今は村のことを。

「……しかし、すみません。村に神門を起動させられる聖騎士がいなくなってしまいました」

「ん？　いや、それは君が気にすることではない。それに、うちの騎士を一人仮契約させるから心配しないでいい。正式な神木主はまた後日選出されたものをつけるからな」

「そうですか、ありがとうございます」

「はっはっは、礼を言うのはこちらの方だろう？　面白いな君は」

　タラゼド隊長との会話。僕はずっと不思議な思いにかられていた。彼は聖騎士……しかも位の高いルビーであるにもかかわらず、話しやすい。

　王国騎士団はその名の通り、王が有する騎士団で、ある種の権力者たちであり、ともすれば横柄な態度をとるものも少なくない。

　しかも彼はルビー、上から二番目の上級騎士。僕ら冒険者は見下されていてもおかしくはない。しかし彼は違うようだ。

　不思議な人だ……。

「ああ、そうそう、ところでワーウルフ討伐の報奨金のことだが」

　一瞬なんのことかわからなかったが、彼らにも報奨金がかかっていたことを言われて思い出した。

「報奨金が欲しくてやったわけじゃないので大丈夫ですよ。……けど、もし叶うのなら、そのお金を村の復興に充ててもらえれば嬉しいです」

　その言葉を聞き、驚いた顔をするタラゼドだったが、すぐに笑みを見せこう返された。

「はは、君は本当に優しい男だな……うん、ますます気に入ったよ。そうだな、村の復興は勿論行うが、それは元より我々の仕事だからな。それは心配しなくていいぞ」

「……そうですか、ありがとうございます。よろしくお願いします」

「ふむ」

　タラゼド隊長は何か思案すると、手帳を開きそこにすらすらとペンを走らせた。書き終わると、それを破き僕に手渡す。

「えっと、これは？」

「話によれば、君はこれから王都へ行くのだろう？　これを換金所へ渡せば金貨三百枚を引き出せる」

「き、金貨三百枚!?　……なぜ？」

「ワーウルフの報奨金代わりだ、受け取ってくれ」

「い、いや……というか、ワーウルフの報奨金は一体金貨三十枚くらいですよね……さすがにこれはもらいすぎですよ」

「君はその他にもアトラを止めてくれた……その分の上乗せだよ。身内が苦労を掛けた」

　少し寂しそうに微笑む彼の心中には複雑なモノがあるのだろう。

　そう……アトラはこの人の仲間だったんだ。

　理由があれど、裏切りにも近いその行為には相当なショックを受けたに違いない。……気持ちはわかる。

　ためらい受け取ろうとしない僕に、タラゼド隊長は手を引きそのメモを握らせた。

「それに言ったろう？　私は君を気に入ったんだ。どうか受け取ってくれ」

　かなり気が引けるが、ここまでしてくれて突き返すのも悪い……気がする。

「……では、ありがたく」

「うん、ありがとう」

　うんうん、と頷くタラゼド隊長。

　……本当にルビーっぽくない聖騎士隊長だな、と頭をかきふと思い出す。

　そういえば思い出した。……この人、冒険者時代に王都で見たことがあった。あれは確か、僕らの冒険者パーティの階級がＢからＡに上がる時呼ばれた王城内で……すれ違ったことがあった。

　その時は青い鎧のダイヤだったけど、この人、ルビーにまで昇格したのか。

「さて、村の復興作業を始めようか……」

　タラゼド隊長は、神門の前に待機していた聖騎士たちに指示を出し始める。

「レイ君、今回の件本当にありがとう。助かったよ……また、どこかでな！」

「……ええ、お役にたてて幸いです。では」




　──もう、空が明るい。

　リアナは目が覚めたのか、宿から出て外にいる僕の元へ駆け寄ってきた。彼女は心配そうに僕に聞く。

「……あ、あの……大丈夫でしたか」

「リアナ……うん、大丈夫だよ。ごめんね、混乱している村人の誘導なんて大変な役目を任せてしまって」

「そ、そんなことないです、レイ様の方が……すみません、最後までお手伝いできなくて」

「いや、十分だよ。本当にありがとう、死傷者が一人も出てない……リアナのおかげだよ」

「そ、そんな、ことは……」

「あるよ。君はもっと自信を持っていい」

　そう言うとリアナはうつむき、小さな声で「ありがとう、ございます」とつぶやいた。

　そして僕は彼女の頭を優しく撫で、「うん」と微笑んだ。




　それから僕らは宿屋へ戻った。改めて店主さんと子供たちとお別れをするために。

「おはようございます」

「あ、旅人様！　おはようございます」

　見れば長椅子に横たわり苦しそうなリズがいた。そしてそれを心配そうに見ているシュウ。

「リズ……どうかしたんですか？」

「そ、それが、ワーウルフに捕らえられていた時に体を強く摑まれていたようで。できる処置はおこなったのですが……痛みが全然治まらないようなんです」

　助け出した時はそんな素振りを見せなかった。アドレナリンが出ていて痛みに気がつかなかったのか。

　どちらにせよ、僕がよく見なかったからだ……苦しい思いをさせてごめん、リズ。

「シュウは？　なんともないかい？」

「ぼくはだいじょうぶ！」

　元気よく言うシュウの体を観察する。

　シュウは本当に大丈夫そうだな。

　その時、リズが目を覚ました。

「おに、ちゃ……かえってきたの」

　彼女は辛そうにしながらも、こちらを見てにこりと笑った。

「うん。少しだけ戻ってきたよ」

　そうリズに笑みを返した。

「ちょっと診てもいいですか？」

「え、は、はい……」




　レイは冒険者時代、膨大な量の医学書を読よみ漁あさった。白魔導師は人体構造の把握と怪我、病の知識が必須であり、その知識が多いほど治せる幅が広がり優秀な白魔導師とされた。

　その冒険者時代でも、レイのそれは王都の腕の良い白魔導師を凌ぐほどであったが、パーティメンバーの白魔導師に対する知識不足によりそれを知るものは少ない。

　……これは、骨にヒビが……筋肉や内臓は傷ついてはいない。

　オーラによる触診を終え、次に治療。

「ヒール」

　淡い光の粒がリズの背のあたりへと収束する。それらは溶けるように吸い込まれ、やがて光が消えた。

「これでよし」

「……あ、あれ？　痛くない」

　目をぱちくりするリズ。

「うそ……た、旅人様は白魔導師様だったのですか……!?」

「はい。あ、でも一応あまり動かさないようにしてくださいね。治した箇所はまだ脆いはずなので」

「あ、ありがとうございます！　魔族から助けていただいた上に娘の怪我まで……なんとお礼をしたらいいか」

「お礼なんていいですよ。僕、今は冒険者でもなければ医者でもないので。代金をいただいたら逆にまずいんですよね、はは……」

「そ、そういうわけにも……！　何かさせてください！」

　うっ、おさまりそうに……ないな、これは。

「では、今度またこの村を訪れた時、一泊させていただくというのは……？」

「そ、そんなことでよいのですか？」

「十分過ぎますよ。良い宿屋なのは身をもって知ってますからね。またお会いするその日まで、ご家族三人でお元気で」

「あ、ありがとう、ございます……」

「ありがとう、おにいちゃんっ！」

「ありがとーっ！　おにいちゃん」

　三人の笑顔とお礼を背に僕らは宿を後にした。




　──村を出て少し歩いたところで、リアナが口を開く。

「本当にレイ様のヒールは凄いですね……」

「ん？」

「……一般的なヒールは、自己治癒力を補助し、怪我の治る速度を早めるものです。……なのにレイ様のヒールは時間が巻き戻ったかのように瞬く間に元通り……王都の大聖女様でもそれほどの治癒力はありません」

　……まあ、それはそうなんだけど。時間が巻き戻る、か。リアナは良い眼をしている。

　その言葉が出るということは、彼女には僕のオーラの流れが見えたってことだ。

「リアナ、僕のヒールは……」

　そう言いかけた時、師匠の言葉を思い出した。

『おまえのそれは、ヒールじゃないぞ。全く別の性質のものじゃ……その情報が広まれば、おまえ、国にも魔族にも狙われ続けることになるかもしれん。あまり不用意に口にはするなよ』

　そうだ、僕のヒールは……。

「？　どうかしましたか、レイ様……すみません、気分を害されましたか？」

「いや、違うよ。ごめん、僕も少し疲れてるみたいだ」

　そう言い僕は口元を指で触れた。




　──僕は他の白魔導師を知らない。

　本来、白魔導師となるには小さな頃に白魔導師ギルドへ入り、専門の学園へ入学、基礎を学び、実践訓練を経て初めてその職に就ける。

　しかし、僕は違う。ロキの冒険者パーティに拾われて、あてがわれた本を読み、独学でヒールを身につけた。だから、自分にとってはこれが唯一のヒールの仕方だった。

　そして、それが普通の回復魔法だと勘違いしていた僕は、一度のヒールに莫大なオーラを消費し続け、無能とされ、彼らに捨てられることとなったのだ。




　僕は歩きながら、タラゼド隊長とアトラと三人での会話を思い出す。

『レイ、ひとつ教えておく。俺を引き入れようとした魔族は死四天魔だった』

『死四天魔……魔界の四騎士と呼ばれている、魔王直近の配下』

『そう、それだ。……実のところ、俺は奴の魔法にあてられていた節がある。奴に触れられてから、俺は怒りをコントロールできなくなったような気がする』

『怒りを……』

『感情操作、心を操るのかもしれない。小さな憎しみに火がつき、瞬く間に燃え上がるかのように、俺の感情は増大し……村人へと矛先を向けた』

　タラゼド隊長が言う。

『いや、まてまて……それが本当なら、なぜこんな所にそのような大物がいるんだ？　死四天魔といえばＳＳＳレートの魔族だぞ？　そんなやつがなぜ人間界にいる？　ありえないだろう』

　人間界と魔界は隔たれていて、行き来するには、国で最高峰の結界師が厳重に封印している大穴を通るしかない。

　それゆえに、いかに強大な魔族や魔獣であってもそれは超えられないはずなのだ。

　だが僕はリアナの話を聞いていたので、その答えを知っていた。

　そして、その答えをアトラが口にする。

『タラゼド隊長、ありえなくないです。ダンジョン、知ってますよね？　SSランク冒険者が北方の境界で発見したあのダンジョンを』

『！　……魔界に通ずる、『闇穴』か。あの話は噂ではなかったのか』

『はい、確実にそれがあると思われます。現にやつらＳＳＳレート魔族はそれを通り何度も行き来している』

『なるほど……だとしたら、非常にまずい……これはこの国だけではなく、世界的な脅威となりうる』

　真剣な顔で考え込むタラゼド隊長。

　世界の脅威。あまりのスケールの大きい話に僕は現実味を感じられずにいた。

『そして、レイ。お前はその死四天魔に狙われている。やつはお前を欲しがっているぞ。今回、お前らを見逃せと指示したのも、村を落とすのに邪魔だという理由の他にそれがある』

『……そっか』

『そっか、て……驚かないのか？　ＳＳＳレートだぞ』

『……この間から誰かに見られている気がしていたから。やっと腑に落ちたよ……そうか、だから。それで、その魔族の名前と顔は』

　タラゼド隊長とアトラが驚いていた。きっとＳＳＳレートに狙われているのに動揺していないからだろう……誤魔化すのも切りがないので、もう気にしないけど。

　戸惑いながらアトラが言葉を紡ぐ。

『……俺が会ったのは使い魔だったからな、本人の顔はわからない……名は』

　アトラが少しうなずく。




『死四天魔のアルフィルク』





◆◇◆◇◆◇






　一人の聖騎士が、村の神門を直しながら言った。




「──しかし、凄いですね彼は……ワーウルフを三体にダイヤを一人倒して無傷とか……タラゼド隊長は彼のことを知っているみたいですが、名のある剣士なんですか？」

　タラゼドは頷き答えた。

「ああ、彼は『グンキノドンワ』という冒険者パーティに所属していた冒険者だよ。今はフリーのようだが……ちなみに彼は白魔導師だぞ？」

　ぎょっとした表情をする部下の聖騎士。

「し、白魔導師!?　えええ!?　だって、あれ……ワーウルフの傷口は一流の剣士が斬り裂いたような切り口でしたよ？」

　その時、また別の聖騎士が横から口を挟んだ。

「いやいや、また隊長の冗談だよ。白魔導師がこれほどの戦闘力を持っていたら脅威どころの話ではないでしょう。……隊長、冗談ですよね？」

「……だったらびっくりだよな？　はっはっは」

「あ、冗談すか、びびったぁー」

　まあ、冗談ではないんだけどな。

　数年前、まだ彼が『グンキノドンワ』に所属していた頃……冒険者パーティ数グループと王国騎士軍の合同作戦をしたことがある。そこに彼の姿があったのを今になって思い出した。

　彼は白魔導師だというのに動き回り敵の注意を引いていたのが印象的だった。

　本来、白魔導師はパーティの要であり、やられてしまえば致命傷。それ故にまともなパーティであれば絶対にやめさせる行為ではあるが、彼には脅威的な回避能力があった。

　敵の動きの未来が見えているかのような予知のごとき対応力。

　合同作戦が行われた時の記録では、参加したパーティの中でも『グンキノドンワ』は唯一、死者どころか怪け我が人にんすら出さなかったと書かれていた。

　そんなことを考えながら、ぼんやり物思いにふけていると、部下が口を開く。

「でも、あれですよねー、白魔導師が敵の注意を引ければ確かに敵もそっちに釣られちゃいますよね。……ヒーラー殺せば勝ち確みたいなもんだし、なおさらですよね」

　また別の聖騎士がそれに答えた。

「いやいや、そんな動ける白魔導師なんて存在しないから。それにヒールってめちゃくちゃ神経使うんだよ？　集中力を極限まで高めて詠唱しなきゃ、無駄にオーラを消費して不発に終わることだってあるんだし……動きながらヒールとか絶対無理でしょ。ね、隊長？」

「……まあな」

　だが、彼はそれをやってのけていた。合同作戦で、敵の攻撃を回避しそのまま瞬時のヒールで他の冒険者パーティの窮地までも救っている。

（……作戦終了間際、魔物の残党に隙を突かれ、腕を切り落とされたやつがいた。しかし彼のそのヒールによってそいつは窮地を救われたんだ）

　腕を眺め、私は懐かしい気持ちになる。

　……そして、ワーウルフ三人とアトラを倒す戦闘力。

　もしかすると彼は、彼の力はこの国で最強の戦闘力を誇る『王直属騎士』の三騎士にすら匹敵するかもしれない……。











七章　リベンジャー






　あれから、僕とリアナは山道をくだり、王都へと歩みを進めていた。

　長い時間歩き、やがて日も傾いてくる。今日は野営かなと思い始めた頃、僕はそれを視界のはしに捉えた。

「リアナ、あれ」

「あ、はい……あれは、お家うち？」

「もしかして空き家かな？　行ってみよう。誰も住んでなければ今日はあそこで夜をあかそうか」

「はい！」

　村からも遠く離れたこの場所に一軒ぽつんと……こんな所に住んでいて、魔物に襲われたりしなかったんだろうか？

　しかし、その答えは近づいた時に知ることとなった。

「……これって、塀に彫られているのは……魔除けの文字ですよね」

　刻まれたのが古いせいか、土がこびりついていたり草に覆われていたりする。しかし、その効果は残っているようで微かに光を発している。

「そうだね。これなら一定のレベルの魔物になら襲われることもない」

　ここに住んでいた人は魔導師だったのかな。まあ、何はともあれこれで屋根のある場所で一晩過ごせる。良かった。

　……リアナ、疲れているだろうな。僕と出会ってからずっとまともに眠れてないだろうし。大丈夫かな？

　寝ている間に契約印からオーラを供給しよう。少しは疲労が解消されるはずだ。

「入ろうか」

「……は、はい」

　家の扉に鍵はかかっていない、扉を開け、玄関を入ってすぐのリビングへ。

　……家具がひとつもないな。でも床も壁も比較的綺麗に掃除されている。

　あれ、これって……。

「……これ、もしかして売り家かな」

「えっと……ど、どうでしょう？」

　だとすれば勝手に使うわけにもいかなくなる。

　うーん、しかし……リアナを外で寝かすのも心苦しい。村ではそれほどちゃんと寝かせてあげられてないし、これ以上疲れた体に鞭打つような真ま似ねはしたくない。

　睡眠不足も危険だし、今日はここでゆっくり寝かせたいな。

「よし、リアナ」

「は、はい！」

「今日はもうここに泊まっちゃおう」

「……あ、え？　で、でも……」

「大丈夫、ちゃんと掃除して出れば許してくれるよ。多分……きっと！　おそらくね！」

「……は、はい。わかり、ました」

　魔石の入ったランタン。それに明かりを灯ともし、二人で囲む。

　ちなみにこの魔石は【灯とう陽よう石せき】といい、ダンジョン、ユグドラシル内で星のように見えていた物の欠片かけらだ。わずかな魔力で半日は明かりを灯し続ける。

「これでよしっと……。リアナ、眠くなったら寝ていいからね」

「……あ……はい」

　あ……？　いまの「あ」って。ここ最近は何をするにしてもずっとリアナと二人だったからな。

　この子のことが少しずつわかってきた。

　口数が少なくあんまり癖という癖がないからわかりづらくはあるけど、いまの「あ」のニュアンスは「何か言いたいことがあるけど、言えない時」の「あ」だ。

「リアナ、どうかしたの？」

「……あ、え……いえ」

「村のこと？　それとも、その前？　旅で疲れたかな？　だったら明日一日はここで休憩しようか」

「……ち、違うんです」

　リアナはぎゅっと、スカートを握りしめゆっくりと言葉を紡ぎ始める。

　ランタンの光が彼女の心を移すかのように、揺らいだ。

「……村の、ことも……死んでしまった……仲間のことも……。わ、私は人が襲われているのに、何もできなくて……だから」

　震える声と体。

　ああ、この目は……そうか。

「悔しいんだね……リアナ」

　頷くリアナは、ポロポロと涙をこぼした。

「……魔法だって、武器の訓練だってしてきたのに……魔族を目の前にしたとたん……足が震えて、隣にいた友達が殺されても……村の人が襲われかけても、怖くて……レイ様が戦うのを見ていただけでした……」

　訓練をいくら重ねても、実戦を経験しなければ理解できない命のやりとり。

　もしひとつ間違えればそこには死が待っている。怖くて当たり前。

　……けれど、この子はそれが嫌なんだ。

「リアナは、自分の弱さが許せないんだね」

「……何も、できない自分が……嫌です」

　リアナには特別なモノが備わっている。

　多分、この子……異常なほどの負けず嫌いなんだろう。目でわかる。

　努力家で、負けず嫌い。

　そして、優しい。

「わかった」

「……え……？」

「じゃあ、僕が戦いかたを教えるよ」

「で、でも、私……足がすくんじゃって」

「最初は皆そうだよ。僕だって初めての実戦では何もできなかった。けれど、そうして多くの戦いを経験してゆくなかで、少しずつだけれど……動けるようになるんだ」

「……そうなんですか……」

「僕らは、命のやりとりをしている。……命を落とすかもしれない戦いなんだ。誰だって怖いさ。だから動けなくなるのは普通なんだよ。……でも、大丈夫」

　僕はリアナの頭を優しく撫でた。

「リアナは強くなる。強い想いがあるからね」

　目を丸くしてこちらを見ていたリアナは、やがてゆっくり頷きこう言った。

「……が、頑張ります。よろしくお願いします」

「うん、頑張ろう」

　その日、初めて、リアナが心から笑ったような気がした。




　◇◆◇◆◇◆




「──リアナ、後ろだ！」

「──!!」

　緑色の小鬼──『ゴブリン』が棍こん棒ぼうを振り回し、リアナへと襲いかかる。

「ひっ……！」

　ガィンッ！

　反射的に前に出した銅の剣が盾になり、運良く攻撃を免れる。

　しかし、次はない。

　不安定な体勢で、殺すつもりで放たれた攻撃を受けたのだ。リアナは転び尻餅をつく。

「ひっ、あ」

「ゲヒヒヒッ」

　リアナにまたがり見下ろす、ゴブリン。その顔は勝ちを確信し、下品に歪む笑みを浮かべていた。

　そして、振り上げられる棍棒。

　……ここまでだな。

　僕は素早く距離を詰め、棍棒をナイフで切り飛ばす。

　そのまま腰を回し、やつの腹部を蹴り抜いた。

「げひっあっが!?」

　ゴブリンは後ろにあった樹木にあたり、しかしその勢いは止まらず。

「ぐっ、ぎぃ……かっ、があ……ぎい！」

　そのまま二、三度転がりやがて止まると、慌てるように体勢を立て直し、そのまま森へと逃げていった。

「はぁっ、はぁ……す、すみ、ませ」

「ううん、大丈夫。それより、リアナ。戦闘中は敵から目をそらしたらいけないよ。怖いのはわかるけど、しっかり相手を見ていないと、その隙に攻撃されたら致命傷を負いかねない」

「そ、そうですね。でも、反射的に……閉じてしまって」

　あ、そうか。いや、そりゃそうだよ。死に物狂いで襲ってくる魔物であれば気け圧おされ目も瞑つぶりたくなる。

　けれど、それでもしっかりと相手を見てなければ戦いに勝つことはできない。……だから少しずつ慣れてもらう必要がある。

　でなければ、いつかそのまま命を落とす。

「でも、なぜ……敵の挙動ではなく、『目』を見るのですか？」

「ああ、それは敵の目の動きを見れば次の動きが読めるんだ」

　そうか、理由をしっかり説明しなければその必要性がわからない。そこを知っているかどうかできっと技術を身に着ける速度は変わってくるんだ。

　……人にモノを教えるのって難しいな。

「……えっと、目が……視線の向かった先が、次に攻撃するところ……ということですか？」

「お、理解が早いね、その通り。だけど、視線が動くのは、ほんの刹那だし、攻撃対象を見るタイミングも敵によって変わってくる。だから、それを見逃さないように常に相手の視線を意識して、どこを見ているか……あるいは他に何かを狙っていないかを観察するんだ」

「……が、頑張ります」

「うん、頑張ろう。相手の次の行動がおおよそ予測できれば勝率が大きく変わってくる。注意深く相手を見て観察しよう」

「相手を……観察する」

　と、いってもこれはかなり高レベルの技術だ。説明したところで中々身にはつかないだろう。

　けれど、しっかり敵を見るという意識は身につくはず。

　相手の出方を見ることができれば、死のリスクを大幅に下げられる。

　ちなみに、これを極めると、指先の動き、重心の傾き、呼吸、魔力の揺らめき……あらゆる情報をもとにして敵の動きを予測することが可能になる。

「リアナ。ゆっくり、慌てずにいこう。時間はたくさんあるからさ」

「は、はい……頑張り、ます」

　敵の先を正確に読む。これができてA＋レートの魔物と戦えるレベル。

　できれば……リアナにはその域に達してほしい。

　本当ならノルンにでも教わった方が絶対いいんだが……っと、思ったが、いや、ノルンはかなりのスパルタだ。生命力マナの強い僕ならともかく、リアナは命を落としかねないな。

「？　……ど、どうかしましたか？」

「ん？　なんでもないよ」

　リアナの頭を優しくなでてあげると、彼女は気持ち良さそうに目を閉じた。




　……リアナには、強くなる素質がある。

　恐怖を飼い慣らすことができれば、必ず強くなる。





◆◇◆◇◆◇






『ヒメノ……まってて』




　誰かに名前を呼ばれた気がして、暗い部屋で私は目が覚めた。




　そして、すぐに気がつく体の違和感。

　わずかにでも動かせば、痛みの走る体。それとは別の……ふわりとした悪寒と、喪失感。

　感覚がなく、体を起こそうにもうまくバランスがとれない。

　麻ま痺ひしていて感じないのかもしれない。その不快な気持ちに揺られながら、おそるおそる左手を触ろうとした。

「──わ、私の……左手……え、な、ななない？　あれ？　……あ、ああ、足も……どうしてっ!?」

　ど、どういうこと……？

　これは……夢、夢なの？　とにかく、明かりを……。

　これほど暗い闇夜はない。まるで部屋中を黒で塗りたくられたかのような一いち縷るの光も存在しない空間。

「こわい！　だれかっ！　だれかいないのっ!?」

　その時、ドアの開く音がした。

「ヒメノお嬢様！　お目覚めにっ!?　ああ……良かった！　ただいま旦那様をお呼びしますね！」

　入ってきたのは聞きなれたメイドの声。

「ま、まって！　明かりを……先に明かりをつけてちょうだい！」

　いやだ！　暗いのは怖い！　早く明かりを!!

　やっと暗闇から解放される……そう思う私の希望は、彼女の返答によって、するりと消きえ失うせた。

「……そ、それは……ヒメノお嬢様、落ち着いてお聞きください……」

「な、何!?　い、いいから、まず明かりを……おねがい、明かりをつけて！」

「今は……朝なんです、お嬢様」

　え……？

「なので、お部屋は明るいんです」

　……あかるい、あさ？　え、何を言っているの？　アタシをからかってるの？

　だってまだこんなにも暗くて、何も見えない。

「ヒメノお嬢様……は、先日のダンジョンで、失明されておられます」

　……しつめい？




　……あ。噓だ……噓よ……こんなの、噓でしょ




　噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ……！




　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ……！




　もう、何も見えないの？　……やだ、やだやだ、絶対やだ!!

　だれか……助けて！




　だれかだれか




　わたしの目を、からだを……なおして！




　……あ、




　レイ……。





◆◇◆◇◆◇






　──ゆっくりと歩き進む馬と、それに引きずられガラガラと音をたてて回る車輪。

　僕とリアナは、王都へ向かって歩いている道中、村での作業が終わり王都へ向かって馬車を走らせていたタラゼド隊長たちと再会した。

　そして、タラゼド隊長に「王都へ行くのだろう、よければ乗らないか？」と、同行のお誘いをいただいたので、ありがたく乗せてもらったのだった。

　馬車はいい、リアナも休ませてあげられるし。

「馬車は、やっぱり速いですね。本当、拾ってもらえて助かりました」

「はっはっは、私の方こそ君とまた再会できて嬉しいよ！」

　アトラの姿はない。おそらく車の一番後ろにある部屋……見張りつきでいるのかな。

「……すみません、王都に着くのはどのくらいになりそうですか？」

　馬の手綱を握っていたダイヤの騎士が答えた。

「えーと、まぁ、あと二時間くらいかなぁ？　魔物が出なければっすけどね」

「二時間……ありがとうございます」

「いえいえっす～」

　隣を見るとリアナは疲れがピークに達したのか、すやすやと寝息をたて僕の肩に頭を預けていた。起こさぬようにリュックから毛布を取り出し、そっとかけてやる。少し肌寒い。

　それを見ていたタラゼド隊長が話しかけてくる。

「レイ君は眠らないのか、歩き続けてたんだろう？　君も疲れが溜まっているんじゃないのか？」

「いえ、そこまで。僕、体力には自信あるんですよ」

「ほう、すごいな。さすがは白魔導師ギルド特級クラスの男だ」

　その一言に、馬車を運転している聖騎士と、書記をしていた聖騎士の二人が反応した。

「「ええええ、特級!?」」

「!?」

　僕はその二人の過剰すぎるリアクションにびっくりした。

　そうだ、確かに僕は白魔導師ギルドでの位は一応、特級とされている。

　だけどそれは、何かの間違いだろう。だって、あの頃の僕は一度のヒールで行動不能になる役立たずだったんだぞ。どう考えても特級はない。

「……いや、あれは多分ギルドの間違いですよ。だって、昔の僕は魔力不足で満足にヒールがかけられなかった。だから……ありえないですよ」

「どうかな？　君だって理解しているだろう？　白魔導師の優劣はもっと本質的なところで決まる。魔力の多寡で決まるわけじゃないってことだ」

　……認めてくれているのかな。

　でも、そうだ。だからこそ、あの頃の僕はヒールの他にも色々と学んでたんだ。

「だとしても、どうでしょう。僕より優秀な白魔導師はたくさんいたように思えますけどね……」

　言いながらタラゼド隊長の方を見ると、彼は微笑んでいた。

　……なんか、おかしかった？

「えっと……な、何か？」

「ああ、失礼。君は本当に面白いやつだな」

　いや、何も面白いこと言ってない……どこが面白かったんだ？

　そして、タラゼド隊長は続けてこう言った。

「なあ、もしよければなんだがレイ君……君、王国騎士軍に入らないか？」

　その瞬間、聖騎士二人が「「ええええっ!?」」と再び声をあげた。

　心の声を含めると、三人だけれど。タラゼド隊長は一体どういうつもりなんだ？

「僕が、ですか……？」

「君の力は素晴らしい。なんといっても、ワーウルフをモノともせず、さらにはアトラを上回るほどの戦闘力を持っている。その実力ならばすぐにダイヤ、ルビー……いや、聖騎士最上級のプラチナへさえも届くかもしれんぞ！」

「そ、そうですかね。ありがとうございます」

　なぜか紅の騎士にお世辞を言われてる。……これは反応に困るな。

「ふ……まあ、考えてくれ。うちへの入隊を希望するなら私が喜んで推薦しよう。君は自分の価値をもっと正確に知るべきだ」

「……ありがとうございます」

　僕が、リアナにも言ったこと……自分の価値を知る、か。僕は僕自身にどれだけの値打ちがあるのかはわからない。けど、こうして誰かに求められるのは、悪い気はしない。




　それから魔獣との戦闘を幾つか経て、ようやく王都が見えるところまでたどり着いた。




　ちなみに、リアナも一緒に前線へ立っていたがやはりそう簡単に恐怖を消し去ることはできない。その場に立っているのがせいぜいだった。

　だけど、戦いの場に慣れておくに越したことはないので、戦いの場には立ち会わせることに。

　彼女はまだ若い……ゆっくりと成長すればいい。




　そして、魔獣、魔族対策の巨大な砦がゆっくりと近づいてくる。

　それは天にも達しそうなほどに高く、王都全域を囲っていた。

　高台になっているこの場所からは砦の内側を目視できるが、壁の途切れる空の方には魔力線が張り巡らされ並みの攻撃では破壊できず、それ故に侵入はできない。

「……久しぶりの王都だな」

　ぽつり独り言を言う僕に、いつの間にか眠りから覚めたリアナが笑いかける。

「……やはり王都は美しいですね。あの中央にそびえ立つ、王城はいつ見ても……凄い迫力です」

「うん、確かに」

　王城を中心として円形に広がる大都市。ここには夢を追う多くの人々が集まる。

　華やかな生活を送る貴族と商業で成功を納めた大富豪。しかしその裏では貧民として困窮し餓死するものも珍しくはない。

　そういう人を見て、奴隷時代の僕はどちらのほうが幸せなのかとよく考えたものだ。

　表と裏。その大きな格差に、リアナの未来を想った。




「お二方、少し迂う回かいさせてもらいますね。我々の担当地区方面から都に入った方が、色々面倒が省けるんで」

「えっと、担当地区？」

　リアナが聞くと、聖騎士は頷き説明した。

「王都は王城を中心として、四分割されてるんすよ。北の玄げん武ぶ、東の青せい龍りゅう、南の朱雀すざく、西の白びゃっ虎ことわかれていて、僕らは東の青龍地区を担当しているので、東の門から入るっす」

「そ、そうなんですね。全然知らなかったです」

　ほうほう、と頷くリアナに僕がさらに説明する。

「普通に入ろうとすると、身分証明や他諸もろ々もろの手続きがあって、一般の人間は下手をすれば一時間近くかかる場合もあるんだ」

「そ、そんなに、ですか？」

　その時、タラゼド隊長が「ああ」と何かを思い立つ。

「そうだな。君たち二人、今度から東門から入るようにするといい。名前と魔力跡を名簿に入れておこうか……そうすれば今度から出入り自由だ」

　魔力跡……彼らはオーラを記憶する名簿を持ち、王都への出入りの際、それにより本人確認をする。

　本来であれば、聖騎士がスムーズに出入りするためのものなのに、そこに僕とリアナの魔力跡を？

　そんな職権乱用が許されるのか？　と、思っていたら、彼の部下からツッコミが入った。

「いや、えぇ!?　彼ら一般人っすよね!?　ま、また勝手にそんなことを……バレて怒られても知らないっすからね」

「大丈夫だ。お前とニーニャが黙っていさえすればバレようがない。うん」

「私は何も聞いてません。話しかけないでください」

　ニーニャさんと呼ばれる女聖騎士が耳を両手で塞ぎ遠くを見ていた。

　ちなみに馬車の手綱を握っていたのは（～っすの口癖の人）、ヴランさんと言う。

「な、何も大丈夫じゃない……っす！」

「はっはっは！！」

「何笑ってるんだこの隊長は……」

「「ふふっ……あははははっ」」

　そんなやり取りをみて僕とリアナもついに笑い出してしまった。




　巨大な東門へと到着し、魔力壁が解除された。村にあったものは一人で開閉できる簡易のものだったが、この東門は聖騎士三人の神力を注いで起動させるより強力なものだ。

「隊長、お疲れ様～」

「お帰りなさい、隊長」

「お、隊長が客を連れているな」

「うん、みんなお疲れ様。この二人の名前と魔力跡を名簿に残してほしいんだが、いいかな？　いいよね？　頼む」

「はああっ!?　あーたはまた勝手な……怒られますよ、そんなん勝手に残したらさぁ」

　受付嬢のような出いで立たちの女性聖騎士が頭を抱える。

　……この人、鎧が紅い。

「あ、ミリアナ副隊長、それ僕がすでに言ったっす」

　そう言い、彼はため息をつく。

「すまん、今私は何も聞こえないし、見えない」

　向かいには耳を塞ぎ、目をつむる騎士……しかし、それを意に介さずタラゼド隊長は話を進めていく。

「いやぁ、この二人は大丈夫だ！」

「えぇ……まあ、隊長が言うなら仕方ねえ。こうなったら止まんねえし。んじゃあ、お二方、こちらへ来てもらっていいですかね？」

「あ、は、はい……」

「なんだかすみません」

「いやいや、お二人は謝る必要ないですよ。それじゃ、ちゃちゃっと記録しましょっか」

　この人、白髪だけど僕と違って綺麗だな。しかしこんな美しい人が紅の騎士か……相当強いんだろうな。

「──と、オッケーです。これで東門からはいつでも出入りできますよ」

「あ、ありがとうございます」

「すみません、ありがとうございます」

　僕とリアナは、ミリアナ副隊長とタラゼド隊長に礼を言った。

「うん、よし……では俺は聖騎士隊本部へ村の件を報告しにいかねばならんのでな、ここでお別れだ」

「タラゼド隊長、本当に色々とありがとうございました」

　僕が頭を下げると、リアナもペコリと頭を下げた。

「いやいや、楽しかったよ。また何かあれば頼ってくれて構わない。では元気でな！」

　彼は手を振りまた馬車へ乗り込み、去っていった。

　僕らも聖騎士の皆さんと手を振り合い、別れる。短い旅路だったけど、一抹の寂しさを感じる。

　……さて、気持ちを切り替えなければ。まずは換金所へ行かないと。タラゼド隊長からもらった手形を引き換えよう。

　っと、ん？　リアナがいない？

　気がついて周囲を見渡せば、彼女は人ごみのなかで大きな案内板を眺めていた。

「リアナ、どこか行きたい所でもあるの？」

「あ、い、いえ、すみません勝手な行動をしてしまって」

「ううん、いいよ。迷子にはならないだろうし」

「は、はい。……えっと、私、ずっと連れて歩かれるばかりだったので、なんだか物珍しくて……やはり王都には色々なお店や建物があるのですね」

　彼女の瞳を見ると、好奇心に彩られているのがわかる。

　なるほど。奴隷に自由はないからな。僕の場合はパーティの雑用や買い出しを全て任されていたから、自由に町を見て回ることができたが……でも、わかるよその気持ちは。

「色々見てみようか」

「あ、で、でも……」

「？」

「そんな、迷惑は……かけられません。レイ様には目的がありますし、私のことでお時間を使わせてしまうのは……申し訳ないです」

　確かに、『リアナのために時間を使う』という行為は、多分リアナの精神に負担をかけてしまう気がする。

　だったら……『僕の用事に付き合ってもらう』という体裁でいこう。

　これなら彼女も素直に楽しめるだろう。

「そっか、わかった。それじゃあ僕の買い物に付き合ってもらおうかな。いい？」

「え、あ、はい……それは、勿論です」

　確か、ここから南に行けば甘いものが食べられるお店があったはず。

　リアナに食べさせてあげよう。……あとは洋服かな。僕もだけど、リアナにはもっとしっかりした物を着せてあげたい。せっかく綺麗な容姿をしているのに勿もっ体たいないし。

　そういえば……冒険者時代。たまに買い出しの手伝いをしてくれて、一緒に甘いもの食べた。

　彼女は……フェイルは、どうなったんだろう。

「れ、レイ様？　いかがされましたか……？」

「ん？　ああ、ごめん。さて行こうか……まず、君には頑張ってもらわなければならないことがある」

「は、はい！　頑張ります！　何をすれば……？」

「甘いものを思いっきり食べる」

「……え？」

　それから二人で王都の城下町を巡り、食事と買い物を堪たん能のうした。

　彼女の次第に見せ始めた楽しそうな笑顔は、僕の心を温かくし、何よりも幸せを感じることができた。

　ありがとう、リアナ。
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　……噓だろ？

　目の前にいた男に俺、スグレンストは驚きを隠せなかった。

　なぜならそいつは死んでいるはずの人間、いや、目の前にいるということは人間ではなく亡霊の類いか？　と一瞬、思考が現実逃避をする。そして胸の奥がざわつき始めるのを感じた。

　あれは忘れもしない、五年前のこと。俺たちはＳＳＳランクのダンジョン、【ユグドラシルの迷宮】へと挑んだ。

　Ａランクダンジョンを楽にクリアできた俺たちはＳランク、SSランクをとばし、最上級ダンジョンであるＳＳＳランクへと潜った。理由は簡単、自信があったからだ。

　あの時は聖騎士でも到達困難なＡランク深層へとたどり着き、王城でのＡランクダンジョン祝賀会を経験したことで俺たちはどんなダンジョンでもクリアできると確信し、そう思い込んでいた。

　それに、ＳＳＳランクダンジョンは挑んだ者も片手で数えられるほどで、具体的な難易度など知るものも少なく、最上級のダンジョンを俺たちは甘く見ていた。

　そして、【ユグドラシルの迷宮】１２５階層。

　気がつけば俺たち三人でも到底勝てる見込みのない魔物や魔族ばかりがフロアのそこらじゅうにいた。

　なんとかロキの結界やレイの持っていた気配を消す魔石でやつらに見つかることはなかったが、やり合えば間違いなく全滅していたに違いない。

　やつらはおそらくＳＳＳレートの魔獣、魔族だったのだろう。

　しかし俺たちは運が良かった。ＳＳＳランクダンジョンへと挑む前にクリアしていたＡランクダンジョンで転移の魔石を手に入れていたのだ。

　それを使い難なくダンジョンの外へと出られたが、それはひとつ金貨一億枚クラスの代物で、節約するためにパーティメンバーの一人をダンジョン内へ置き去りにした。

　そいつは他のメンバーほど役にもたたないし、何せ白魔導師のくせに滅多にヒールもしない。使えないやつだった。

　だから捨てられて当然で、それに捨てるには丁度いいタイミングだった。なおかつＳＳＳランクダンジョン、ユグドラシル……ここに置いていけば、生きて戻ることは百パーセントできない。

　パーティのメンバーを故意に死なせることは重罪、それ故にその状況は好都合だった。パーティメンバー以外誰も見ていないし、置いてきたなんて誰にもわからない。

　だから見捨てた。魔獣、もしくは魔族に殺されることを願い……そしてそれを確信しながら。




　だが……。




　こいつはどういうことだ？　目の前にいる、少女と仲睦むつまじく談笑しているのは、あの時置き去りにした役立たずの白魔導師じゃないか？

　見間違い何かじゃない……あれは、間違いなくレイだ。

　ロキに知らせるか？　いや、王都は広い。ここで見逃せば次はないかもしれない。

　だが、まてよ……と、いうより逆にこれは好都合なんじゃないか？　偶然とはいえやつが生きているのを発見した。

　もし、あいつが置き去りにされたことをどこかで言えば俺たちはかなりまずいことになる。

　Ａランクダンジョンを攻略できず、パーティは壊滅的……ロキに至っては上と揉もめてるみたいだしな。

　ここに来てさらなる面倒ごとはまずい。

　だからこそ、レイをここで始末しなければ。あの話が漏れる前に……殺ってしまおう。

　しかし、どうやって殺す？　……自害させるのがベストだが。それがダメなら普通に殺して後でどこかしらのダンジョンの下層へ放置し、遺体を魔獣に喰わせるか。

　いや、まてよ？　それよりも良い場所があるな？

　ロキだってやつを見れば同じことを考えるだろ……多分。よし、やるか。
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　今夜泊まる宿を取ろうと、町を歩いている時だった。

　僕は背後からの刺すような殺気に気がつく。

「──お前……レイなのか？」

　聞き覚えのあるその声に、僕の背筋がぞくりとした。常に相手を威圧するかのような重い声。それだけで、間違いなく『グンキノドンワ』盾役のスグレンストだということがわかった。

　彼は目尻を吊り上げ、こちらを睨みつけていた。まるで獣が牙をむき威嚇しているような雰囲気が伝わってくる。

「君は……スグレンスト……」

「やっぱりてめえか、まさか生きて……いや、それはまあいい。ちょっと顔かせよ」

　これは、きっとろくなことにならないな。多分、彼からすれば僕が存在しているのはまずいはず。仲間をダンジョンへと置き去りにした、しかもＳＳＳランクという最高クラスの危険地帯に。それはもはや仲間殺しと言われても仕方ないことだ。

　仲間殺しは重罪……このことが公に広まれば、彼らのパーティの名は地に落ち、完全に終わりを迎える。それどころか、メンバー全員が厳罰に処されるだろう。

　しかし僕にはそんなつもりはない。だから、できることなら穏便に済ませたい。

「大丈夫、僕は何も言わない。だからもうほっといてくれ。……頼む、君たちと争いたくはない」

　僕の発言にイラついたのか、彼は語気を荒らげた。

「はあん？　……おまえ、ずいぶん生意気な口を利くようになったなぁ？　まあいいさ、それも含めてしつけてやるからよ。昔はお前をたくさんしつけてやったっけか。懐かしいなぁ」

　スレングストはうっとりとした表情になる。

「泣きわめくお前を殴りつけ、蹴りつけ、あやうく殺しかけちまったこともあったっけかぁ。けれど俺のしつけのお陰で最低限動ける白魔導師になれたんだよな……それがしばらく見ないうちに、こんな礼儀知らずのゴミになっちまって、俺は悲しいぜ」

　しつけか……ただのオモチャ、サンドバッグのかわりだったろう。……しかしどうする、この感じでは何を言ったところで見逃してはくれない。

「なあ、とにかくついてこいよ～。時間もったいないだろ？　こっちだって暇じゃねえんだ、面倒は早く終わらせようぜぇ」

　その時、リアナが見かねて口を挟んだ。

「あ、あの、もうやめてください。どなたか存じませんが、レイ様が困ってるじゃないですか……」

「女ァ、うるせえぞ！」

　凄まじい殺気がリアナに向かって発せられる。彼女の体が震え出した。

「わかった、もうやめてくれ。……リアナ、ごめん。君は少しどこかで待っていて」

「何言ってんだてめぇ？　その女も一緒に決まってんだろうが」

　リアナを巻き込むわけにはいかない。どうにかしなければ。

「……僕だけでいいだろ。彼女は関係ない」

「口答えすんじゃねえよ、次ごちゃごちゃ言ったら女を殴り殺すぞ」

　スグレンストの短気で荒い気性は嫌というほど知っている。こんな人通りの多い道端で殺しをするハズがないと決めつけるのは、かなり危険だ。

　実際、とある町でのこと、気にくわないやつだったという理由で男性に暴行を加え投獄されたこともあった。その時は親の力で揉もみ消けし、事なきを得たみたいだけど。

　それをこの場でもやりかねない。

「わかった。ごめん、リアナ……何かあったら僕が護るから」

「……わ、わかり、ました」

　その時、スグレンストが腹を抱え笑い出した。

「ぷっ、あっはっは！　おま、誰が誰を護るだ!?　お前がその女に護られた方がまだ助かる見込みはあるんじゃねえのか？　どこでそんな台詞覚えたんだよ！　サイッコー！　あははははは!!」




　スグレンストに連れてこられた場所は王都の外れにあるスラム街だった。

　タラゼド隊長たちの守護している東エリアから隣へと行ったところにある場所で、ここは確か……。

「お、思い出したか、レイ？　この俺らが訓練に使っていた空き地をよォ。訓練の時は邪魔臭くて仕方なかったこの廃材や鉄てつ屑くず、瓦が礫れきやゴミは今この時だけは都合がいいぜ」

　都合がいい、か。やっぱり、僕を殺すために選んだ場所。身元の判別もつかないくらいに顔を潰し、四肢をバラバラにしてゴミの山に埋めるつもりなのだろう。

　ここは廃棄場としての側面もある。定期的にここに置いてある全てのモノは燃やされ、近隣の海へと投棄される。そこに紛れ込ませるつもりだ。

「……ひとつだけ、言っておくんだけど」

「あん？　命乞いは聞かねえ」

　……もう隠す気もないか。まあ、いいさ。

「僕と彼女に関わるのはこれっきりにしてほしい」

　スグレンストは「ぶふっ」と吹き出す。

「ふ、ふふ、くくく、あっはっはー!!　おまえ、やっぱりおもしれえよ!!　ああ、いいぜ、つーかお前ここで……ぷくくく、し、し、死ぬのに！　これっきりも何もねえだろうが？　だってお前死んだら、もう関わりようがねえじゃねえかよ!!」

「……うん、まあ。……けれど、もし次僕らに接近したら」

　僕は真っ直ぐ彼の猛獣のような目を見据える。

「僕は君に……もう容赦しないからね」

　──僕は唇に指を触れた。

　一瞬、何を言われたのか理解できていないような表情を浮かべるスグレンスト。

　そして、彼の頰がゆっくりと赤く染まり変わった時、冷たい声色でこう言った。

「殺す？　誰を、誰が？　……お前、そこまでおちょくって楽に死ねると思うなよ？　覚悟はできてるんだよなああああ!?」

　その瞬間、地面を蹴りつけスグレンストは僕へと迫ってくる。

　その大きな体はゆうに二メートルをこえる。が、しかし大柄な戦士に付き物である弱点、重い体重による動きの鈍さは彼にはない。

　むしろその逆。スグレンストは、生まれ持ったその異常発達した筋力を使い、俊敏な動きで敵を翻弄する。

　右へと体を振り、フェイントを入れてから左の下、死角へと潜り込む。視界の外へと消え、隙だらけの僕の顔へ握りしめた拳を振り抜いた。

「──オラァ!!」

　しかし、僕はその動き全てが見えていた。彼のパーティで白魔導師をしていた僕は、十数年見続けた彼の動きの癖や、その偏りを記憶している……回避は容易なものだった。

「あ!?　なんで避けられ……ふざけんな、オラァ!!」

　殴ろうとするも、捉えられない僕の顔。

　次第に苛つき始めた。

「なんで、てめえ……あああ!?　なんで避けられんだよ!?」

　殴りかかってくる拳をぎりぎりで避け、蹴りあげる丸太のような太い脚を躱し、ただただ彼の攻撃を僕が避け続ける。それが幾度か繰り返された後、彼は息を切らし動きを止めた。

　ぜえぜえ、と苦しそうに肩で呼吸をするスグレンスト。

「もういいかな？　君が言った通り、時間が勿体ないよ……それにわかっただろ？　君に僕を殺すことはできない」

「……ッ!!　テッッッメエッッッ!!」

　……余計なこと言ったか。何してるんだ、僕は……怒らせてどうする。

　そう思ったのも時すでに遅く、スグレンストは完全にぶちギレていた。

　背負っていた大きな大剣、グレートソードと呼ばれる物を鞘から抜き、こちらへと差し向けてくる。

「殺してやるよ、望み通り……すぐになァ？」

　ズズズズ……！

　スグレンストの纏っているオーラが、一際大きくなる。

　──ここからが彼の、Ｓランク冒険者パーティ、スグレンストの本気。

「……舐めやがって、まともな学もねえ、底辺クソ白魔導師の奴隷畜生のクセに……めっためたに切り殺してやる！」

　……目がもう完全に殺る気になってる。仕方ない、少し手荒だけど無力化するか。

「死にやがれッ！」

　大剣の切っ先を向け全力で突進してきた。これはスグレンストの持つ技の中でも特に攻撃力の高いもので、相手に上下左右へと回避されたとしても、瞬時に方向を調整して当てることができる。

　武器自体を破壊して終わりだ。──と、そう思った時だった。僕へと突進していたのが急に軌道が変わり、リアナへと突っ込んでいった。

「──なっ!?　しまっ……！」

「はははは、バカがよォ！　俺の狙いはこいつなんだよォ!!」

　だが、間に合う！　と、手を伸ばそうとした瞬間。

　ドゴォオーッッ!!

　巨大な岩の壁が僕を囲う。

　岩壁の向こう側から『ナイス、ゴウサイ！』とスグレンストの声が聞こえた。

「……すみませんね。スグレンスト様はこうなられては終わるまで止まりませんので。元、同じパーティのあなたならおわかりでしょう？」

　声の方を見れば、初老の執事が立っていた。

「ダイダニズの執事、か」

「その通り。わかりますね？　ダイダニズ家は、奴隷であるあなたが逆らえる相手ではないということを」

「……」

「まあまあ、ゆっくりしていてください。スグレンスト様が彼女と遊び終わったら、次はあなたの番ですから」

　状況に反し、自分でも驚くほど程冷静だった。

　そして、どこから出たのか分からない、冷たい声が出た。

「今すぐこれを解け……」

　臨戦態勢。オーラを解放。

「……ッ!?　なんだ、このオーラは!?」





◆◇◆◇◆◇






「さーて、さてさて分断完了っと。……これ、ウチの執事の魔法なんだよ。レイは出てこれねえからよお、ゆっくりと二人で楽しもうぜ。へへっ」

　私は今の瞬間、彼の声は聞こえていなかった。差し迫った「死の恐怖」に思考力が奪われる。

　──い、今、この人が剣を止めなければ……私は死んでいた。

　気を失いそうなプレッシャーの中、かろうじて意識を繫ぎ止め、考える。

　……それに……レイ様と、分断されてしまった……ど、どうすれば。

　……私、ここで殺され、るの？

　震える脚と体、逃げたくても逃げられない。スグレンストの素早さは今目の当たりにしたばかりだ、逃げきるのは不可能。

「あ、ああああーあ!!　何そんなに震えてるのぉ？　可愛いいいいいねええええ……あ、やべ、落ち着け落ち着け。すぐに壊しちゃ面白くねえだろ、へへへ」

「わ、わた、わたしは……」

「泣きそうだねえ……あ、そうだ、これ聞いとかねえとな。お前、レイのなんなの？　見た目からしてあいつのガキってわけでもねえし、女？　幼女趣味？　おまえ、すげえ幼く見えるしなぁ」

「レイ様は……私の、大切なご主人様です……」

　──これだけは胸を張り言わなければ。私はそう強く思った。

「……は？　あのゴミの奴隷っつーことか？」

　ご、ゴミ……レイ様が？

「んだよ、その顔は？　だからあいつは捨てられたんだよ、俺らのパーティに！　使えねえやつだから！　つまり、ゴミ！　わかるかァ？」

　捨てられた、レイ様が？

「つーか、お前、もしかして知らなかったのか？　あの使えないゴミ魔導師がダンジョンに置き去りにされた話！　あん時は笑ったなぁ～。なんでもしますから、置いていかないで～って、ぴーぴー泣いてよォ……ありゃあ」

　──何かが……胸の奥から、湧いてくる。

「もう、いいです……」

　──初めて感じる、感情。

「あ？」

　私、多分、この人に殺される。




　でも……だめだ。




『──リアナ、大丈夫？』

　──思い出される、レイの言葉。

『リアナ、助かった。ありがとう』

　──思い出される、レイの笑顔。

　……ゴミなんかじゃない。

　私なんかのことを気遣って……優しくしてくれて。

　素敵な人なんだ。

　……私、この人のことを




　──絶対に、許せない。




「レイ様を、ゴミと言ったこと……撤回してください！　あの人はゴミなんかじゃない、優しくて……素敵な方です！」

　──目を閉じ、ゆっくりと開き、スグレンストを睨みつける。

「私のご主人様を、悪く言わないで……！」

　──銅の剣を抜き、構える。

「……はん、面白え！　なら、お前が証明してみろ。へへ、遊んでやるよ」

　──全身へとオーラを巡らせる。

　……今度は、私が……レイ様を……！

　──この時、リアナの想いは恐怖を越えた。その秘められた戦闘の才を鮮やかに咲かせ始める。




　リアナは魔法が使え、その水魔法は、当たれば大人を吹っ飛ばせるほどの威力がある。

　だが、リアナはそれを選択肢に入れてはいなかった。

　理由は二つ。

　ひとつは、水魔法は魔力消費が大きいということ。まだ実戦経験の浅いリアナがこれを撃った場合、すぐに限界がきて戦闘の基本である魔力での『身体強化』が困難になる。そうなればその時点で敗北が決まってしまう。

　そしてもうひとつ。




　スグレンストにはレイに教わったことで勝ちたい。




　──レイ様は、ゴミなんかじゃない！　私が、証明……するんだ！

「いひひっ、いいねえ！　お前が泣いて許しを乞うのが楽しみだぜえええ!!」

　スグレンストは距離を詰める。それと同時に振りかぶられたグレートソード。

「まずは、腕だ！　いただきィ!!」

　──ズギャアッ!!

　凄まじいスピードの振り下ろし。剣の重みと、スグレンストの筋力が合わさり威力はとてつもないモノになっていた。

　グレートソードが深々と地面に突き刺さっている。

「……な!?　お前」

　しかし、リアナは銅の剣で受け流していた。

「今のを剣で受け流しただと!?　ありえねえ!?」

　ほんの少しでもタイミングをミスすれば剣は粉々にくだかれ、リアナの肩から脚まで切り裂かれていただろう。

　しかし、リアナの極限まで研ぎ澄まされた『集中力』がそれを可能にした。

　リアナはそのまま剣をスグレンストへ横薙なぎに振り抜いた。

「──シッ!!」

「ッッ!!」

　スグレンストもＳランク冒険者の戦士、まだ実戦経験の浅い少女の剣は余裕で躱される。

　そのままスグレンストは体を捻ひねり、円を描くようにグレートソードを振り回す。

　しかしそれもリアナは下へ潜り込み避ける。

「──なんで、当たらねえ!?」

　レイ様に教わったことが脳裏によぎる。

『相手の視線やオーラの偏りで次を予測する』

『確実に攻撃できそうな時だけ手を出す』

『リズムを意識する』

『オーラのコントロールに注意する』

　──私は弱い……でも、レイ様がついている！

　巨大な岩の壁に隔たれていても、手の契約紋を通し流れてくるオーラにレイを感じる。

　──私、まだ頑張れる……頑張れるよ、レイ様！

　次々と襲いくるスグレンストの強攻をなんの変哲もない銅の剣でいなしていく。

「──くっそ、なんだコイツ!?」

　次々とスグレンストが剣を振りそれをリアナが斬り、躱す。

　Ｓランクの格上である自分の攻撃を、ただの小娘であるリアナが凌ぎ続けているその、事実。スグレンストには耐えがたい屈辱だった。

「このガキィ……！」

　今まで、この圧倒的なパワーとスピードであらゆる魔物を倒してきた。しかし、あろうことか、高レートの魔物でもなんでもない、小さな少女に見切られ、躱され続けている。

　スグレンストの戦士としてのプライドに傷がつき、頭に血がのぼる。

「糞くそガキがああああ!!」

　本気のスグレンストの斬撃。しかし、それでもリアナはついていく──斬り結び、躱す。

「……はあっ、はあ、はあ──」

　しかし、互角に戦い続けるリアナだったが、彼女の体力とオーラはあと僅かで尽きようとしていた。

　彼女のバトルセンスはスグレンストを上回る。が、しかし子供と大人、そして経験の差……そこには越えられない壁が存在した。

　ゆっくりと、スグレンストが優位になり始める。

「ふへへへ……お前、動き悪くなってきたな」

「──ぐっ、う」

　──ま……まだ、まだだっ！

　が、リアナはまだ諦めていなかった。
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　レイは、この岩の防壁を破壊することができる。

　しかし、魔法の主であるあの執事を倒さねば、破壊したところでまた再度、防壁を造られてしまうことも理解していた。

　まず、狙うべきは……術者、執事。

　そう考え執事と戦い始めたレイだが、ひとつ誤算があった。

「!!」

　周囲に設置された幾つもの岩壁。人が隠れられるサイズで、執事はそれを利用し逃げ回る。

「──くっ」

　執事も実力者。ダイダニズ家に勤める彼はその実力で執事となり、あらゆる揉もめごとを裏で処理してきた。

　故に彼はレイと自分の実力差を理解していた。「この奴隷は私より強い。まともに戦えば勝ち目はない」と。

「ほっほっほ、時間を稼ぐだけならば……！」

「……ッ！」

　次々と岩壁を破壊するレイ。だが、壊しても壊しても執事は造り出す。

　──魔力切れを狙うか？　いや、そんな時間はない……リアナにオーラを分け与えてはいるが、それほどに多くは渡せない。……僕のオーラは普通の人間には負担が大きすぎる。

　しかし、ならばこの状況、どうする。

　くそ、殺しても良いのなら、このレベルの相手ならば秒で殺れる……が、殺すのは絶対にダメだ。

　──執事はレイの思考を理解し、格上であるレイと互角に戦い続けていた。
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　リアナがふらつき、立っているのもやっとの様子に、スグレンストは勝ちを確信する。

「なあ、どーするよ？　このまま続ければ……おまえ、死ぬぜえ？」

　にたにたと、いやらしい笑みを浮かべリアナへ剣を向ける。重厚なグレートソードを片手で軽々と振る様に、微塵の疲れもないことがうかがえた。

「……はぁっ……は、はぁ」

　意識が朦もう朧ろうとするリアナ。絶対的な体力の差。

「そうだなァ……許してください、だ。俺の靴を舐め、頭を地面に擦こすりつけてそう言え。あ、ああ……それと、レイはクズでゴミだと言え。じゃねえと殺す」

　──力が、入らない……体が、重い……私は、もう。

　リアナの心が折れかける……が、その度にレイの顔が頭を過る。

「……レイ、様は」

「お、おおおお？　ひゃははっ、やっぱり死ぬのはこええか！　ふひゃははは!!」

「私の、ご主人様は……世界で……いちばん、素敵な人です」

　その言葉を聞いたスグレンストの瞳が、殺気に満ちた。

「……あなたのような、人間が……レイ様を汚すことは許しません……」

「あぁ、そうかァ……んじゃ、死ねや」

　スグレンストが構える。──レイと分断された時に見せた技。

　剣の切っ先をこちらに向け、持ち手と逆の手で柄の後ろを握った。

　これにより、突きの途中で軌道を変え、敵を追尾し突き殺す。

　この技はスグレンスト持ち前の怪力と相性が良く、躱せるものはほとんどいない。

　実際、スグレンストがこの技を外したところをレイは一度として見たことがなかった。

「当てどころ悪かったら、お前死ぬからよ……何か言っておくことはあるかぁ？」

　しかしそれに応じず、リアナは剣を構える。

「……あ？　てめえ、そりゃどういうつもりだ」

「あなたには……負け、ない」

　今にも倒れそうなリアナ。彼女がとった構えは、スグレンストのそれだった。

「お前も、あれだな……レイと同じで頭イカれてんのな？」

「……負けない、私は」

「ああ、そう……死ね」

　──レイ様は、私の……大切なッ!!

　鋭いスグレンストの踏み込み。流れるように技を繰り出すその動きは、幾千もの戦闘により磨かれたもの。
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　これを凌ぐ術は、リアナにはなかった。




　──先ほどまでは。




　殺気を纏った剣が真っ直ぐと襲いくる。




　怖い……！　でも、私は負けたくない。




『相手の目を見る……！』




　スグレンストは瞬時に気がついた。リアナが剣を見ていないことに。

（こいつ、見えてねえな！　このまま真っ直ぐ突き殺せる!!　ひゃははははっ!!）

　──瞬間、リアナの集中力が最大へと達した。

　それは集中の極地。

　リアナの体感。スローモーションで流れ出す時間の刹那、スグレンストの剣の腹にリアナは僅かに銅の剣をあて、軌道を逸らすことに成功した。

　シュアッッ──

　その一撃で突き殺せると思ったスグレンストは、全力の突きを放つ──もはや自身でも止められない勢いと速度。全体重と魔力を切っ先に込めた一撃だった。

　しかし、リアナはそれを利用した。彼のその突進によるスピードで自分の突きの威力を底上げする──その結果。

　ズギャアアッッ!!

「──ぐああっっっああああぁあ!?」

　──スグレンストの鎧の僅かな隙間、脇から入り肩を貫通するようにリアナの剣は突き抜けた。

　レイから供給されたオーラ全てを乗せて。

「ぎゃあああああーーーーッッ!?」

　──スグレンストの絶叫が響き渡る。

　──とてつもない衝撃。

　スグレンストの突進にも似た、全体重を乗せた攻撃は、リアナの思惑通りにカウンターというかたちで逆転の一撃になった。

　しかし、その威力にリアナが耐えられるわけはなく……彼女の両腕は折れ、衝撃に耐えられず数メートル後方へとぶっ飛んだ。

　後ろに置いてある廃材や鉄屑に全身を打ちつけられ、リアナは意識を失う。

　自身のオーラも、レイのオーラも全てを使いきったリアナは身を守るすべもなかった。

　そして一方、スグレンストはまさかの反撃による致命傷に悶もだえ苦しむ。もはやリアナどころではない。

「ぐぁ……あ、俺の、右腕がぁ！　いっでええええああああっ!!」

　だらりと下がる腕は血にまみれ、肩にはリアナが突き刺した銅の剣がそのままだった。

　肩と腕の間、関節に的確に入ったそれは地獄の苦痛をスグレンストにもたらす。




　──その時、分断されていた岩壁が崩れ落ちた。




　現れたのはレイ。執事は意識がないようで、片足を摑まれ引きずられていた。
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　目の当たりにした光景に僕の血の気が引いていく。

「……リアナ……！」

　力なく地に伏した血塗れのリアナがそこにはいた。

「れ、レイ……！　わかった、お前をもう狙わねえ！　だ、だから、俺の肩を……ヒールで！　頼む、レイ！　いってえ、いてえんだよ!!　くそがああ！　いてえええよおおおお!!」

　泣き叫び、頭を地面に擦りつけ懇願するスグレンスト。だが、彼の存在は僕の眼中になく、いま頭にあるのはリアナのことだけであった。

　スグレンストを無視し、レイは急いでリアナの元へ駆け寄る。

　オーラで彼女の体を触診し、怪我の状態を確認した。

（これは、特に腕と背骨、内臓の一部が深く損傷している……くそ、僕が弱いばかりに）

　その時、彼女の目がうっすらと開いた。

「……れ、レイ様……私、お役に……たてました……？」

　ヒールをかけながらレイは頷いた。

「うん……頑張った、凄いよ」

　頑張ったなんてモノじゃない。相手はＳランク冒険者パーティの戦士だぞ……そんなやつに一撃を入れてしまうなんて。

　僕の契約紋から流したオーラを全て使いきるほどの死闘……リアナ、君は本当に──。

　頭を優しくなでてやると、彼女はにこりと微笑んでみせた。

　そして、緊張が切れたのかホッとしたように眠りに落ちるリアナ。

　僕はスグレンストの方を見る。

　──やはり肩に刺さっているのはリアナが使っていた剣。

　いくら関節で筋肉の障害がなくとも彼女の力であれほど深く貫くのは無理だ。おそらくスグレンストの向かってくる力を利用したのだろう。

　しかし、これほど狭い鎧と鎧の間を狙い、貫くなんて……君のセンスと諦めない心が、圧倒的力を持つスグレンストから勝利を奪い取ったんだ。

「れ、レイ！　早く治し……やがれ！　もたもたしてんじゃねええ!!」

　僕を睨み、喚わめき散らすスグレンスト。

「そんな義理はない……君はもう仲間じゃないんだ。それに勝手に他人の傷を治せば協会だのなんだのに睨まれてしまうからね」

「てめええええ、この俺様が治せって言ってるんだぞ!?　この糞野郎、手足ブチ折ってでも治させてやるッ!!」

　怒りが痛みを断絶したのか、スグレンストは大きな体をゆっくりと起こした。

　彼の体から今の感情を表しているかのように、憤怒のオーラが噴き出し、迸ほとばしる。

　そして、肩に刺さるリアナの剣はそのままに、再びグレートソードを拾い上げ、こちらへ向けた。

「ゆ、ゆるさねえ。殺さねえ程度にズタズタに……って、あ？」

　この時、スグレンストは違和感に気がつく。

（あ、あれ？　ヒールしても……こいつ、動けてね？）

　ヒールによる疲弊。その気配のない僕の様子に、彼は混乱し始めたようだった。

（……な、なぜ？　魔力すっからかんになって動けなくなるハズだろ？　そこの女のように……なのに。……こいつ、何かおかしいぞ）

　スグレンストは致命的に勘が鈍く、頭を使うのも苦手だ。まともな思考を持ちえていれば、この圧倒的不利な状況では逃げるしかないと、普通はすぐに思い当たりそうなものだろう。

　……まあ、僕をしっかり口封じしとかないと罪人になるんだから、気持ちはわからないでもないか。

　一方、単純な思考力しか持たないスグレンストが思いつくとすればすべてを暴力で解決することのみ。特有のすべてを暴力で解決という行動に出ようと考えていた。

（そう、そうだ！　痛めつければ、すぐにレイは言いなりになるはずだ。あいつは本心では俺が怖くてたまらねえはずなんだ！　片腕は使えねえが……簡単なことだ！）

　スグレンストは目を野獣のようにぎらつかせ、剣を引きずり。

「……君の所の執事は」

　一歩、また一歩と近づいてくる。

「君に従わざるをえなかったと思うんだ。……だから、あまり手荒なことをしたくなかった」

「ああ？　アイツはただの魔力切れだろが……てめえは昔から攻撃を避けるのだけは上手かったからな。どうせ逃げ回ってる内にアイツがオーラを使い果たしたんだろーが。なにてめえが倒したみてえに言ってんだよ、面白くねえ冗談ばっかりだなァ？」

　……君とは、最後まで分かり合えなかったな。

　──彼の間合いに入った。

　スグレンストは片手で持ち上げたグレートソードを振り下ろしてくる。

　さっきも散々拳を躱わされているのに……これは僕に対する『弱者』のイメージか。力を使えば必ず屈服させられるという。

　──襲いくるグレートソードをなんなく避け、懐に入る。

　そして僕は彼に刺さっている剣を、さらに蹴り込んだ。

　ドグシュッッ!!

「──ぬああああああ!?　いでええええ!!　いぎゃああああ!!」

　ブシュウッと血が噴き、肩がずるりと地面へ落ちてしまう。

　そして、傷口を押さえようと伸ばす彼の手を摑む。

「ぐぃあ……な、なん!?」

「──ふっ!!」

　僕はスグレンストの手を握りしめ──

　ミシミシ……ッ

「ぐおっ、てめえ、力で俺に勝てるわけ……ぎぎぎぎぎっ!!」

　己の『力』に絶大な自信があるスグレンスト。心を折るには……僕たちにもう関わりたくないと思わせるには、その部分で負けを自覚させる必要がある。

　──ミシミシ、メキッ

　スグレンストの顔が歪み、次第に泣き出しそうな表情になる。

「──ま！　まて、やめてく」

「やめない。君は……僕がやめてと言った時、やめてくれた？」

「ご、ごごご、ごめんなさ」

　ボロボロと大粒の涙が彼の目からこぼれ出し、先ほどまでの強気で傲慢な彼とはまるで別人になっていた。

　──グシャアッッ!!

「あっぐああっ!!　ああああっつう……ぐぐぐ、ぎゃあああああーーー!!」

　僕のオーラで強化した『力』はスグレンストの『力』を遥かに上回る。

　圧倒的な握力で握り潰された彼の手は、もはや手の形状を留とどめてはいなかった。

　先ほどとは別人のよう。弱々しい目をこちらへ向け、ガタガタと震え出したスグレンスト。

　……あの頃の君は、これを楽しんでいたんだろ？

　弱い者を……徹底的にいたぶり、痛めつけ、楽しむ。

　けど、僕にはわからない。君の叫び声は悲しくなるし、痛々しい……何が楽しいんだ、これの。

「ゆるじで!!　ゆるじで!!　お願いじまず、ころざないでえ!!」

　土下座し、頭を垂れる。

「……二度と、僕たちの前に現れるな。次はないから」

　僕はスグレンストに手をかざす。




「ヒール」




　赤く光るオーラが彼を包んだ。

　──スグレンストを殺すのは簡単だ。

　だが、こいつを殺したところで僕とリアナにはメリットが少ない。

　いや、むしろデメリットの方が多い。

　人を殺すことにはかなりの精神負荷がかかる。おそらくコイツが死ぬことによって、リアナが抱えるそれはかなりの負担となるだろう。

　たとえ、僕がトドメを刺したとしても彼女は心に負の情を宿してしまうと思う……彼女は優しい、スグレンストを殺せば多分その罪を抱えてしまう。

　けど、リアナにそれを背負わせるのは、絶対に嫌だ。

　そして次に、スグレンストはダイダニズの人間であるということ。執事の彼が言っていたように貴族であるスグレンストを下手に殺してしまえば、また面倒なことになる。

　僕はともかくリアナも奴隷……ただでさえ普通に生きていくのが難しいのに、貴族に睨まれてしまうのは避けたい。

　……だから、おそらくこれがベスト。

　スグレンストにトラウマを植えつけ、二度と逆らえないように……僕らの前に現れないようにすることが。

「スグレンスト、よく聞いて」

　壊れた肩、手が治り呆ぼう然ぜんと眺めていたスグレンストは、僕が声をかけると体をビクッと跳ねさせた。

「……は、はは、はい」

　混乱しているのか敬語だった。違和感が……凄いな。

「僕とリアナ……この少女に今後一切関わらないと誓って。じゃないと君を殺さなければならない」

「……ひっ、あ……い、いやだ……わかりました、すみません、すみません……許してください」

　彼の瞳は恐れに染まり、ボロボロとまた涙を流し始めた。

　これだけ恐怖を刻み込めれば……もう関わろうとしてこないだろう。

「……さっきも言った通り、次はない」

　無言で何度も何度もスグレンストは頷く。

「よし。わかったなら、そこの執事を連れて帰っていいよ。数時間は起きないと思うけど」

　執事をケガを負わさせずに倒すのは骨が折れた。

　できるだけリアナが今後生きていくのに不利になるモノは残したくない。

「ずみばぜん、ずみばぜん……ごめんなさい、もう関わりまぜんごめんなさい」

「うん」

　スグレンストは執事を抱え、逃げるように走り去っていく。

　かつての仲間だった彼のこんな姿は見たくなかったけど、仕方ない。




　……でも、あんな目で見られるのはちょっとキツいな。

　僕は……確かにもう人の枠組みから外れているのかもしれないけど。

　まだ、化物ではない、はずだ。

　僕は人。人ならざる力を持ってしまったけれど……人として生きていていいはずだ。

　その時不意にあの子を思い出す。

　半魔の彼女も……こんな気持ちだったのかな、と。




『ああ……行っちゃったね』




　不意に悲しそうな子供の声が、どこからか聴こえた。
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　王都、とある研究所の一室。




　──暗く沈む、幾つもの培養液が紫の光に照らされる。

　その中には、度重なる実験で、異形のモノとなった人間が入っていた。

「んー、少し……濃度が……ふむ。これでは使い物にならないですねえ」

　この王都で、手に入らないモノはない。こうした実験をするにはうってつけの場所である……それがたとえ魔族を人から生み出す実験であったとしても。

　──ローブを被かぶる男は、細く長い人差し指をぴんと立てる。

　むむ、そういえば奴隷がまた入荷される日が迫ってますねえ。

　あのタヌキ……おっといけない。タヌキなどと言ってはいけないですね、この屋や敷しきを貸していただいているのに。いけないいけない。

　しかしそろそろ奴隷を補充していただかないと……今度も良質な奴隷が手に入ると嬉しいのですが。

　──コンコン

　扉がノックされ、ローブの男は応じる。

「どーぞ」

「はい、失礼します」

　扉を開いて現れたのは、大きな剣を背負った竜人の男だった。

「何か報告ですかね？　良い報せだと嬉しいのですが……」

　竜人は頷き答える。

「良い報せだと思われます。あなた様の使い魔から連絡がありました……例の白魔導師が王都に到着した、と」

「おお……彼が！　是非ともお会いしたいですねえ!!」

　ローブの男はくるくると踊るように回り、ステップを踏む。

「彼の心の色は……とても美しい。どろどろの黒い心と清純であろうとする想い、そしてその狭はざ間まで見せる魂のグラデーションが至高の芸術となっている！　あの娘の成れの果てのようにッ！」

　膝をつきぐっと拳を握るローブの男に、竜人は言う。

「それともうひとつ。この間潜入してきた聖騎士ですが、今しがた成体と成りました……実験は成功です。魔族のレートでいえば、Ｓレートでしょうか」

「おおおおお!!　素晴らしい!!　彼の意識はあるのですか？」

「人としての人格、記憶は留めております。あなたの言う『魔人』の成功体でしょう……おめでとうございます」

　ばっ！　と両手を広げ、恍こう惚こつの表情を浮かべるローブの男。そしてゆっくりと拍手をし始めた。

「ああ、ああ……素晴らしい！　なんと素晴らしい日かっ!!　同胞の誕生に、創造魔法の使い手……全てが良き方向へと、我ら魔族の輝かしい未来へ向かい進んでいるッ！」

　聖騎士の魔族化は、神力が邪魔をして魔力を増幅させることができなかったが、変質させれば良いだけのことでした。

　神力はあの大聖女のもたらした忌まわしき神の呪い。人が本来持ち生まれる魔力を彼女の能力で変質させ、無理やりに神力へと変える。

　その際に起こるオーラの変化に耐えられなかった人間は死んでしまいますが。

　ふふふ、人を人だとも思わぬのはあなたも同じですねえ、大聖女。

「ふむふむ。では……そうですねぇ、その実験結果をタヌキ、あ、違う、間違えた……ゴホン、公爵へ教えてあげてください。彼もお喜びになることでしょう」

「わかりました……失礼します」

「あ、それと……あなた、傷はもう癒えたのですか？　再生蝶ちょうから造り出した薬は人を選びますからね……その様子では、適応はしているみたいですが」

　聞かれた竜人は、その再生した赤色の腕をなでた。

「はい、失った腕もこの通りです。しかし……このような、敵から逃亡してしまった私を受け入れてくださって、本当にありがとうございます」

「ええ、ええ、仕方ないですよ。彼には誰も勝てませんからねえ……私以外には、ねえ」

　ローブの男はペロッと舌を出し笑う。

　竜人は頷き、彼の名を呼んだ。

「はい……死四天魔、アルフィルク様」




　──死四天魔、アルフィルク。ＳＳＳレート。
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　──カッチコッチと木製時計の針が鳴る。

「う……ん、あれ……？」

　治療して宿へと運んだリアナが目を覚ました。

「おはよう、リアナ。といっても……もう夜だけどね」

「え……あ、えっと、私……ずっと眠っていたんですか？」

「うん。体はどうかな？　一応全ての怪我は治したはずだけど……痛みはまだある？　頭痛や吐き気は？」

「だ、大丈夫……です……っ」

　ベッドに横になっていた彼女は上体を起こそうとするが起き上がれない。

　僕のオーラどころか自身の魔力を全て使い果たしたんだ……無理もない。

「大丈夫だよ、宿に戻ってきたんだ。ゆっくり寝ていていい」

「で、でも……レイ様のお時間が」

「いいよ、大丈夫」

　窓から覗く満月。射し込む月明かりにリアナの金色の髪が美しく輝いている。

「……レイ様、あの」

「ん？」

「あの人は……大きな剣を背負っていた……あの人は」

　あ、そうか。リアナはあの後どうなったか、気を失っていたから知らない。

「ああ……スグレンストか、彼は逃げていったよ。もう僕たちの前には現れないと思う」

「ほ、本当に……ですか」

「うん、リアナが頑張ってくれたからね。あと言っておくと、彼は死んではいないよ、大丈夫」

　少しリアナが安堵したように見える。人の命は重い……彼女の小さな背に負わせるわけにはいかない。

　……きっと潰れ歪んでしまうから。

　リアナもそれを恐れていたんだろう。

「……」

「……どしたの？」

　ホッとしたのも束つかの間ま、リアナがもじもじし始めた。

「トイレ？」

「ち、違いますっ！」

　え、違うの？　じゃあなんだろう……。

「じゃあ、どうしたの？　そんなにそわそわして」

「……いえ、別に」

　ふむ。……って、いやまてよ、もしかしてスグレンストのことかな？

　いや、そうだろ、きっとスグレンストのことだ。

　急に襲ってきたんだ、事情も何も知らないんだから、気になっているに決まってるだろ。

　命を狙われたのに説明も何もなしとか……ありえないだろ。

「リアナ、ごめん。そうだよね、スグレンストのことが気になっているよね……？」

　彼女は少しうつむき、おそるおそる口を開く。

「……い、いえ。人には話したくないこともありますから……。レイ様は、その……あのお方のことは話したくないのでは……」

　まあ、それはそうだけど。こんな子供に気を使われてる……情けないな、僕は。

「ううん、大丈夫。彼とは昔……同じ冒険者パーティにいたんだ」

　僕はリアナに冒険者時代の話をし始めた。今の彼女は、それを知る必要がある。

　そして、この先も共にいるであろう彼女には、僕のことを知ってほしいと思う。

　パーティの仲間たちに捨てられたこと、その後どういう経緯でリアナと出会ったのか。

　僕は全てを語った。




「……だから、僕はただの捨てられた白魔導師なんだよ」

「ど、どーゆうことですか!?」

　勢いよく言葉を返してくるリアナ。

「ＳＳＳランクダンジョン……ユグドラシルから生還されたんですよね!?　それのどこがただの白魔導師なんですかっ！」

　あ、そこか。

「いや、まあ……」

「レイ様はなぜそれほどまでに自信がないのですか？」

　自信が……ない。

「だって、実際……僕は大したことないんだよ。今回だってリアナを守ると約束しておいて……あんなに危険な目にあわせてしまった。どれほどの力を手にしたって、結局は」

　その時、ぼふっと目の前が暗くなる。

　──顔を柔らかなものが包み込んでいる。

「り、リアナ……？」

　ぎゅうっと彼女の香りに包み込まれた。小さな体に抱かれて。

　静かに鳴る、彼女の胸の音。

　トクン、トクンと彼女の心臓が脈を打つ。

「な、何……え、リアナ？」

　訳もわからないまま、顔を抱かれている僕。

　するとリアナは優しく頭をなで始めた。

「……え、え？」

「レイ様はご立派です」

「立派……こんな、僕が……立派？」

「はい。これまで、お一人で……その辛く寂しい道のりを耐えてきたのですから」

　辛く、寂しい……。

　確かに、パーティの仲間たちに見捨てられた時は、辛く寂しかった。

　いや……違うか。

　冒険者時代での日々も雑用をこなしその傍らで魔法の勉強、本を読み戦闘での立ち回りの勉強。

　皆が寝静まっても僕は一人灯りを頼りに……ああ、懐かしいな。

　──ポタッ。

　頰を伝い、落ちる雫しずく。

　僕は……そうか、寂しかったんだ。

　自己を保つために、守るために記憶の奥に封じ込めた感情。

　それが露あらわになる。

「私は……レイ様の味方です。ど、奴隷なので当然ですが……でも、レイ様の事を心より慕っております」

　胸の奥が、心が温かい。

「ありがとう、リアナ」

　抱き締めている腕がほどかれ、彼女の顔を見る。

　にっこりと笑う彼女は、とても美しかった。

　不思議と懐かしい気持ちになっている自分がいた。

　まるで陽だまりに包まれたような、この感じ。

『温かい……ネネモアに抱きしめられた時みたいだ……』

　彼女の向こうに見えた幼き幻影が幸せそうに微笑む。




「……あ」

　抱きしめられて数分が経った頃、リアナは自分がしたことに気がつき一瞬固まった。そしてすぐにサーっと顔を青くすると、パッと僕の顔を離した。

　勢いで抱きしめたのだろう、激しく動揺するリアナ。

　面白いくらいに目が泳ぎまくっている。

「ご、ごごご、ごめんなさいっ、私……ご主人様になんてことを」

「ううん、ありがとう。君の優しさに救われたよ」

「い、いえ……」

　恥ずかしそうにリアナは、ぎゅっとベッドのシーツを握りしめる。

「ところでリアナ」

「はい」

「もう僕に対して様をつけるのやめない？」

　もう僕はリアナを家族のように思っている。彼女が僕を同様に思ってくれているのかは分からないけど、これは僕のわがままだ。

　彼女と対等なところにいたい。

　目が点になっているリアナ。ゆっくりと口を開く。

「……それって」

「うん」

「ご主人様ではなくなる……私、捨てられるんですか？」

「うん……え、いや違うよ!?」

　どうしてそうなった!!

「その、君の言った通りだよ……僕は寂しいんだ。だから、君には対等な立場になってほしい。もっと近い所にいて欲しいんだ……これは、僕のお願い」

　羞恥心に負けそうになりながら、彼女に本心をぶつける。

「……無理かな？」

　視線を戻すと、リアナは真剣な眼差しで僕を見つめていた。

「わかり、ました……よ、よしっ」

　うんうんと頷き、すうっと深呼吸した。

「？」

「わかりました。私、何があってもあなたの側にいます……レイ」

　顔を赤らめたリアナは潤んだ瞳でこちらを見つめていた。

「うん、ありがとう。リアナ」

　二つの想いが交わった。
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「えっと……明日のことなんだけど、少し付き合って欲しい所があるんだけどいいかな」

「それが、もしかして、レイがこの王都を目指した理由ですか？」

「うん……そう。明日行こうと思っている場所は奴隷の管理所なんだ。僕はある奴隷を捜していて、それで王都に来たかった」

「捜している、奴隷……ですか」

「僕の旅の目的はその人に会いに行くこと。それで、もし何か困っていれば助けになれたらとも思っている」

「……なるほど」

　ネネモアの話をしよう。

　幼かった僕が奴隷商に拐われ、飼われていた頃。赤毛の少女、ネネモアに出会い救われた話を。




「……そうだったんですか、生き別れたネネモアさんを捜して」

「うん。まあ、奴隷にはよくある話だけどね。仲の良くなった友達と離ればなれになる……管理所へ行っても、行方は分からないかもしれない……でもできることはしておきたいんだ」

　そう、わからないかもしれないし、見つからないかもしれない。

　奴隷は数多く、消耗品、家畜のように扱われる場合も少なくない。仮に奴隷が死んだとしてもそれを報告しない飼い主や、理由は様々だが、あえて奴隷登録から削除する人もいる。

　そんな中でたった一人の人間を見つけ出すなんて、難しいかもしれない……。

　でも、僕は彼女に会いたい。

　何か、できることがあるのなら、僕にできることがあるなら、してあげたい。

　ネネモアとの約束……「私を助けてね」と言われたから。

　いや、言われたからではない、僕は大好きだったネネモアを助けたいと思っている。

「レイは、そのお方がとても大切なんですね」

「うん、たくさん……本当にたくさん、彼女には助けてもらったから」

　ふふっ、と微笑む彼女。

「でも、勿論リアナのことも同じくらい大切だよ」

「えっ」

「え？」

　な、なんだ？　……「えっ」て、何かおかしなこと言ったか？

「ど、どうしたの」

「いえ、なんでも。そうですか、同じくらい……同じくらい」

　同じくらい。僕にとっては、ネネモアもリアナもかけがえのない存在だ。

　二人に出会えたことで僕の心は救われているんだから。




　いや、違うな。二人じゃない、三人だった……ノルン、ごめん完全に忘れてた。

　というか、そうだ。いずれリアナをノルンに紹介したいな。ノルンも友達は多い方が良いだろうし、喜ぶだろ。

「今度、さっき話したノルンに紹介するよ」

「ユグドラシルの？」

「うん、きっと仲良くなれる」

「はい、楽しみです」
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「──へっくち！」

「……どうしたの……風邪？」

「え、いや、わし魂だから風邪とかひかんし。多分」

「……噂されてるのかな……」

「んー、わからん」











八章　思案






　──南エリア、朱雀すざく。

　その中央部にある、奴隷の管理所。ここには連日のように様々な場所から奴隷商が訪れ、育て上げた奴隷やどこかしらで手に入れた奴隷を売買登録し、買い手がつくのを心待にしている。

　血統、出身、髪色や魔力の質……様々な要素で値がつくので、目利きの能力は奴隷商と、勿論買い手にも求められる。

　そのため、それを生業とした目利き専門のアドバイザーが常駐していて、利用する奴隷商や買い手も多い。

「……赤毛で、歳は……僕と同じくらいで」

　分厚い魔導書のようなカタログをペラペラとめくる。

　名前は改名され売り出される場合があるから、とにかく容姿が当てはまる人間を地道に調べなければならない。

　根気強く、彼女に当てはまる奴隷を捜す。

　この数千を越える登録者の中から。

　ちなみに奴隷管理所の隣には、この国随一の大図書館がある。時間がかかる作業になるので、リアナには図書館で本を読んでいてもらうことにした。

　最初は手伝うと言ってくれたが、断った。彼女の時間は彼女のものだ。知識は財産……こういう時くらい、できるだけ彼女にとって有意義な時間の使い方をしてほしい。

　もしも僕がいなくなっても、一人でも生きていけるように……奴隷の刻印にも負けないくらい、強く生きられるように。

「こんにちは～、お客様！　……奴隷をお探しですかっ？」

　ふと後ろから声をかけられた。さっきから背に視線を感じていたけれど、この白と青のラインが入った制服……アドバイザーか。

「こんにちは。ええ、まあ」

「どういったモノをご所望でしょうかー？　力仕事？　盾？　私でお力になれることがあればなんなりと仰おっしゃってくださいな～！」

　な、なんだか軽いな……変わったアドバイザーだ。

　でも、ここまで一時間ほど調べていたけど、手がかりのひとつも見つからない。

　これはもうダメ元で聞いてみてもいいか……。

「えっと……では、少し聞かせてください」

「えーえ、ええ！　なんなりと！　全力でお探しいたします！」

　な、なんか調子狂うなこの人。




──数分後。

「──はいはーい、お待たせしましたぁ！　同業のお友達に色々と聞いてきましたよ～っ！」

　僕の話を聞いたアドバイザーさんは、すぐさま同業者へと聞き込みにいくと言い、走っていってた。

　まさかそこまでしてくれるとは思っておらず、呆あっ気けにとられぽかーんとしていると、彼はすぐに走って戻ってきて今に至る。

「え、はやっ!?　早くないですか!?」

「ええ、ええ！　すぐに情報が摑めたもので！　まず、そのネネモアという奴隷はそのままの名前で売りに出されていましたね～」

「ほ、本当ですか！」

「マジマジ、マジよりのマジです！　最近仲介したアドバイザーがいて、その人の証言なので信しん憑ぴょう性は高いかと！」

「なるほど……ちなみにそれって、買い手が誰かというのは教えていただくことは？」

「うーん、そうですよね……それ、それなんですが」

　アドバイザーはぐぬぬぬ、と腕を組み苦虫を嚙み潰したような渋い顔をした。

　やはりダメか……奴隷を購入した時に所有者情報を口外しないように金を払ってでも口止めする人間は多い。

「まあ、あれです……私とあなただけの秘密ですよ？　特別にお教えしましょう!!」

「いやいいんだ!?」

　ついツッコんでしまった。だって軽すぎるから……いや、軽すぎない？　大丈夫かこのアドバイザー。教えてくれた人の信用問題とかになるだろこれ。

「大丈夫です、私は信頼と信用、口の堅さで売っているタイプのアドバイザーですからね！　秘密は守りますし、あなたもこの件は秘密でお願いしますね！」

　いや、信用できないだろ。少なくとも僕は信用できないぞ。

　でも……おかげで光明が差した。うまくいけばこれで彼女を追える。

「わかりました、秘密で」

　僕と彼は人差し指を口元に立て、「しーっ」とする。

「では、所有主の名前をお教えしましょう」

「はい、お願いします」

「ネネモアの所有主は、大貴族……」

　貴族……。

「アーゴン公爵です」

　その名前は……昨晩のリアナとの話でも出てきた人物だな。

「アーゴン公爵といえば、多くの奴隷を所有していることで有名。……そうか、ネネモアは彼の屋敷に招かれたのか」

　となれば、仕事内容は家事等を任される使用人とかか。とりあえず、辺境の地で行方知れずとかじゃなくて良かった。

　しかし凄いな、これほどあっという間に見つかってしまうなんて。

　人間同士の繫がりで得られる情報ってカタログ本を漁るより有益だな……彼の力が大きかったのかもしれないけど。人当たり良さそうだし、このアドバイザーさん。

　僕とは対照的でコミュニケーション力も高そうだ。

　さっきは信用できないと思ったけど、見ている限り「噓」をついている感じもしない。……これは当たりか。

「そ、そそそ、そんな……じーっと見つめてどうしましたか？　照れますよぉ！　同性といえどもッ！」

　彼は顔を赤らめている。

「え、あ、いえごめんなさい。凄いなと思って……こんなにすぐ見つかるとは思っていなかったので。本当、助かりました」

「あ、いえいえ、それほどでもないですよ！　でもまあ、あれですよね欲しかったモノというのは僅かなタイミングで逃してしまうものですよね～」

　僅かなタイミングか。ああ、この人もしかして欲しかった奴隷のネネモアを先に買われてしまったと思っているのか。

「まあ、でも金額次第ですが、交渉で譲ってもらえた～なんて話も聞きますし、希望はなくさずに交渉頑張ってくださいね！」

　金で所有権を買うということか。確かにその奴隷に飽きたりした貴族は管理所を通さず売買するとも聞く。違法ではあるが。

　でも。もし、もしも……ネネモアが望むのなら、また一緒にいられたら。

「ありがとうございます、頑張ります。あの、それで代金は……おいくらですか？」

「あ、あー……いえ、大丈夫ですよ！　特に私が何をしたということもないですし、これはサービスです！」

「えっ、サービス？」

「ええ、ええ！　サービスですです、なのでお気になさらず！　また何かあれば私をご利用ください！　いつでも、あなたのお役に立ちますよ～」

　手のひらをヒラヒラと翻し、踊るようにくるくる回る。

「ありがとう、ございます……本当に」

「いいんです、いいんです！　それに」

　──その時、空気が変わった気がした。

「近々……あなたとは、またお会いできる気がするんですよね。また、お役に立ってみせましょう！　ではでは～」

　くるりとこちらに背を向け、彼は歩いていく。

　近々？　……どういうことだ？

　まあ、なんにせよネネモアの情報が手に入った。あとはアーゴン公爵の屋敷へ行き、彼女に会わせてもらい元気か確認する。

　そして、できるならネネモアの所有権を譲ってもらう。

　ダンジョンの素材を売った金と、タラゼド隊長にいただいた報奨金がある。

　これでなんとか……できれば良いのだけど。相手は貴族……難しいか？

　とりあえず図書館で待たせているリアナの元へ戻ろう。





◆◇◆◇◆◇






　大図書館に向かうと、リアナは席で本を読んでいた。

　僕とリアナは契約紋で繫がっていて、お互いの居場所がわかる。

　なのに、これだけ近づいても気がつかないなんて……すごい集中力だな。

　邪魔するのも悪いし、向かいの席に座って待つか。

　僕はすぐ側にある本を抜き出し、席についた。

　……久しぶりだな、こうしてゆっくりと本を読むなんて。

　そうして三十分ほどが経過した頃、リアナに小声で呼ばれた。

「レ、レイ……ごめんなさい、いつからこちらに？」

　僕の存在に気がついたリアナは、とても申し訳なさそうにしている。

「大丈夫、来たのは今さっきだから。その本、読んでいていいよ。僕もこの本読んでるからさ」

「で、でも」

　慌てるリアナを落ち着かすように僕は言う。

「実は、ネネモアの居場所に当てがついたんだ。だから今日はゆっくりしよう」

「そうなのですか!?　ではすぐに向かわなければ……」

「いや、彼女が引き取られたのは貴族の名家だったからね。いきなり押し掛けるわけにもいかない。だから、今日はもうお休みにしよう。……ゆっくりと読書していていいよ」

　王都までの道中、彼女にはたくさんの苦労をかけた。少しはゆっくりとさせてあげたい。

「わ、わかりました。……ありがとうございます」

「それともどこか行きたい所でもあるかな？　せっかくの王都なんだ、遠慮なく言ってくれていいからね」

「だ、大丈夫、です。ありがとうございます、レイ」

　それから僕とリアナは夕暮れまで図書館で読書を堪能した。そして食事を済ませ、宿へと戻る。




　ベッドで寝息をたてている彼女を横目に、夜空を眺める。今夜は空が雲に覆われていて、星も見えない……雨は落ちていないけど、地面は暗く淀よどんでいる。

　しかし、そんな景色とは対照的に明日には光が射していた。なぜなら捜し人、僕のかつての友人であるネネモアの行方がわかったからだ。

「……本当に良かった」

　さっそく明日はアーゴン公爵の屋敷を訪れ、ネネモアとの面会が叶うのかを聞いてみる。

　面会が可能なら明日は無理でも、都合の良い日を教えてもらい、また後日伺おう。

　……一目でも、彼女の姿を見られたら。ネネモアに会えたらいいな。

　彼女と別れてかなりの時間が経った。僕もネネモアも成長し、あの頃のように会話ができるかも分からない。

　もしかしたら、僕がもう死んだものと思っていて驚かれたりするかも。

　でも、あの頃の約束を果たしたい。

　今の僕になら、できることは多い……なんでもいい、何かしてあげたい。

　もし……もしも。

　もしも君がそこから、奴隷である人生から逃げ出したいと思っていたら、僕は……




『──奪うの？』




　え？




　ふと部屋の隅を見れば、幻影が座っていた。

『そんなこと……できるの……ここまで何もできなかったくせに』

　何もできなかった……？

『ユグドラシルから出てきて、ここまで……誰も殺せなかった』

　それは、その必要性がなかったからだ。

　……むやみやたらと殺す必要なんてない。悪だろうが善だろうが助けられる命は助けた方がいいに決まっている。

　そう、たとえ罪を犯してしまっても、生きて償えばいいんだ……魔族も人を襲わなければ殺す理由はないだろう。

　だから、僕が彼らを殺さなければならない理由にはならない。

　……君は、何が言いたいんだ？

『……そうじゃないでしょ。君は、……魔族でも、人間でも……殺すことが……自分と姿形が同じモノの命を奪うことが怖いんだよ』

　命を奪うことが怖い？

　確かに僕はヒーラーだったから、冒険者として旅をしていた時も、直接命を奪うようなことはしてこなかった。

　でも……それは。

『君は後悔することになるよ……その甘さにも似た弱さが、自分の首を絞めるんだ……それほどの大きな力を手にしながらも……誰かを救いたいと願いを口にしながらも……結局は何もできないんだ』




　……後悔することになる？




『手遅れってこと』

「えっ？」

　その言葉に心臓が大きく跳ねる。

　すぐに子供の方に目をやると、その姿はもうなかった。




「……手遅れ？」

　言いようのない不安が、胸の奥を覆った。




　月光をかき消す、雲のように。




　◇◆◇◆◇◆




「……レイ、どうかしましたか？　朝食、全然手をつけてないじゃないですか」

　小鳥の囀さえずりが響く青空。

　いつの間にか手が止まっている僕を、リアナは心配そうに気にかけた。

「え……ああ、うん。大丈夫」

「？」

　昨日現れた幻影は言った。

　それほどの力を手にしながらも、僕には何もできないと。

　確かに……確かにそうだ。

　僕はユグドラシルを出てから、旅をし、いくつもの魔族との戦いに巻き込まれた。

　そのなかで、魔獣の命は奪えど魔族は殺さずに逃がしていた。……いや、違う。

　多分、それをすれば……僕は真っ当な人間として生きていけなくなると思ったんだ。

　僕はまだ人でありたい。

　……人殺しには、なりたくない。




　善人であろうと、悪人であろうと、人の命を……奪いたくない。




　幻影が言った通りだ……僕は魔族を逃がしたんじゃない。

　何もできなかった。優しさなんかじゃなくて、奪うことが怖くて逃げたんだ。

　……ああ、認めるよ。

　僕は臆病で弱い。

『グンキノドンワ』にいた頃から何も変わってやしない。




　でも……だからこそ、僕にはできることがあると思う。

　弱いからこそ、臆病だからこそ……見えるものがあるはずで、寄り添うことができるはずだ。




　僕はこの力をちゃんと使えるようになってみせる。

　そうすれば対話による歩み寄りや和解も可能なはずだ。




　詭き弁べんや理想論だと、きっと君は言うだろう。

　……でも、きっと僕はそれを証明してみせる。





◆◇◆◇◆◇






「……リアナ」

「？　はい」

「デザート食べようか、何がいい？」

「で、デザート……昨日も食べましたし、今日もだなんて……悪いです」

「昨日見たメニューの蜂蜜のパンケーキとか美味しそうだったよね。それでいいかな？」

「……では、それでっ！」

　リアナ、いい感じに遠慮が薄れてきたな。素直な方が可愛いぞ。

　──数分後、オーダーしたパンケーキが到着した。

　その甘い香りに、ニコニコするリアナ。それを見て自然と僕の口元も緩む。

　なんという、なでたくなる可愛さだ。

　そんなことを考えていると、彼女はこちらをちらちらとしきりに見始めた。

「あ、うん食べていいよ」

「はい、ありがとうございます！　いただきますっ！」

　ナイフとフォークで小さく切ったパンケーキをぱくりと頰張る。

　にっこりと浮かべる満面の笑みは、パンケーキの蜂蜜のようにとろけている。

「リアナ、美味しい？」

「はい！　すっごく美味しいですっ！」

「そっか、良かった。ゆっくり食べていいからね」

「はい、ありがとうございます！」

　リアナは本当にネネモアに似ている。

　側にいると陽だまりのように心がぽかぽかとしてくる。

　紅茶をスプーンで回していると、僕の視線を彼女が察知する。

「え、そ、そうですよね……」

「ん？」

「ど、どーぞ」

　そういうと、リアナは一口サイズに切ったパンケーキをスプーンに載せ、僕に差し出した。

「え……あ、ち、違う！　別に欲しくて見ていたわけじゃないよ!?」

「あ、そ、そうでしたか……ごめんなさい」

　そしてすぐさま彼女は「はっ」とする。

「そ、そうですよね……というか、失礼いたしました。私の使用したスプーンで……ごめんなさい」

　しゅんとするリアナ。

　いや、そんなことないんだけど……。まずいな、せっかくリアナが嬉しそうに美味しいものを食べていたのに。

　無意識だったとはいえ、彼女をじっと見ていた僕のせいだよな、これ。

　ならばフォローするのは当然のことだろう……いただきます。

　引っ込めようとしていたリアナのパンケーキに僕はパクリと食いついた。

「あ」

　彼女はその愛らしい目をパーティくりさせ、まんまるに見開く。

「ん……ほんとだ。美味しいね！」

「え、えっと……すみません。お気を使わせてしまって」

「気なんか使ってないよ。言ったろう？　リアナ、君だって僕の大切な人なんだ。……さっきのはちょっと急だったからびっくりしただけ。ごめんね」

「そう……ですか」

「うん。むしろリアナこそそういう気を使わないでほしいかな」

「が、頑張ります」

「うん」

　頑張る、か。彼女らしい。

　少し照れるように笑った後、彼女は再びスイーツに舌鼓をうつ。

　僕はそんな健けな気げな笑顔に心が綻んだ。

（そういえば……元気にしてるかな）

　ふとノルンを思い出す。

　僕がいなくて寂しがっているだろうな。ネネモアのことが一段落したらタイミングを見て帰ろうかな。一度、リアナも紹介したいし。

　可能性は低いけど、もしもネネモアが僕たちといられるなら、ネネモアも紹介したい。皆、同性だしすぐに仲良くなれるだろう。

　ノルンは……喜ぶかな、それとも人見知りするかな？　いや、人見知りって柄じゃないか。

　ふふ、でも多分、彼女のことだ。お姉さん風を吹かせるんだろうな。

　想像しただけで、微笑みがこぼれる。

　このネネモアの件が終わってから、リアナに里帰りの話をしてみようか。

　そんなことを思い浮かべながらふと視線を移せば、リアナのティーカップが空になっていることに気がつく。

「あ、リアナ。紅茶、おかわりいる？」

「え、あ、すみません。ありがとうございます……！」

　幸せな時が紅茶の香りと共に流れていった。




　朝食を終え、店を出た。

　ふと見れば、大きな噴水の横を赤ん坊を抱えた女性が歩いてるのが視界に入った。

　その後ろから小さな女の子が後を追い、リアナはそれを見つめる。

　その眼差しが何かを想うように、薄く細まり、僕は胸が締めつけられた。

　きっとそれは僕がネネモアを想う気持ちと同じものなのだから。

（そういえば……彼女のご両親は）

　今までも思わなかったわけじゃない。けれど聞けずにいた疑問。

　……いや、聞かないほうがいいのかもしれない。

　リアナが奴隷として生きているということは、金目的で売られたか、親を殺され連れてこられたかだろう。

　なら、いずれにしても彼女の心の傷に触れることになる……。

　彼女が自ら語ることがあれば、その時に聞こう。




「レイ」

「ん？」

「猫ちゃんが……！」

「ほんとだ」

　見ればリアナの足元に黒猫が。にゃあにゃあと彼女の足に体をすりつけている。

「野良猫でしょうか」

「うーん、首輪はあるけれど……どうなんだろう」

　すっとリアナはしゃがみ込み、猫をなで始めた。

「にゃあにゃあ」

　猫の鳴きまねを彼女がすると、猫も応じるようににゃあにゃあと鳴く。

　まるで本当に猫とお喋りでもしてるかのように、ふんふんと頷くリアナ。

「ふっ……あはははっ」

　そんな一人と一匹がなんとなく面白くて、僕はつい吹き出してしまった。

「!?」

　リアナは口を一文字に結び、こちらを見上げる。その頰が赤らんでいることから、恥ずかしがっていることがうかがえた。

「え、えっと……？　どうかされましたか？」

「いや、リアナが猫とちゃんと会話してるように見えて、ちょっと面白かったんだ……笑ってごめん、ふふっ」

「ご、ごめんなさい。私、猫が好きで……」

「そうなんだ。可愛いよね猫」

　その時、ふと思った。

　あれ、もしかして初めてじゃないか？　リアナが自分から好きな物を口にしたのって。

「……リアナって他に好きな物はある？」

「好きな物、ですか？」

　頭上に「？」を浮かべ、困惑するリアナ。きょろきょろと視線が泳ぎ、挙動不になってしまった。

「ごめん、無理に答えなくていいよ。ただ、さっき猫が好きって言ったでしょ？」

「はい……言いました」

「初めてリアナの好きな物を聞いたなって思って。もっと知りたくなった」

「そうでしたか……」

「うん、そう。それだけ」

　ほっと胸をなでおろした様子のリアナ。そして彼女はにこっと微笑んだ。

「でしたら……こうしてレイと過ごす時間が、私の好きな物のひとつです」

　その言葉を受けて僕は思う。

　彼女にとって、こうした何げない時間がいかに大切なモノなのか。

　同じだったからわかる。奴隷で身の自由がなく、張り詰めた毎日を過ごしていた僕らは、こうした普通を与えられることはなかった。

「私は今が、今までで一番幸せで……好きです。ありがとう、レイ」

「ううん、僕のほうこそ」

　恥ずかしそうに笑みを見せるリアナ。

「あ、そうだ」

「ん？」

「初めてといえば、私も初めて見ました……！」

「初めて見た？　何を？」

「レイが楽しそうに笑ってるところです」

「え、あ……そうだっけ？　前にも笑ってはいたような」

「確かに……けれど、今の笑顔が私は好きです」

「そ、そっか」

　照れる僕に、はにかみながら彼女は言う。

「はい。それも……レイの笑顔も、私の好きな物になりました。ふふっ」

　……あ。

　その時、ふと脳裏に赤毛の少女の声が響いた。

　奴隷にされ、幼い僕が覚えさせられた愛想笑い。

『不愛想な奴隷は売れない』とうまく笑えない僕はたびたび折せっ檻かんを受けていた。

　だからそれを見かねたネネモアが笑顔の練習をしてくれたことがある。

『レイ、レイ』

　呼ばれて振り向けば顔を両手でめいっぱい引っ張り、変顔をしているネネモア。ぼくは思わず吹き出し笑った。

『ちょ、ネネモア！　な、何それあははは！』

　変顔で強制的に笑いを取る彼女に、それは違うだろと思った。

　でもそのおかげで、自然に笑えるようになったのだ。

『私、レイの笑顔が好きだよ。えへへっ』

　……彼女の笑顔が重なる。




　そうして僕らは、南区朱雀エリアにあるとされるアーゴン公爵邸へと赴いた。

「す、すごい……大きいですね」

「うん」

　敷しき地ちの広さ、目視で確認できる屋敷の大きさ、それ以上に驚くべきは高密度のオーラによる結界。

「結界師が門番をしているのか……さすがは大貴族だな」

「どういうことですか？」

「結界師と言うのは他の精霊の力を使って扱う魔導師や聖騎士とは違い、特別な方法を用いて魔法を使うんだ。その結界は神木主が操る神門と同等の力を持つといわれていて、優秀な使い手にもなればそれすら凌ぐらしいよ」

「神門を……」

「うん。そしてこの国に存在する結界師はヴィドラドール一族だけだ。彼らにしか使えない高レベル魔法……それ故に破格の契約料を要求される」

「な、なるほど……これ、多分ずっと結界が張られているんですよね。専属の契約者がいる？」

「うん、おそらくは」

　結界師……ヴィドラドールと繫がりはあるのは当然か。

　ロキも貴族ヴィドラドール家の長男。

　そういえば彼は生きているのか？　ダンジョンでの作戦が失敗し療養中だと前にタラゼド隊長に聞いたが……いや、もう僕と彼は関係ないんだ。

　今はネネモアのことだけを考えよう。

　入口を探し、アーゴン邸の敷地をぐるりと囲む塀沿いに歩く。

　すると槍を持ち全身を鎧で固めた二人の騎士を遠目に発見した。

　おそらくあそこが門だろう。

　さて、どうすればいいかな。公爵家を訪ねたことがないからどうすれば失礼にあたらないのかわからない。

　そんなことを考えていると、唐突に後ろから「レーイさんっ！」と声を掛けられた。

　振り向けば昨日のアドバイザーがそこにはいた。

「偶然ですねえ、今からアーゴン公爵の元へ行かれるのですか」

「本当、偶然ですね。ええ、丁度今来たところで」

　……この人、今噓をついた。偶然なわけない。

「あの、こちらの方は？」

「あ、ごめん。昨日ネネモアの行方を教えてくれた奴隷アドバイザーさんだよ」

「あ、ああ、申し遅れてすみません。私、奴隷アドバイザーをやっております、カノン・オルト・クロノスと言うものです。ん、そういえばレイ様に名前名乗らせていただいておりませんでしたね？」

「クロノス……て、あの」

「はい、クロノスです」

　剣聖の血筋、クロノス。そこに生まれる多くの者は剣の才を持ち、その中でも力を認められ稀なる剣聖の名を冠することができた剣士は勇者パーティへと加わることができる。ヒメノは何かしらの事情で行かなかったようだけれど。

　しかし、そうして代々続いてきた名家がクロノスだ。……ということは彼はヒメノの。

「もしかして、僕に近づいたのは……ヒメノのことですか」

　その時、彼の雰囲気が変わった。

「……そうです。聞いておられるかもしれませんが、妹は今視力を失い、四肢の一部を失い、普通の生活を送れていません……もしできるならば、あなたの力で治してやってはくれませんか」

「それは……」

「その代わりといってはなんですが、アーゴン公爵との面会を取りつけましょう。私も貴族の端くれです、妹を治していただけるのであれば、必ず」

　そうか、だからあれほど協力的だったのか。僕に恩を売るために。

　けど、ヒメノ……か。

　まあ、この人の力を使わない手はない。実際面会を希望してすんなり会える見込みなんてほとんどないだろうし。

　だけど、同じ貴族、しかもクロノスの名家であれば可能性はかなり高い。

　それどころか交渉だって有利に運べるかもしれない。

「わかりました。しかし、目を負傷されているとのこと……もし魔力回路が破壊されていれば、僕にも治せませんよ。魔術魔法の類いはおろかオーラを使うことは不可能、もう戦うことはできない」

「ええ、理解してます。しかし、あなたは眼球自体を創ることはできる。あの子が普通の、最低限の生活ができればそれでいい」

　最低限か。

『僕を見殺しにしたくせに』

　声が聞こえ、僕はハッとする。

「……レイ君、当然ですが、ヒメノには償いをさせます」

　僕の心を見透かすように、カノンが言う。

「償い？」

「妹から話は聞いてます。あなたをダンジョンへ置き去りにしたと……あの子は表向きは気が強く見られますが、精神的には脆い部分があります。人間を殺してしまったと、激しく後悔していました。一人では抱えきれなかったのでしょう。それで私は話を打ち明けられました」

　……ヒメノが、後悔？　想像もつかないな。

「わかりました。ただし、僕がネネモアと会えればの話ですが」

　カノンは出会った時とは別人のような真剣な眼差しで僕と目を合わせ、頷く。

　妹が、ヒメノが本当に大切なんだな。

「ええ、必ず」

　……そうだ、そういえば。

「ところで、知っていたら教えてほしいんですが、ヒメノのパーティにはフェイルという黒魔導師がいたと思うんですが、彼女の行方はわかりますか？」

　行方知れずとタラゼド隊長が言っていたけど、見つかったのかな。

「……彼女は、妹たちを守って死にましたよ」

「え？」

　大きく鳴った心臓。なぜかわからないが、血の気が引いていくのを感じた。

「おそらく自分の中の魔力を暴走させ自爆にも似た魔法で敵を吹き飛ばしたのでしょう。遺体の一部すら残っていなかったみたいです」




　そうか……フェイル、死んだのか。……そうか。




「……大丈夫ですか、レイ？　顔色が……」

「え、あ、ああ……大丈夫。ごめん、ありがとう」

　いや、フェイルは……僕をダンジョンに置き去りにした憎きパーティの一人じゃないか。

　そうだ、気に病む必要なんてない、ないさ。

　……けど、この妙な気持ちはなんだ。

「では、私はアーゴン公爵へ話をしてきます。よろしいですか？　レイ君」

「……ええ、お願いします」

　今は、ネネモアのことを考えろ。

『……フェイル、優しかったよね』

　また……幻聴が聞こえる。




　カノンが門の兵と話をし、アーゴン公爵に連絡をしてもらう。

　すると、驚くべきスピードで返答が来た。

「あなた方を通しても良いと、返答がありました。ネネモアなる奴隷にも会わせましょうとも仰っておられます」

　……早すぎないか？

　アーゴン公爵は奴隷を多く所有している、その全てを把握しているわけもないだろうし……もしや、ネネモアはお気に入りだったとか？

「返答、早いですね」

「ええ、私も驚きました……クロノス家の者である僕の顔を見せろと言われるかと思っていましたから。こんなかたちで許可が下りるとは」

「でも、これでネネモア様に会えますね、レイ」

　にこりと笑うリアナ。

「うん、そうだね」

　僕は頷き、リアナに笑みを返す。

「私も同行させていただいても？」

　カノンがいれば交渉もスムーズにいくだろうし、上手くいく可能性も高まりそうだ。

　むしろこちらからお願いしたいくらいである。

「はい……というよりいてくれた方が助かります。お願いします」

「ありがとうございます。私も妹のためなので、できる限りお力添えをさせていただきます」




　アーゴン邸の門が開かれた。





◆◇◆◇◆◇






　〜数時間前～




「タラゼド隊長、アーゴン邸に着きました」

「うん、ありがとう」

　馬車を降りる紅い鎧を纏う聖騎士タラゼド。そしてその部下四人がアーゴン公爵の元を訪れていた。

　門番である二人の聖騎士が応じる。

「タラゼド様、お待ちしておりました。どうぞ」

　門が開き、タラゼドたちは中へと進む。

「相変わらず広いな、ここは」

　アーゴン公爵の豪邸があるこの場所には研究施設がいくつもあり、研究者を集め日々魔術の研究をさせている。

　彼らは強力な魔族や魔王軍に対抗するべく、新たな魔法を生み出す研けん鑽さんを重ねている。

「無事かな、ニール」

　部下の一人であるゼルが言った。

「きっと無事ですよ。ね、隊長」

　その隣を歩く女騎士ライムが返す。

「うむ、そうだな……」

　数ヵ月前からアーゴン公爵の元に研究員として、うちの部下を潜入させていた。

　アーゴン公爵には実のところ魔族との繫がりがあるとの黒い噂が絶えず、以前討伐した魔族一派の話から単なる噂ではないということも判明している。

　それ故、研究員として内部から探るよう部下を潜入させていたが、数日前から連絡が途絶え生死不明となっている。

「ニールはルビーに近い実力者だ。そう簡単にやられはしないだろうが。……まあ、だからこそ単独での任務を許可したんだからな」

　そう、ニールはかなりの力を持つ聖騎士。ともすればその力はルビーとなんら変わらないレベルのものだ。

「研究所、個別にも結界を張っているんですね。それほど見られたくない研究なんですね」

　同じく女聖騎士のベルナがメガネを指で上げ、そう言った。

　それに対しこの中で一番体格の良い、聖騎士ガーロムが言う。

「ですねえ、怪しすぎますねえ。ねえ、タラゼド隊長？」

「まあ、こういった研究は繊細なモノが多いからな。少しのミスで研究所はおろかここら一帯が吹き飛ぶ大事故になることもあるらしい。安全対策は過剰すぎるくらいが丁度いいんだろう」

「あー、なるほど」

　そんな話をしながら歩いていると、遥か前にあったアーゴン邸の扉が近づいてきた。

「……万一、アーゴン公爵と魔族の繫がりがあれば拘束することになる。気を引き締めろ」

「隊長、聖騎士が五人もいるんですよ？　しかもルビーの隊長だっている。余裕ですって」

　ぽこん、と頭を小突く。

「バカ者、場をわきまえろよゼル。力のあるニールが殺られているかもしれないんだぞ、油断するな。油断は最も死に近い所にある」

「うっす、すみません」




　──そしてアーゴン邸の扉が開かれた。




　扉を開けると、執事が慌てた様子で駆け寄ってきた。

「出迎えが遅れて申し訳ございません、タラゼド様。ご足労いただきありがとうございます。さあ、主人のおります部屋までご案内いたしましょう」

「ああ、すまない」

　──その時、背後から声をかけられた。

「あなたが……タラゼド隊長ですか。ふむ……力強く、美しい……良いオーラですねえ」

　それは、背筋をナイフでなでられるような、鋭く不気味な声色だった。

　振り向けば漆黒の外がい套とうを羽織った大きな男が立っている。

　気配がなく、男のその様相は不意に死神を思わせた。

「あなたは？」

「あ、あーあ！　これはこれは、失礼いたしましたあ!!　私、こちらの研究員でしてね、あなたをお待ちしておりました。名を、アルフィルクと申します」

「……は？」

　ゼルが間の抜けた声を出した。

　それはそうだろう。聖騎士ならば誰もが知るその名。

　やつが名乗った名が本当であれば、やつは死四天魔、つまり魔王直属の一人なのだから。

「はいはいはい、バイガンさーん！　この方たちのお捜しの彼、連れてきてくださーい！　あと、ブタ……じゃないアーゴン公爵もね！」

　二階からこちらを見ていた魔族が頷き奥へと消えた。見た目からして竜人族だろう。

　やつも気配がなかった……いつの間に。

「やはり、アーゴン公爵は魔族と」

　ベルナが言うと、アルフィルクが答える。

「ええ、ええ！　そうですよ！　あなた方もそれを知っていてこちらへ来られたのでしょう？　彼を、ニール君を取り返しに！」

「……お前は、本当に死四天魔のアルフィルクなのか」

「ですです！　ああ、でもまあ信じられませんよねえ。……それでは少し失礼」




　──バキュッ




　風が横を通り過ぎ。

　そして、振り向けば──




　そこには首のないゼルが立っていた。




　──噴水のように血が噴く。

　パタパタと床に落ちる赤い雨。




「ゼ、ゼル……？　え」




　三人の部下はそれを見て目を見開き啞あ然ぜんとしている。

「どうです、私ってば、強くないですか？　これで認めてもらえませんかね？　え、だめ？　もう一人殺りますか？　ふふっ、うふふふ」

　へらへらと体をくねらせ笑うアルフィルク。

　タラゼドは腰の剣を素早く抜き、構えた。

「死四天魔だろうが、知らん……お前は殺す」

「おおお、私の力を見て慄おののくかと思いましたが、戦意が全く衰えない！　素晴らしい、さすがルビーで最も強いと言われるタラゼド隊長様だああ!!」

　──剣へと神力を込める。

「起動せよ、宝剣ヴナガーラ・ドラグーンッ！」

　タラゼドの呼びかけにより光を放ち起動する宝剣。辺りから刀身へと魔力が集束されてゆく。

　アルフィルクはその光景を眺め考察する。

「む、これは……私の魔力が、吸い取られていく。いや、私のオーラだけではないですね」

　そしてアルフィルクはすぐに気がついた。

　見回せばタラゼドの部下からも、そしておそらくはアーゴン邸周辺の魔力を持つもの全てから吸収している。

　魔力の強制集束。

「なるほど、なるほど。それが代々受け継がれてきた……あなたのお父様の形見、ですか。それで斬りつけられれば私でもタダじゃすみませんねえ」

　その言葉を聞き、タラゼドは息を呑んだ。

　なぜなら、この武器が父の形見だという話は、王の間で行われた武器の認証の時に、王の前でしか口にしていなかったからだ。

　──コイツがなぜ……私の身辺調査でもしたのか？　だが、今の私に親族はいない。と、すればあの時、王の間にいた誰かか？

　やはり……魔族と通じている者が王の側近の中にもいるのか。

　いったいどこまで魔族に取り込まれている……この国は、実はすでに魔族の手に落ちているのか？

「ふふふ、タラゼド隊長ォ？　そんな目で見つめないでくださいよぅ！　ふひっ」

　──いや、待てよ。

　その時、タラゼドの心は落ち着きを取り戻す。

　──こいつは、私たちを殺す気、もしくは実験や何かに使うつもりで屋敷に入れたに違いない。でなければ、自分が魔族だと明かしはしないだろう。

　私たちに負けることはない、やつはそう思っているはずだ……だからこそ。

　この状況、今なら情報を聞き出すことも……可能かもしれない。

「お前は、死四天魔であるお前が、一体なぜここにいるんだ？　魔王の直属であるのにもかかわらず、こんな人間界まで来たのは……何が目的だ」

「え？　ああ、そうですね。まあ、端的に言えば魔王様が腑ふ抜ぬけてしまったといったところでしょうか。いえ、実はね、私たちの仕えていた魔王様は勇者に討たれ、今はその娘が魔王の地位に就いているのですよ」

　今、なんと言った？

「……な、なんだと？　魔王を勇者が、討っていた？」

「た、隊長、そんな話……私、初めて聞きましたよ」

「それはそうだ。私も今、初めて聞いた……」

　戸惑う聖騎士とタラゼドにアルフィルクは続ける。

「あらあら、そうですか何も知らないんですねえ……って、そりゃあそうですか。国家機密ですもんねえ、これ。まあ、そんなことはどうでも良いのですよ！　そう、現・魔王様があまりに腑抜けてましてね、人との融和がどーたらこーたらって。……私ら魔界の魔族が今までどれほど人間に虐げられ、荒廃した魔界で苦汁を舐めさせられてきたか！　あの小娘はそれをまるでわかっていない!!　だから!!」

　ペラペラと思いのたけを言葉にし、並べるアルフィルク。

　彼は最後にこう言った。

「我々、前・魔王様の遺志を継ぎし死四天魔が、人間界を統べなければと動いているのです!!　……えっと、わかりましたか？」

「そんな戯言たわごと……信じると思うか？」

「信じても信じなくてもご自由に。我々は計画を進めるだけですので、っと……ほら、来ましたよ。あなたの愛おしき部下、ニール君です」

　──ジャラ。

　現れたのは、鎖に両手と体を巻かれた一人の男。黒い髪の色と、背丈でニールだと辛かろうじてわかるくらいで、頭には大きな二本の角が生え、もはや人のモノではなくどちらかといえば竜人族のそれだった。

「どうですかね、カッコよくなりました？　ニール君、ふふ」

　怒りが沸点を越える。

　共に歩んできた部下、ニールの体をもてあそばれ、タラゼドの理性が飛んだ。

　──瞬く間にアルフィルクとの距離を詰め、頭を落とそうと剣を振るう。

　この剣は周囲の魔力を集め、刀身に使われる特殊な魔石によりオーラを爆発的に増幅させる力を持つ。

　いかに魔族の最上位で格が違う化物だろうと、これを受ければ死の淵へと送られるだろう。

　──ガキーンッッ!!

　しかし、ニールがアルフィルクとの間に割って入った。

　小型のダガーにより、タラゼドの剣を受ける。が、その破壊力にダガーは吹き飛び、ニールの肩を深々と斬り裂いてしまった。

「……ニール!!」

　呼びかけにニールは反応しない。それどころか反撃に打って出るニール。

　俊敏な動きで残った片腕のダガーを振り、タラゼドを殺そうと攻防を繰り広げる。

「ニール、待て！　くそっ……私がわからないかっ!?　思い出せ!!」

「……」

　無言の強攻に、どうすることもできず攻撃を凌ぎ続けるタラゼド。

　しかし、タラゼドは思い出す。

　ニールは、家族想いだった。

　隊の皆をも家族だと言い、困っている人間がいればよく助けていた。

　たくさんの人に愛されたニールは、今はもういない。

　目の前にあるのは、魔力に支配され、魔族に変化させられた『ニールだったモノ』だ。

「……ニールは、こんなに弱くない」

　──だが、お前の体を傷つけてしまうことを許してくれ。

「眠れ、ニール」

　タラゼドはニールの間合いに一瞬で踏み込み、一太刀の間に脇から対角の肩へ斬り上げ、両断する。

　──ドシャ

　地に伏すニール。タラゼドは心の中で祈りを捧げた。

「素晴らしい!!　その宝剣は持ち主に身体強化も施すのですね!!　今の彼、えーと……あれ、だれだ？　あ、ああそう、ニーム？　あれ、違う？　まあ、いいや……そこのそれはＳレート魔族にも相当する強さでしたが、まさかこれほど簡単に殺してしまうとは!!」

　タラゼドはじっと睨みつけ、ゆらりとアルフィルクへと一歩、また一歩と近づいていく。

「……皆、援護を頼む」

　タラゼド隊が各々に頷き、戦闘態勢へと入る。

「ふむ、さて」

　──パーティンッ。アルフィルクが指を鳴らした。

「感動の再会も終えたところで、さて、お次はメイン！　やっぱり皆で楽しくパーティですよね？」

　屋敷中の扉が開き、ぞろぞろと大量の魔族が入ってくる。

「……なっ」

「え、うそ……」

「……百はいるぞ、た、隊長……」

「こ、これは」

　現れた魔族はＡレート、Ｂレートがほとんど。Ｓレートと思われるのは階段上で眺めているバイガンのみ。

「皆、御ご馳ち走そうが食べたくてうずうずしてますよ〜？　ね、タラゼド隊長様？」

　──これは……いや、まだ。諦めてなるものか!!

　私も部下たちも……こんな所で、まだ死ねない!!

「では、皆さん……たーんと召し上がれ♪」

　──魔族たちが一斉にタラゼド隊に襲いかかった。











九章　覚醒






　──ザシュッ!!

　タラゼドの宝剣が魔族二体の首を同時にはねた。

「余り積極的にいくなよ！　私が数を削っていく、後方の確認を頼むぞ!!」

　背後を部下三人に任せ、タラゼドは次々と襲い来る魔族の群れを倒していく。

　見ればアルフィルクは近場にあった椅子に座り、ワイングラスを傾けている。

「良いショーですね、酒が美味い……ふふふ、ふひっ」

　挑発的なアルフィルクの態度を意に介さず、タラゼドとその部下たちによりみるみる魔族の数が減っていく。

　バイガンがアルフィルクへと話しかけた。

「さすが、名高いタラゼド隊ですね……あの魔族らは決して弱くない。それをこれほどのスピードで倒すとは」

「そうですねえ、実に素晴らしいですよ。タラゼド隊長の実力は勿論、他の聖騎士もかなりのレベルです……そして何より連携力が特出している！　そこらのSSランク冒険者パーティなど軽く凌ぐでしょうね、これは！」

「おい、アルフィルク。まだ片付いておらんじゃないか……これから大切な客人が来るのだぞ」

「む、アーゴン公爵……あら、こんなお時間。使い魔の情報的にも、確かにそろそろ彼が来ますかねえ。もう少し遊んでいたいのですが、仕方ありませんね」

　アーゴンの姿を目の端に捉えたタラゼドは叫んだ。

「アーゴン!!　貴様、魔族と通じていたのかッ!!」

「あー、タラゼド隊長、そんな大声を上げなくとも聞こえてるわ。まあ、見ての通りとしか……と、いうかお前わかっていて来たんだろ？　なら黙って捕まれよ、面倒くさい」

　──魔族の数が残り十数体に迫った時、アルフィルクがゆらりと立ち上がる。

「残念ですが、ダンスパーティはここまでのようです……彼が来られます」

「知るかッ……」

　ヒュッ!!

　完全なる虚をついた攻撃、アルフィルクの喉元へとタラゼドの剣先が迫った、が、それは届くことはなかった。

「──『想異重我オモイオモワレ』」

　──ズシンッッ!!

「ぐあっ!?」

「ぐはっ!!」

「ふぐっがっ!?」

「ッッ!!」

　タラゼドと後方の聖騎士たちが一斉に地面へと叩きつけられた。

「はい、皆様そのままですよ〜。というか動けないでしょう？　これ、私の能力なんですよ」

　背に巨大な鉄球でも乗っているかと錯覚するような重圧。

　それは、このまま圧死してしまっても不思議ではないくらいの圧力だった。

「私の能力、『想異重我オモイオモワレ』は心、つまりは想いの力を元に重力負荷をかける力なんですよ。人から抽出した想いの核が強ければ強いほど、重く大きな力となる……今のあなたたちを縛りつけている力は、先ほど死んでいった仲間への想いと私への怒りでしょうかね」

　そしてアルフィルクは手をタラゼドに向け、「……レベル２」と言った。

　──ズシンッッ……メキメキ!!

「ぐあっ、あああーーー!!」

「ふひっ、いーい声で鳴くじゃあないですかあっ!?　いひひっ、ひひ！　でも、これレベル５までありますからね？　どこまで耐えられるんでしょうかねえ、タラゼド隊長はッ！」

　ゆっくりと重圧のレベルを上げていくアルフィルク。向こうからアーゴンの声がかかる。

「おい、アルフィルク！　貴様、当初の予定を忘れるなよ。タラゼドは頭を潰し魔族にする……貴重な聖騎士を無駄にするな」

「ん、ああ、これは失敬……そうですね、グチャグチャに潰してしまったら勿もっ体たいないですよね。スミマセン」

　──この、まま……では、殺される

　どうすれば……

　せめて、部下たちだけでも……

　べキャッ

「いぎっ!?　……あっ、あああーー!!」

　後ろでベルナの叫び声が聞こえた。

「あらあら、重力に耐えられずに脚が潰れてしまいましたか……まあ、あとで脚くらいつけてあげましょう。魔族のモノですがね。可愛いのを用意いたしましょう、ふふ、ふひっ」

　──……すまない、ニール、ゼル、私は……！




　その時。




　──ドガアッ!!

「──!?」




　扉がぶち抜かれ、アルフィルクが吹き飛んだ。

　置いてある椅子やテーブルを巻き込み、転がるアルフィルクの巨体は壁に当たることでようやく止まる。

　そして部屋に入ってきたのは。




「……タラゼド隊長、なぜここに……無事ですか？」

「レイ！　君の方こそ、どうしてここにいるんだ!?」

「僕はアーゴン公爵と話をしに……けど、来てみれば外からでも感じるほどの血の臭いと、とてつもない魔力を感じたので……彼は魔族ですね？　この魔力の質はSSレートクラスを越えている」

「ああ、ヤツはアルフィルク……死四天魔だ」

「……彼が!?」

「そして、アーゴン公爵はそいつと通じている……端的にいえば、魔族の協力者だ」

「……魔族の、協力者」




『ねえ』

　──不意に幻影が僕を呼ぶ。

『レイ、あれを見て』

　──こんな時にまた幻聴が……。

『やっと……愛しのネネモアに会えたね』

　──ネネモアに会えた？

『ほら、あそこにいるでしょ』

「──え？」




　飛ばされた壁の先、アルフィルクがよろよろと立ち上がる。

「いやはや、レイ君……初対面で蹴り飛ばすなんてヒドイじゃないですかあ！　私はあなたに会いたくて会いたくてお待ちしてたのにィ！」

　アルフィルクの言葉。しかし、レイはある一点を見つめたまま固まっていた。

　それは、後ろにいたリアナ、カノンも同様に。

　そして、アルフィルクがそれを理解しゆっくりと優しく言葉を紡ぎ出した。

「……ああ、彼女ですか。レイ君……君は彼女とは一体どういった関係なのですか？　あの美しき、赤毛の少女──」




　屋敷の壁に




　まるで絵画のように




　飾られていた




　それは……







　背からは、白い鳥の翼が生えていて




　胎児のようにまるまり、眠るように目を瞑る




「……ネネモア？」




　神々しく、神秘的で美しい……魔族の少女がいた。




『綺麗だねっ』

　──そう言って、幼き僕はにこりと笑ってみせた。




「ええ、彼女があなたの捜していたネネモアです。魂こそもうここにはないですが、どうですか……魔族になり、人を超えた美しさを手にした彼女は？　ふっ、ふふ……ふひっ」




　……魂が、ない？




　どういうこと？




　魂がない……そんなわけないだろ




　だ、だって、それ……それだと、




『もう死んでる』

　──違う!!

　握りしめた拳からは、血がポタポタと滴っている。

「凄いですね、あなた……レイ君。そんな顔したらダメじゃないですか、興奮してきちゃいますよ私……ふふっ、ふひ」

「レ、レイ……」

　不安そうに名を呼ぶリアナ。

　しかし、それにも気づかずレイは彼女を、ネネモアを見上げ続ける。

「さて、とりあえず……バイガンさん、私が彼かれ等らを『想異重我オモイオモワレ』で拘束するので、魔封じの楔くさびで縛り上げてください」

　アルフィルクの能力が発動し、高密度のオーラが場を支配する。一帯に広がったそれは、レイ、リアナ、カノンを包み込む。

「……ッ」

「きゃあっ!?」

「ぐあっ!?」

　レイ、リアナ、カノンがアルフィルクの能力『想異重我オモイオモワレ』によりタラゼドたちと同様、地べたへ叩きつけられる。

　それに対抗できるはずのレイも、放心状態でなす術すべもなく地べたへと這いつくばった。

「ああ、レイ君、レイ君。あなた、それほどあの奴隷の少女が大切だったんですか？　ごめんなさい、魔族化する際に彼女は耐えられなかったみたいでねえ……苦しみ抜いて、死にました。悲しいですよねえ、辛かったでしょうねえ、苦しかったでしょうねえ」

　レイはその時、アルフィルクの言葉に我を取り戻す。

「た、大切な……そう、だ……彼女は、僕の」

『大切な、人』

　そこから湧き出る、憎しみ。

　それに応じるように、ゆらりと燃え上がるようなオーラが現れた。

「……ゆる、さない」

「いーい顔つきですねええ!!　さあ、来なさい!!　そして私に見せてみろ、その『創造魔法』の力をッッ!!」










　──僕は白のダガーナイフと怒りを握りしめる。

　瞬間、周囲の人間が目に捉えられないほどの速度でアルフィルクに接近。




　動き出しと同時に抜いたナイフを一振りし、首を刈り取った……はずだった。

「!!」

　しかしその刃は届かず、首はおろかアルフィルクの衣服すらも裂くことができなかった。

「いーいキレですねええええ!!」

　僕の攻撃を躱したアルフィルクが右手で僕を摑もうと手を伸ばす。

　しかし僕はオーラを最大出力で維持しているが故に、身体能力が飛躍的に上昇。アルフィルクの反撃がスローになって見えるほどだった。

　──ナイフを引き戻すようにアルフィルクの腕へ目掛け振り落とす。

　しかし視界の外、死角から繰り出されたやつの膝蹴りを僕の纏うオーラが感知し、その対処をするためナイフによる反撃を中断。

　ドゴッッ!!　という蹴りによる重い衝撃。

　間に合ったはずの腕によるガードを意味のないモノにするほどの凄まじい威力。

「……!!」

（……高密度のオーラの防御を貫通するパワー……!!）

　素顔の見えないフードの奥にはニタニタと笑う口元。




『ねえ、話し合い……しないの？』




　幻影の言葉が耳元を掠めた。




「……うるさいっ!!」

　赤く光るオーラを噴出させるかのようその身に纏い再度特攻する。




　──とてつもない速度の体術が繰り出される、圧倒的な速度の攻防。

　ＳＳＳレートクラス同士のそれは、他が入る余地のない極地。

「……ッ」

　しかし、このやり取りで理解してしまう。

　人と魔族の壁……超えることのできない、ひとつの要因を。

　──……こいつ……!!

　アルフィルクの動き、魔族であるからこその魔力保有量。それによる動きの差が明確に僕の体力を削っていく。

　人と魔族では、体に留めておけるオーラに限界がある。それは攻撃防御とその両方に大きく影響し、明確な差になって現れ始めた。

　──……は、速すぎるッ！

　目では追えないと判断した僕は、自身の周囲へオーラを押し広げ、オーラ感知での回避に切り替える。

　が、それも意味はなく。スピードに大きな差がある故にその攻撃を躱すこともできずに受け続けた。

　──くそ、これはッ……ガードが、回避が間に合わないッ!!

「ほら、どーしましたかッ!?　レイくうううんんんん!!　ほら、ほらほらほらッ！　先ほどの勢いはどーしたァ!?」

　ひとつひとつの反応の遅れがやがて大きな隙を生む。

　回避とガードを繰り返し、ぎりぎりの防御に成功していたが、次第にガード一辺倒へと変わり、ついには隙をつかれ腹部へ蹴りを放たれた。

「──ぐ、ふっ……はあ、はあ、くっ……ッ!!」

　さらには、この戦闘においてのオーラ消費量は凄まじく、ユグドラシルからの供給スピードが追いつかなくなりつつある。

　ヒットし始めたアルフィルクの攻撃。

　笑いながらやつは言う。

「あれれれ？　私の『想異重我オモイオモワレ』の効力が切れてますよねえ？　どうしたんです、そのノロノロな動きは!?　ほら、本気を出してください!?　私がネネモアの仇かたきなんですよ!?　もうちょっと気合いれてくれないとさあああー!!」

　止やむことのない激しい攻撃に僕の纏うオーラに陰りが見え始める。

　大きく揺らぎコントロールがままならない。

　……僕の心を、その動揺を表すかのように。

　──ま、まずい……このままじゃ、削り切られる!!

　飄ひょう々ひょうとした印象からは想像もつかぬほどの体術。その一撃一撃が鋭く、ガード越しに重く確かに命へと響く。

「ほら、どおおおおおしたあああ!?」

　摑まれた左手首。

　外そうと手を伸ばす間もなく、腕に手刀を落とされた。

「レイー!!」

　リアナの悲痛な叫びがホールに響く。

　両断された腕の傷からは、多量の血液と赤色のオーラが流れ出ていた。

「……ッ!!」

「あらあらあら！」

　アルフィルクは両手を上げ、大袈裟に驚いて見せる。

「腕、とれちゃいましたよ！　どーするんですかぁ？　レイくん？」

「ひ、ヒール……！」

　光が傷口へと集まり、一瞬にして消えた腕が現れた。

　まるで時間を戻すかのように。

「おお、おおおお!!　素晴らしい!!　それが創造魔法ですね!?」

　アルフィルクは歓喜し両手を天高く上げた。

「素晴らしいッ!!　君の《ヒール》は!!　回復魔法に非あらず!!　創造魔法で損失した体の一部を復元していたんですよね!!　ねえ、レイくん!?」

　──そうだ……僕のヒールは、創造魔法。

　興奮気味にアルフィルクが続ける。

「それ故にオーラの消費量も多く、莫大な魔力を必要とする!!　……しかし、人の身でそれを可能にしているのは！　その右みぎ眼めの魔力回路により、ユグドラシルから流れくるオーラですね!!」

　──僕は、これが創造魔法だなんて知らなかった……オーラが枯渇するのは単純に僕の魔力が少ないからだと思っていた……ノルンが教えてくれるまでは。

「それに、ユグドラシルから引き出しているオーラは魔力でもましてや神力でもない……そうですね？」

「……」

　アルフィルクの言葉はもう届いてはいなかった。

　この時間でどうすればアルフィルクを倒せるか、それを必死に考え、思考を巡らせていた。

「レイくんが使うオーラは魔力や神力を超える力！　生命力マナ!!」

「……な、なんだと」

「え、マナ……!?」

「それでは、レイは……」

「まさか、レイ君……君は」

　タラゼド、ライム、リアナ、カノン、その場にいたアーゴン含め全ての者たちが驚き注目する。

「そうです、マナを扱い戦えるのは『勇者』の血を引くものだけッ!!　あなた、勇者の血筋なんですよね、レイくん？」

　興奮気味に語るアルフィルク。彼は言葉を続ける。

「しかも！　この強力で治癒性のあるオーラは、歴代でも最強と謳うたわれた勇者ノルン・ハーデン・ベルギアのモノと同じではないですかッ!!」

　まるで宝物を自慢する子供のように話す彼だったが、唐突に動きが止まった。

　そして、上げていた両腕がだらんと下がり、脱力するアルフィルク。

「……しかし、それだけに。勿体ない、勿体ないですねえ、レイくん！　本来であればあらゆるものを創り出せる魔法である『創造魔法』！　それほどの力を持ちながらも、想像力が足りないのかなんなのかはわかりませんが、あなたは自分にリミッターをかけ能力を満足に扱えてはいない……!!」

　アルフィルクは首を傾げた。

「本当に残念ですねえ……その伝説級の力を存分に発揮できれば、私とも対等にそれ以上に渡り合えるはずなんですがねえ？」

　──だめだ、このままじゃ……。

「ま！　あなたを魔族に変えちゃえばオッケーなんでどうでもいいんですけどね！　……さてさて、それではお喋りもこれくらいに──」

　アルフィルクに勝てない……！

「──しましょうかッ!!」

　──ギュアッ!!

　そして再開されたアルフィルクの攻撃。

「ほらほらほらああああ～ッ!!」

　豪雨が地を穿うがつかのような激しい連撃。

「う、くっ……ッ!!」

　それは、先ほどまでとは違い、直撃すれば致命傷となりうる攻撃力。

　──ズガガガッ!!

　じりじりと押し寄せる、敗北という結末が垣かい間ま見みえる攻防。そしてこれ以上、攻撃ひとつをも食らえないという大きなプレッシャー。




　瞬く間にレイの精神は大きく削られ、意識は朦朧とし始めた。

　──これが……魔王直属の、死四天魔『アルフィルク』か……今までやり合った敵とはまるで次元が違う……!!

　レイを遥かに超える戦闘経験、魔族であるが故の魔力保有量。

　それに加え、レイはユグドラシルからオーラを引き出すのに時間を要する。

　それは数秒程度のものであるが、アルフィルクとの戦闘においては致命的なラグだった。

　さらに──

　ユグドラシルから引き出しているオーラ、『マナ』は非常に強力な反面、人がベースであるレイの体に多くは留めてはおけない。

　もし、限界を超えオーラを引き出してしまえば、レイの体はたちまち壊れ、崩れてしまい……その果てにあるのは勿論、肉体の崩壊による死だ。

　──どうする！　どうしたらいい!?　これ以上オーラを引き出せば僕の体は保たない!!　……しかしオーラが、足りない!!

「ほらほらほら、どーしました!?　へたっちまいましたか!?　れええええーーーいくううううーーーーんんんん!!」

「──……ッ」

　そこで、一瞬レイの集中力が途切れた。

「──あ」

　──一瞬の空白。死が頭を過る。

　ヒュオッ──ピタッ

「おや」

　気がつけば、アルフィルクの拳は顔の前。直撃寸前で止まっていた。

「……ふむ、レイ君の頭を破壊するのは不味いですねえ。と、いうか……これ以上虐いじめるのもかわいそうだ。えー、あーっと、そうですねえ……ここはひとつゲームでもしますか」

　……ゲーム？　ダメだ……もう、頭が回らない、アルフィルクは何を、考えて……。

「……はぁ、はぁ……」

　そして、明らかなひとつの事実。今、アルフィルクが拳を止めなければ、レイの頭は砕かれていた。

　そこらに散らばる死体のひとつに加えられていたのだ。




　──誰の目から見ても、僕とアルフィルクの力の差は圧倒的だった。

　その圧倒的な実力差に僕は追い詰められ、どうすることもできない。

　……僕は『人』で、アルフィルクは『魔族』

　そう、越えられない壁がそこにはあった。

　しかし──

「さてさて……いいですか？　これはあなたにとっての好機、千載一遇のチャンスです。しかし、ご注意を……これが正真正銘の、ラストチャンスになりますからね？」

　そう言うとアルフィルクは両腕を広げ、笑う。

　──え？……な、なんだ？

「──さあ、私の心臓を突くか……もしくは私の首を、そのダガーで切り裂きなさい」

「……は？」




　アルフィルクの言った意味を、体力が果て、回らない頭で理解しようと考える。

　──これは、多分罠だ……そうだ、罠の可能性が高い。

　僕が攻撃しようとしたところでカウンター……それを容易にするために隙を晒し、油断させ……




　……いや、違う。




　アルフィルクは……僕を油断させる必要なんてない。

　僕は現に、今、本気で戦って殺されかけていた……じゃあ、なぜ？

　……アルフィルクは、遊んでいるのか？

　僕はやつのオモチャ？

　──憎しみ、焦り、劣等感、怒り。

　嵐のようなアルフィルクの攻撃が止み、やつの意図を推し量る。が、わかるはずもなく。

　しかし、冷静になったレイの視界に彼女の、ネネモアの姿が映った。

　心の奥底からドロっとした負の感情が湧き、溢あふれ出だす。

　──……わかった。良いだろう、殺してやる。望み通り、殺してやる!!

　罠だろうがなんだろうが関係ない、こいつは……ネネモアを殺したんだぞ。

　殺してやる……殺してやる、殺してやる。

　おぼつかない足取りで、アルフィルクの前までたどり着く。

「さあ、いつでもいいですよ。私の心臓はここ……やれますか？　さあさあ、あなたに私の命を奪えますか？　優しい優しいレイくん？」

　トントンと胸を指で叩くアルフィルク。

　そこへ、ダガーの切っ先を突きたてた。

「さあ、どうぞレイくん。あなたの、ネネモアの仇である私の命を同じように奪ってください」

「……ッ」




　──……動け、ない。




　なぜ、させ、ない……なんで、どうして!?

　アルフィルクは魔力を纏っていない……このまま突き刺せば殺せる、殺せるんだぞ!!

　殺せ!!　殺せ殺せ殺せ!!　くそ！　なんで……体が動かないんだっ!!

　ネネモアの仇を!!　とるんだよッッ!!




『ほらね、君は弱い』

　幼き日の幻影が、耳元で優しく囁ささやいた。




「……レイくんってば、ウブですねえ？」

　アルフィルクはトンと、レイの額に指を当てる。

　──ズズズズズッッ!!







　その瞬間、アルフィルクの魔力がレイに注がれ、能力が発動する。

　アルフィルクの能力、『想異重我オモイオモワレ』は想いを核に重力を発現させる他、もうひとつの力があった。

　それは記憶の抽出と注入。

　人の記憶を取り出し、それをまた別の人へと移すことができる。

　それにより、レイはある記憶を流し込まれた。

　その記憶とは……

　かつて、ネネモアがこの屋敷に訪れ、味わった苦痛の記憶。

　人を魔族へと変える方法は二通りある。

　一、頭部や腕など、部分的に魔族のモノと取り変えていく。

　二、寄生魔獣に寄生させ魔力回路を強化させる。

　──ネネモアは寄生魔獣を体中につけられ、とてつもない激痛を味わっていた。

　人から魔族へと徐々に変えられる、寄生魔獣による肉体の変化はレイの想像を遥かに超える激しい痛みを伴っていた。

「ぎぃいいあっあああああーーーーーっっっあああーーーー!!」

『いや、たすけて！　いやああーーー!!』

　──その過程で、ネネモアを襲った数多くのまるで拷問にも似た苦しみと痛み、悲しい記憶が、レイの心と精神に重い負荷をかけ続ける。

　そして気がつく。

　彼女を魔族へと変えていたのは、見知った顔の魔族だったことに。

「ぎゃああああーーー！」

『痛い痛い痛い!!　やめて、やめて!!』

　いたぶられ、なぶられ、ゆっくりと魔族へ変えられていく







　──あ、ああ……おもい、だした

　あの時の

　竜人、族

　……ばい、がん……

　ぐるん、と白眼を剝むき、口から泡を噴き出す。




　──ドシャッ。




「うん……よしよし、これで心は破壊できましたねえ！　そしてまた新たな『虚』の記憶を彼の中に構築すれば我々の兵隊、しかもあらゆる強者を超えた最強の兵隊が出来上がります!!　……あ、そうそう、でも体はマナに耐えうる魔族のモノへと変えなければねえ……ま、それは彼自身の『創造魔法』で変えれば良いでしょう！　なーんて便利なチ・カ・ラ!!」

　タラゼドの部下や、魔族の流した血の海に溺れるように、眠るかのようにレイは伏した。
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　遠退とおのく、意識が……底のない闇へと、落ちていく。

　床に散らばる死体が目に入る。

　頭の奥で幻聴なのか、僕の名を呼ぶリアナの叫び声が響き渡り

『──本当……バカみたいだな、僕』

　そう言った僕を見下ろす幼き幻影は、泣き出しそうな顔をしていた。

『また、失敗しちゃった』

　──また……ああ、まただ。

　使えない、使えないやつ。

　本当に僕は役立たずだ……ロキの言った通りじゃないか。

　無能のゴミ。

『──あの時、僕きみがバイガンを見逃さなければ……もしかしたら、ネネモアが酷ひどい目に合わずに済んだかも』

　……でも、それは……どの道、他の奴がネネモアを殺したさ。

『村で遊んでないで早く王都へ来たら……ネネモアは救えたんじゃ』

　村の皆は、困っていた。見捨てられなかった。

『あの神木主の聖騎士を助けずにさっさと殺せば、逃す危険性があってもワーウルフを倒しに行けば……早く王都に着けば』

　僕が、もっと……

『もっと早くユグドラシルから旅立てば、間に合っていたのにね』




　そうだ……そうだよ。




　ホントに、そう……なんでこんなに情けないんだろう。

　何が対話だ……力をうまく使うだなんてよく言えたもんだ。

　こんな──失って初めてわかるだなんて。




『それに』




　あと一歩……ほんのひとつ踏み出せばネネモアの仇もとれたのに。

　それすらも、できなかった

『やっぱりさ、僕きみには無理だったんだよ……だって、僕きみだよ？　弱虫で泣き虫で弱者の、僕きみ』




　──ああ……僕は、僕だ。ユグドラシルの力なんてモノをもらっても、なんの意味のない……ただのちっぽけな、僕だった。

『それに、いつか言われたよね……フェイルに。「僕きみは優しすぎる」って。心が……脆すぎて、奪った命の重みに耐えられない……その優しさが、自分を苦しめることになると』

　そう……ネネモアに、君は優しいところが素敵ねって言われたけど……逃げ続けていただけだ。

　自分の心が傷ついて、負荷で壊れないように……言い訳ばかりしてさ。

　怖くて怖くて、ずっと……

　怯えていた。

　誰かに必要とされたくて、戦ってはみたけど

　ああ

　無駄だったな

　僕は……絶対的な弱者だった。

　もう、疲れたな




『うん。だから、もう眠ろう……もういいでしょ。疲れたよ、疲れた。頑張っても頑張っても、何もできないしさ……』




　何も、何も、何もできなかった。

『誰かを救うなんて、守るなんてできるハズなかったんだ。だって僕は……自分僕すら、救うことができなかったじゃないか』

　……ああ、確かに、そうだ。

『さあ、眠ろう。今度は、今度こそは僕を……救ってみせて。痛いのは、辛いのはもう嫌なんだよね。だから』

　──うん、眠ろう。……もう、ネネモアもいない。




　体が、意識がゆっくりと、闇に溶けていく

　甘い眠りと、幸せな終わり、緩やかな消滅

　僕が求めていたのは、これなのかも知れない……。




　もう、ゆっくりと休もう。
















　──レイ。










　──ねえ、レイ。




「──え」




　目を開くと、闇の中に……一人の女の子がいた。




　その子は燃えるような赤い髪と、陽だまりのような微笑みを浮かべている。

　懐かしい笑顔と、優しい声音。




「久しぶりね、レイ」

　幻なのか、僕の頭が完全にイカれたのか。

　失ったはずの……もういないはずのその人はそこにいた。

　頰を涙がつたう。

　それを見て、彼女は困ったように笑みを浮かべる。

「ネネモア……なんで」

「なんでだろね〜？　うーん。それは私にもわからないや、あはは」

「魂は消滅したはず……君は、僕の幻覚なのか？」

「んなっ!?　失礼な〜！　レイがおねしょした回数でもあげてみせようか？　それとも寂しいって言って一緒に寝た回数がいいか!?　私しか知らないこと、答えてあげるよ!?」

　顔を近づけ睨みをきかせるネネモア。

　ああ、この感じ。あの頃と変わらない彼女だ。

「まってまって！　ごめん、わかったよ……この勢いの良さは間違いなくネネモアだ」

「ふふん、わかればいいのよ！」

　両腕を組んで鼻を鳴らすネネモア。

「でもま、ふふ、しばらく見ない間にカッコよくなったねえ、レイ。もう立派になっちゃってさ、私も誇らしいよ」

　にこにこと笑みを浮かべる彼女は、美しく憧れたネネモアの成長した姿。

「あ、ありがとう。ネネモアも綺麗になったよ」

「お、ホントに？　えへへ、嬉しいこと言ってくれるじゃん！　レイもお世辞を言うようになったかぁ」

「ううん。本当に……すごく奇麗になった」

「むむっ、そんな真顔で言われると、照れますなあ……。まぁ、嬉しいけどね！　へっへーん！」

　……ダメだ。

　──堪えきれず、また涙が溢れ出す。

「僕は……僕は間に合わなかった……ネネモア、ごめん、本当に」

　一瞬、驚いた表情になったネネモアは、すぐに優しい笑みを浮かべ、僕の頭を柔らかになでる。

「……そんなことない、私は嬉しかったよ。こうして、最後にレイと会えたしね！」

　──ネネモアの魂が、ゆっくりと光になり消え始める。

　寂しそうに笑う彼女に、僕は別れを悟った。

「……ネネモア」

「ん、なーに……レイ」

「僕も、すぐにそっちへ行く。だから……寂しくはさせないよ。待っていて」

　その言葉を聞いたネネモアは、笑って首を横に振った。

「ダメだよ。まだ、ダメ」

「でも……僕は」

　口を人差し指で塞がれ、言葉を遮れた。

「……ねえ、もうないの？」

　諭すような優しい言葉。

「まだあるでしょ。レイには大切なモノ」

　心の奥にある温かな思い。

　そうだ、彼女には何度も心を救われた。僕はまだ何も返せてはいない。

　……彼女をまだ一人にはできない。けれど。

　そんな僕の心を見透かすように、彼女は頷いた。

「レイならできるよ？」

『できないよ……無理だ』

　幻影が後ろで囁く。

「……僕には」

　幼き僕の言葉が弱さを滲ませ、想いを揺らす。

　しかしそれを遮るようにネネモアが言った。

「できる、できるよ。だって、見てたもん……レイが頑張ってるところ。レイは強いよ……私は知ってる」

「……」

　僕は弱い……無理だ。

　瞼まぶたを閉じ、目を逸らした。

　……しかし、ふとリアナの姿が思い浮かんだ。

　──リアナ。

　……無理って、でも……それじゃあリアナは

　リアナが殺されるのを受け入れるってことか？

　彼女が、死ぬ？

　……それを、本当に受け入れられるのか？　僕は。




　彼女を──




　笑顔が──『レイ、ふふっ、ありがとうございます！』──脳裏に浮かぶ。

　──失っていいのか？

　彼女の未来を……。

　リアナの死を脳裏に描いた時、心が激しく痛むのを感じた。




「ネネモア」

「ん？」

「僕……やってみるよ」

　ネネモアが頷き、笑みを見せる。

「うん……頑張れ、レイ」

　ネネモアの姿が、ゆっくりと光の粒へと変わり、薄れゆく。

「それじゃあ……またね、レイ」

　眩まぶしい笑顔だけを残し、消え去った。







「……さよなら、ネネモア」

　あたりが闇へと変わり、一人の孤独と喪失感だけが残された。

　闇の中で幻影があざ笑う。

『ふっ、あははは！　何今の？』

　腹を抱え笑う彼だが、その表情の奥に苛いら立だちが見て取れた。

『どうやってリアナを救うの？　君は弱いんだよ。だからさっきもいいようになぶられたんだろう？　……どうやって約束を果たすの？　ふ、我ながら馬鹿すぎて腹の底から笑えるよ！』

「……」

『……またアルフィルクに遊ばれたいの？　やめなよ、もうここらで眠った方がいいんじゃない？　あの苦しみをまた味わいたいとか……頭おかしくなっちゃったんだね。いい具合に狂っているねえ？　君は』

　僕を冷たく睨む幻影。

「……僕は、もう逃げない」

『ふっ、ふふっ……逃げる逃げないじゃないんだよ。魔族と人では根本的に体の造りが違う……さっきわかったでしょ。君が人である以上勝ち目はない！　どれだけ必死に食らいついても奴に壊されるか、自身のマナに壊されるかのどちらかしかないんだ!!　いい加減諦めろよ!!』

「──だったら、人でなくなればいい」

　幻影とレイの視線が交差する。

　言った意味を理解したのか、彼は目を逸らした。

『……ああ』

「もういい……人の身では守れないなら、僕はもう人じゃなくなってもいいよ」

　それを聞いた幻影はうつむく。

『そう、だね。どうせ、何もせずにいいように奪われるくらいなら……』

　そして僕へ笑みを浮かべながらこう言った。

『でも、君のようなやつのことをなんて言うか知っている？』

　幻影は心なしか寂しそうな表情で。

『……愚者レイって言うんだよ』




　幻影は闇へと、溶けて消えた。




　──レイの欠いた眼に、炎のような紅いオーラが灯る。




「ああ、そうだな」




　──いいよ。僕の魂をお前に、全てあげる……。




「──僕の……魂を喰らえ、ユグドラシル」




　僕を呼ぶリアナの声が聞こえた。
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　──レイを戦闘不能にし、アルフィルクはバイガンに指示を出す。

「レイ!!　お願い、目を覚まして!!」

「うるさい……あまり騒ぐと殺すぞ女」

　叫ぶリアナをバイガンが無理矢理に連れていこうとする。

「うーん、私の能力を発動していたら、バイガンさんも近づけませんからねえ。しかし、喚かれるのもうるさくてかないません……あ、そうだ、バイガンさん」

「はい」

「その子の手脚、カットしちゃってください」

「いいんですか？　余計にうるさくなりますよ」

「大丈夫、大丈夫。その方がバイガンさんも運びやすいでしょう？」

　バイガンはアルフィルクの性格を知っている。

　彼はリアナの叫びなど、うるさいとも思っていないこと。

　むしろ、それに興奮さえ覚えていると理解していた。

「わかりました。女……暴れると間違えて殺しちゃうかもしれないからな、動くなよ？」

　背負う大剣を抜き、振り上げた。

「ひっ、あ……」

　アルフィルクによるダメージの残る体では逃げることもできない。

　リアナはその剣が手脚を切断するのを見ているしかなかった。

「ぐ、おお、あっ!!」

　と、その時。見かねたタラゼドがバイガンへと体当たりをした。

「！　まだ、元気だな……タラゼド隊長？」

「や、やめろ……その子に手を出すな」

「ふ、ふくっ、くく……面白いねえ、タラゼド隊長。だが、もはや死にかけのハエだな」

　バイガンが嗤う。

　ドガッ!!

「ぐふっ」

　蹴り飛ばされるタラゼド。

「……隊長……！」

「た、たい……ちょ」

　なすすべなく魔族と部下の死体の上を転がる。

　──俺は……こいつらも守れずに、このまま……やつらの望む魔族に変えられるのか？

　……何もできない。もう、体が動かない。

　言いようのない無力感と後悔がタラゼドの心を埋め尽くす。

「そこで見ていろ、タラゼド……そして聖騎士ども」

　──バイガンが再度剣を振り上げる。

「やめろ……ぐっ、やめ……」

「これが、魔族の力だ!!」

　そしてバイガンの手が、リアナの腕を斬り落とすために摑んだ──

「いやっ……あ」

　消え入りそうなリアナの声がした、その時。




　ズチャッ




　血塗れの床に眠っていたレイが、その身を起こした。

　片目から紅いオーラが立ち上る。




「……あ？」

「れ、レイ……!?」

　隊長は啞然とした表情でレイを見つめる。

「……何？」

　アルフィルクもまた怪訝な顔をで呟いた。

　倒れる前の精神崩壊した様子から、二度と起き上がることはないと思っていたレイ。

　しかし、彼はゆっくりと起き上がり……その二つの足で立ち上がる。

「バイガンさん」

「はい……」

「先にレイくんの……彼の手足を落としてください。確実に私の能力は発動していました……おそらく今のレイ君は無意識に体が動いているだけです。動物の頭を切り落としても少しの間動きますよね、あれと同じ」

「わかりました」

　アルフィルクは理解していた。これは、ある領域を超えた強者にのみ感じることができるもの。

　強者が強者を判別する、その嗅覚を持つタラゼド、アルフィルクが感じていたレイの異質。

　──ヒュオッ！

　バイガンは大剣を振りかぶり、レイの右腕を狙う。

　しかし、微動だにしないレイ。そのまま真っ二つに腕は切り飛ばされた。

　だが、確かにその瞬間、バイガンはレイの声を聞く。

「──お前……次、会ったら殺すって言ったよな？」

　真っ赤に染まった隻眼が、バイガンを鋭く睨みつける。

　──メキッ……ベキベキィッ!!

　バイガンの顔面にレイの拳がめり込み、頭蓋骨が砕ける音が部屋に響いた。

　バイガンは殴られた衝撃により飛ばされることもなく、圧倒的パワーで頭だけを的確に潰された。

　そして、その場に膝から崩れ落ちる。




　──ドシャッ




　レイは小さく舌打ちをし、切り飛ばされ失った腕の傷口へ手を当てる。

「……ヒール」

　なくなった腕を復元。その片手間、足元のバイガンをまるでゴミを退けるように蹴り飛ばした。

「先に言っておくけど、アルフィルク……君は逃さない」

　レイの口元は歪いびつな笑みを浮かべた。それは、先ほど戦っていたレイとは思えない歪んだ表情、鋭い目つき。

　まるで別人のようだった。

「……ええ、望むところです。精々抵抗してください、そしてあなたの全力を見せてください！　ユグドラシルと完全同化したその力、我々の兵として使えるかどうか、今この場で確かめてあげましょう!!」

　落ちていたダガーを軽く振り、体の動きを確かめる。そして──

「……行くよ」

　──ヒュオッ

　とてつもないレイのスピード。その動きは魔族の域を遥かに超越していた。

　ズガガガガッ──!!

　辛うじて躱すことのできたアルフィルクは驚きょう愕がくする。

「……こ、このスピードとオーラの保有量は!!　……これほどのオーラを体に宿しながら、肉体が爆はぜないのは、もしや……!!」

　僅かな隙、一秒にもみたないその刹那、レイがアルフィルクの左手首を摑みグイッと引き込む。

　ギュルッ──パァンッ!!

　そして回し蹴りの要領で彼の顔面にハイキックを叩たたき込んだ。

「ぶっ、がふッ!?」

　──わ、私が対応できないレベルのスピード!!　どういう手法を使ったのかわかりませんが、彼はもう人間ではないッ!!

　摑まれたままの手首をまた逆方向へと引かれ、さらに膝蹴りを腹部に入れられる。

「ぐっ、がはっ……」

　──なんというパワーだ、振りほどけない……反撃などできるわけもない!!

　ガクッと片膝を地につけるアルフィルク。

　それを見下ろしレイは言う。

「おいおいおい、どーした？　僕の力を確かめるんだろ……もうへたったのか？」

「ぐ、くふっ、は、ははっ、いえいえ……肉弾戦は合格ですね。──『想異重我オモイオモワレ』」

　ズシンッッ!!と、アルフィルクの周囲が陥没した。レイはそのまま地面へと引き寄せられ、叩きつけられる。

「ほらねレイくん、私の能力の前では全てが無力なんですよ。皆、等しく地を這う挽き肉となるのですッ!!　あはっ」

　──ズブッ

　高笑いを決めようとしたその時、アルフィルクの腹部を金色の枝が貫いた。

　しかし、凄まじい反射速度でそれに気がついたアルフィルクは、素早く後方へ飛とび退のき大事を免れる。

「ッ……なんだ、これは……？　ぐ、がは、ごほっ」

　体に起こる異変、吐血。

　──こ、これは……オーラを流し込まれた……？

　今のは、おそらくユグドラシルのマナ!!

　……なんという濃度だ、これほどの力だったのか、マナというオーラは！

　まるで全てを溶かし尽くす猛毒！　それを血管、魔力回路へ打ち込まれた様な激痛と衝撃……!!

　こんなモノを流し込まれ続ければ、最上級魔族の私の肉体でも簡単に崩壊してしまう!!

　そしてアルフィルクは気がつく。

　──はっ、レイ君は……彼はこれを身に留めながら戦っているのか……!?

　この、とてつもない破壊のオーラともいえる力を!!

　身を起こしたレイの肩からアルフィルクを先ほど貫いた枝が貫通し、その部分が赤く滲んでいた。

　──今の攻撃……自らをブラインドにして……自分ごと私を貫いたのか!!

　……あり余るオーラ、それにより壊れた体を治せる創造魔法……それがあるからこそできる攻撃!!

　そして、あれは……あの枝は危険だ。

　ユグドラシルのオーラを同じようにまた流し込まれれば、次は命取りになりかねない。

「……」

「どうした、アルフィルク」

　いや、しかし……で、あれば、私の取る戦い方はひとつ！　距離をとりつつじわりじわりと能力による攻撃で削り落とせば良い!!

　レイがつまらなそうな目でアルフィルクを見やる。

「……こい、『セフィロト』」




　ズッ──ドゴオッ!!

　バキバキメキッ──メキメキ!!




　レイがその名を口にした瞬間、背後から金色に輝く樹が床から突き出てきた。

「……どうした？」

「え……」

　虫けらを見るかのような、彼の冷徹な瞳。

「アルフィルク……僕が怖いの？」

　気がつけば、アルフィルクの脚はがくがくと震えている。

「な、こ、これは……」

　突如現れた、とてつもないオーラを内包していると思われる輝く樹。逃げろとアルフィルクの本能が痛烈に訴えている。

　──が、しかし、アルフィルクにも逃げられない理由があった。

「し、死四天魔である……誇り高き、私、アルフィルクが……人を恐れる、だと」

　ギリィっと、歯は軋ぎしりをし、アルフィルクがレイを睨みつける。

　しかし、レイはそれを意に介さない。

「アルフィルク……僕は君をこれから始末するわけだけど、何か言い遺のこすことはある？」

「そう、ですね……まあ、勝ち目がないことは理解しました。しかし……」

　体を覆う魔力を消し、戦意のないことを示してみせた。

「……それで、私を殺したところで、どうするんです？　この屋敷の者を全て殺せばあなたは満足するんですか？　それで彼女が戻るんですか？　少女の敵討ち、復讐は果たされますが……それで満足ですか？」

　……まだだ、勝ち筋はある。と、冷静さを取り戻したアルフィルクは思考を巡らせる。

　大袈裟に両腕を広げ、レイへ背を向け……コツ、コツと靴が床を叩く音が、緊張に支配された空間へと響き渡り静寂をつくる。

「あなたは誤解をしている……知っていますか？　我々魔族は元々はこの地に住まいし、人の同胞なのです。それを荒れ果てた瘴しょう気きたちこめる魔界へと追いやったのは人なのですよ？　……酷いとは思いませんか？　そして、わかりませんか、我々魔族の悲しみが……苦しみが。豊かなこの人間界を追われ、あの荒廃した魔界に閉じ込められた──」

　アルフィルクの能力、『想異重我オモイオモワレ』は人や魔族の想いの力により威力を増す。

　この綱渡りのような語らいで稼ぎ出した時間、アルフィルクは自身の中に蓄積させた魔界にいる魔族の強力な想いの力を引き出すことに成功した。

「──我ら魔族の悲しみがッ!!」

　そのとてつもなく巨大で凄まじいオーラに空間が歪んでゆく。

　ズズズズズ……

「……お待ちいただき、ありがとうございます。では、殺し合いましょうか」

　奥の手であるこの魔力を引き出したアルフィルクは、勝ちを確信した。

　自身の周囲に侵入した者は例外なく、潰れ落ちる。この重力域はゆっくりと広がり、やがて屋敷やその敷地に至る全てを飲み込む。

　このアーゴン邸周囲には結界師により結界が敷かれている。レイが逃げることは叶わない。

　──全て潰れろ。……私さえ、私の命がありさえすれば……また同胞のため、戦い続けられる。

　我らの、悲願を……人間界を、必ず取り戻す。




「終わったか？」

「……何？」

「死ぬ覚悟はできたかって訊きいたんだよ」

「──え」




　ズッ……

　──ズドドドドドッッガガガガッ!!




　アルフィルクの足元の床が割れ、そこから無数の樹の枝が飛び出し、彼の体を貫く。

「がばっ!?　ぶふぐぶぶぶぶぶあああっあがぐぐぐぐおッッ!?」

　腕を、脚を、腹部を、至る所へ根を這わせ、突き出すセフィロトの枝。

　抵抗しようにもアルフィルクの四肢は絡め取られ、身動きが取れずに蹂躙されてゆく。

　床に散らばる赤が海のように広がり、アルフィルクの悲鳴が弱弱しくなる。

　そして──

『想異重我オモイオモワレ』の力が消えた瞬間、その隙を狙い済ましたレイが瞬く間にアルフィルクの懐へと侵入した。

「じゃあな」

「──あ……まっ、」

　ズブッ

　──逆手に持った白きダガーナイフが、アルフィルクの首を切り裂いた。

　ブシュウー!!

　飛び散る赤。

　アルフィルクは立ったまま、首から血を噴き出し続けている。

　──ダガーについた血を、ビッと振り払う。

　やがてセフィロトが淡く粒子状となり宙に溶け始めた。

「さようなら……」

　……君の死は無駄にしない、ネネモア。

　魔族、奴隷、汚れた国……君を奪った、全てを

　──僕が、この歪んだ世界を壊してやる。

「……レイ……」

　かすれるような声で彼女の声が聞こえた。それは悲しみにも似た、震える声。

　赤く濡れた手のひらへ視線を落とす。

　……穢けがれたこの手でも、まだ彼女を救うことができるはずだ。




「リアナ……君はかならず、僕が護る」




　何を犠牲にしても。

[image: ]











アネモネ






　──……あれ、私……？

　ふと目を覚ますと、純白の世界に一人。

　ひとつの木製の机と椅子。

　空のティーカップと、綺麗な花の柄があしらわれた皿。

　大きな時計が音を鳴らし時を刻む。

　どことなく見覚えのある部屋。

「……行かなきゃ」

　何かに急かされるように、私は焦りを覚え、座っていた椅子から腰をあげた。

　──いいの？

　どこからか、聞き覚えのある声がした。

　──そちらに行けば、あなたは還れなくなる。

　その声は優しくも、悲しそうな色を見せる。

　──このままここで眠り、時を過ごせばいずれは彼等の世界にまた咲くこともできる。

　──でも、あの人の元へ行くのであれば……あなたの魂は呪われ、囚われてしまう。

　また……あの人って、誰？

　わからない、わからないけど……行かなきゃ、行って伝えないと、この胸にある想いを。

　彼の沈みゆく心を……私、が……助けなきゃ

　──そう……そっか、さようなら、ネネモア。

　声の主が消えた気がした。

　足元に真っ黒な沼がゆっくりと広がる。

「今、行くから……」

　闇のように黒く深い沼の向こう。

　そこに見える、壊れそうな彼の心。

「大丈夫、レイ。私がいるよ」

　……そうだ、思い出した。

　彼とは、レイのこと。

「私の、大切な人」

　ネネモアはゆっくりと闇の中を進んだ。




　──レイ。




　──ねえ、レイ。




「久しぶりね、レイ」




　絶望の中に、白い花が咲いた。







　……きっと大丈夫。お願いね、リアナちゃん。




　レイをどうか。







　初めましてカミトイチと申します。

　この度は『【ＳＳＳランクダンジョンでナイフ一本手渡され追放された白魔導師】ユグドラシルの呪いにより弱点である魔力不足を克服し世界最強へと至る』を手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　こちらはｗｅｂサイト『小説家になろう』様にて連載している作品に加筆修正をし、書籍として発売したものです。

　なので、話の続きはｗｅｂで連載しております。「先が気になる！」「読みたい！」という方はぜひお越しください。お待ちしております。ちなみにレイやリアナ、ノルンたちのキャラクタープロフィールも置いてありますので、ぜひご覧になってください。

　そしてｗｅｂ版で読んでくださっている皆様。ほんとうにありがとうございます。

　皆様のおかげでこうして書籍化することができました。感想をくださった方、レビューをくださった方、心から感謝しております。




　ちなみに私はこの『小説家になろう』様にて活動を始めるまでは、小説を書いたことが一切ありませんでした。むしろ文字を書くことが苦手で、敬遠していたくらいです。

　しかし、そんな私がｗｅｂ小説を書き始めたきっかけは、とあるＶＴｕｂｅｒさんが行っていた企画を観たこと。

　その内容は、皆で『小説家になろう』様へ小説を投稿し、そのＰＶや評価ポイント等を競い合うという、デスゲームでした。

　私は基本的にチキンなので足が震えてしまって（へへ、ぶるっちまったぜぇ）参加することはなかったのですが、参加されていた皆様の姿を眺めて、ああ、楽しそうだなといつも思っていました。

　そして、もし私がこの中で戦っていたらどこまで行けるのか、生き残ることができるのか？　と思い始め、気がつけば小説を書いてｗｅｂに載せていたのです。（最初の作品はもちろんｄｅａｄ）

　それがきっかけです。なので、その方にもとても感謝しております。（ご迷惑になるかもしれませんので、お名前は出しません）




　さて、最後になりますが、謝辞を。

　素敵なイラストで作品の世界とそのキャラクターたちを手掛けてくださいました眠ねむ介すけ様、本当に感謝しかありません。ありがとうございます。

　担当編集の西にし村むら様、書籍化の経験がなく色々と面倒をかけてしまいすみませんでした。そして自分の本が出せるという経験は西村様が声をかけてくれなければできないものでした。本当にありがとうございます。

　この作品を担当してくださいました校閲様、とても丁寧にありがとうございました。

　そして、大切な家族であるミヤさん、いつも支えてくれてありがとう。

　それではまた、皆様にお会いできることを願って。








電子書籍特典　書き下ろし短編

『ネネモアの雨音』









　雨。

　私は雨降りが嫌いだ。

　あの日、人買いが家に来た日もこんな天気だった。

　お父さんが死んでしまって数年がたって、お母さんも頑張ったんだけど、暮らしていくのが難しいくらいになってしまった。だから、私が売られた。

『この子は赤毛で顔もいい』と人買いが言っていた。ぜんぜん嬉しくなんかなかった。

　でも、弟二人を守るためには、もうこれしかないんだってお母さんに言われたんだ。

　だから、我慢して家を出た。

　外へ連れていかれて馬車に乗るとき、雨に濡れた髪がとても不快で。

　そういえば、悪いことが起きるときは決まって雨降りだなあ、なんて思いながら座席に座った。

　だから、雨降りは嫌いだ。




　私が奴隷商へ連れてこられ、そこの館で暮らすようになって数年。

　十数人の集団生活の中、暗い気持ちで奴隷の仕事をこなしてきた。

　農家での畑仕事、町の修繕の手伝い、基本的に肉体労働ばかりでまいにちへとへと。

　過労で死んだ人もみたことがある。

　見切りをつけられた奴隷だったからだけど、私も売れないと判断されればいつああなってもおかしくはない。

　毎日が怖くて苦しかった。

　そんなある日、新しい奴隷の子がきた。

　白い髪の小さな男の子。かわいらしい顔で、私より年下だった。

「こんにちは。レイくんっていうんだよね」

「こ、こんにちは……」

　視線がきょろきょろと落ち着きがなく、両手を祈るようにからだの前で組んでいる。

　これは、不安の表れ。本で読んだから知っている。

「レイくん、だいじょうぶ。こわくないよ？　私がいろいろおしえてあげるね」

「う、うん」

　奴隷商がこの子を預かったとき物陰に隠れて聞いた話。

　この子は訳ありで、もう既に買い手がついているらしい。

　複雑な境遇の子供だけど、ある理由でこうしてただの奴隷として置いておいてほしいと、頼まれていた。

　だから私たちとはちがって殺されたりなんかしないだろうけど、それでも、いじめられたりするかもしれない。

　私がこの子を守る。その買い手の人が迎えに来るまで。




　そうして始まったレイくんとの生活。

　年が近いからだろうか、私たちは必然的に二人で遊ぶようになっていた。

　最初は上目遣いで私を見るばかりでなかなか信用してくれなかったけれど、それはゆっくりと過ぎる時間が解決してくれた。いまではすっかりそのかわいい笑顔をみせてくれるようになり、別れた弟たちを見てるような気持になった。




　雨。




　農家での作業中、降り注ぐ雨粒が畑をうった。

　こうした予測のできない天候の変化では、他の仕事が見つからない場合、休日となる。

（雨降り……）

「どうしたの」

　私の横にいたレイくんが不安そうにきく。

「ん？　だいじょうぶだよ」

「そ、そっか」

　レイくんは人の変化に敏感だ。私が教えたのもあるけど、人の視線や挙動で相手の心理状態を理解する。それは私よりも正確でどんな細かなサインも逃さない。

　私は彼の姉のようなもの。心配はかけないように、ってしてきたはずなんだけど、いまがちょうど私が売られた頃と同じ時期なのもあって、この雨に心が不安定になってしまう。

「ネ、ネネモアちゃん」

「ん？　なに？」

「いつもありがとう」

「ふふっ。どーしたの急に。なにかあった？」

「ううん。いっつも助けてくれてるから。このあいだもダンくんに蹴られたときかばってくれたし。僕がおなかすいて眠れない時も……こっそり食べ物もくれたでしょ。あと町で迷子になったときもみつけてくれた」

　それは……たしかにレイくんのことが大切だったからしたことだけど。でも最初はちがった。

　私、どこかでレイくんを弟たちの代わりとしてみていた。

　ここへきて、寂しくてどうしようもない気持ちを彼でごまかしてた。

　だから、そうじゃない。

　レイくんを心の拠り所にして救われていたのは、私の方。

　私がレイくんの存在で、助けられていたんだ。

「だからね、僕、ネネモアちゃんのこと助けたいんだ。僕はまだ小さくて弱いけど、大人になったら……きっと」

「ううん。私はもう助けられてるよ。レイくんがいてくれるから……こうしていられるの」

「？　……そ、そっか」

　不思議そうな表情を浮かべているレイくん。

　じっと見つめる彼の目。……そっか。真剣にいってくれているんだよね。

　だったら……少しだけ、その気持ちに甘えてみようかな。

「ねえ、レイくん」

「な、なに」

「じゃあ、お願いしちゃおうかな」

　ぱあっと明るくなる彼の表情。

「ここにいる間……あなたは私が守ってあげる。だからいつか、私が困った時に助けてね」

　その言葉を聞いたレイくんは、少し不思議そうな顔をする。

　いつか、なんてないかもしれない。

　彼がここを出て私が過去になったとき、そのすべてを忘れてしまうかもしれない。

　でも、今のレイくんの気持ちに対する精一杯の想いで返す。

　弟ではなく、誰の代わりでもない、ただ一人の……レイくんという、一人の人間に対しての、願い。

「……うん、わかった。僕、君を守れるくらい強くなったら、必ず助けに行くよ」

「うん」

　ふと空を見上げれば、雨がやんでいた。




　夕暮れ、レイくんがつぶやいた。

「もうすぐ秋だね」

「うん」

「僕、秋って好きなんだ」

「どうして？」

　彼は夕日に映え赤くなった葉を指さした。

「真っ赤になる葉っぱが、ネネモアの綺麗な髪とおんなじだから」

「へ、へえ……そっか」

　私の頰が一足早く紅に染まった。




「嬉しいこと言うじゃん、レイ」

「えへへ」
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